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田布施町告示第５２号 

 令和７年第７回田布施町議会定例会を地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１０１条第１項の

規定により、次のとおり招集する。 

令和７年８月２７日 

 

田布施町長 東  浩 二 

 

１ 期 日  令和７年９月１０日 

２ 場 所  田布施町議会議事堂 

 

 

○開会日に応招した議員 

 

 落合 祥二議員  西本 篤史議員 

 谷村 善彦議員  守田 達也議員 

 高月 義夫議員  高見 英夫議員 

 瀨石 公夫議員  小中  進議員 

 藤田枝里香議員  松田規久夫議員 

 内山 昌晃議員  南  一成議員 

 

 

○９月１１日に応招した議員 

 

 落合 祥二議員  西本 篤史議員 

 谷村 善彦議員  守田 達也議員 

 高月 義夫議員  高見 英夫議員 

 瀨石 公夫議員  小中  進議員 

 藤田枝里香議員  松田規久夫議員 

 内山 昌晃議員  南  一成議員 
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○９月２４日に応招した議員 

 

 落合 祥二議員  西本 篤史議員 

 谷村 善彦議員  守田 達也議員 

 高月 義夫議員  高見 英夫議員 

 瀨石 公夫議員  小中  進議員 

 藤田枝里香議員  松田規久夫議員 

 内山 昌晃議員  南  一成議員 

 

 

○応招しなかった議員 

なし 
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令和７年 第７回（定例）田 布 施 町 議 会 会 議 録（第１日） 

令和７年９月１０日（水曜日） 

議事日程（第１号） 

令和７年９月１０日 午前９時００分開会 

 

日程第１  会議録署名議員の指名 

日程第２  会期の決定 

日程第３  諸般の報告 

       決算審査及び例月出納検査の報告 

       田布施・平生水道企業団水道事業決算審査 

報告第３号 

        令和６年度基金運用状況の報告について 

報告第４号 

        令和６年度決算に係る健全化判断比率の報告について 

報告第５号 

        令和６年度決算に係る公営企業の資金不足比率の報告について 

         報告第６号 

        令和６年度田布施・平生水道企業団水道事業会計の資金不足比率の報告

について 

       議員派遣 

日程第４  一般質問 

 

 

本日の会議に付した事件 

 

日程第１  会議録署名議員の指名 

日程第２  会期の決定 

日程第３  諸般の報告 
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       決算審査及び例月出納検査の報告 

       田布施・平生水道企業団水道事業決算審査 

報告第３号 

        令和６年度基金運用状況の報告について 

報告第４号 

        令和６年度決算に係る健全化判断比率の報告について 

報告第５号 

        令和６年度決算に係る公営企業の資金不足比率の報告について 

         報告第６号 

        令和６年度田布施・平生水道企業団水道事業会計の資金不足比率の報告

について 

       議員派遣 

日程第４  一般質問 

 

 

出席議員（１２名） 

  １番 落合 祥二議員  ２番 西本 篤史議員 

３番 谷村 善彦議員 ４番 守田 達也議員 

５番 高月 義夫議員  ６番 高見 英夫議員 

７番 瀨石 公夫議員 ８番 小中  進議員 

９番 藤田枝里香議員 １０番 松田規久夫議員 

１１番 内山 昌晃議員 １２番 南  一成議員 

 

 

欠席議員（なし） 

 

 

欠  員（なし） 
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事務局出席職員職氏名 

事 務 局 長 増原 慎一君  書   記 手島 千晶君 

書   記 弘津 考一君  書   記 稲木  陽君 

 

 

説明のため出席した者の職氏名 

町 長 東  浩二君  副 町 長 川添 俊樹君 

教 育 長 鳥枝 浩二君  総 務 課 長 森   清君 

総務課主幹 堀  昌子君  企画財政課長 山田  浩君 

税 務 課 長 友森 康之君  町民福祉課長 長合 保典君 

健康保険課長 寳城 和之君  経 済 課 長 長谷 満晴君 

建 設 課 長 松葉 譲児君  教育次長兼学校教育課長 山中 浩徳君 

社会教育課長 福田 幸治君  会 計 室 長 江良 和美君 

代表監査委員 内田 勝己君  選挙管理委員長 岩本 宏司君 

選挙管理委員会事務局次長 山下 慎吾君    

 

 

 

午前９時００分開会 

（ベル） 

○議長（南  一成議員）  ただいまから、令和７年第７回田布施町議会定例会を開会し、本日の会

議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりです。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（南  一成議員）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、松田規久夫議員、高月義夫議員を指名いた

します。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．会期の決定 
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○議長（南  一成議員）  日程第２、会期の決定を議題にします。 

 お諮りします。本定例会の会期は、本日から９月２４日までの１５日間にしたいと思います。御異

議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（南  一成議員）  異議なしと認めます。したがって、会期は９月２４日までの１５日間に

決定いたしました。 

────────────・────・──────────── 

日程第３．諸般の報告 

○議長（南  一成議員）  日程第３、諸般の報告を行います。 

 本日は、決算審査及び例月出納検査、田布施・平生水道企業団水道事業決算審査の結果報告のため、

内田代表監査委員に出席を求めております。決算審査及び例月出納検査、田布施・平生水道企業団水

道事業決算審査の報告を求めます。内田代表監査委員。 

○代表監査委員（内田 勝己君）  決算審査及び例月出納検査の御報告をいたします。 

 瀨石監査委員と私の２名で実施いたしました決算審査と例月出納検査の結果について、御報告申し

上げます。 

 まず、決算審査は、７月２８日、２９日、３０日、３１日、８月１日、４日及び１２日に行いまし

た。その結果は、事前に配付しております意見書のとおりでございます。 

 次に、例月出納検査でございますが、令和７年６月、７月及び８月末における一般会計、特別会計、

下水道事業会計、歳入歳出外現金、一時借入金及び基金の状況は、配付しております報告書のとおり

であります。 

 歳計実績表、収入書、支出命令書、預金通帳などについて検査いたしました結果、現金出納事務は

適正に行われ、正確であると認めましたので、御報告申し上げます。 

 次に、田布施・平生水道企業団事業決算審査は７月１０日に行い、決算書、関係帳簿類及び証拠書

類等を審査した結果、事前に配付しております意見書のとおり、適正に行われ、正確であることを認

めましたので、御報告申し上げます。 

 以上でございます。 

○議長（南  一成議員）  次に、報告第３号令和６年度基金運用状況の報告から、報告第６号令和

６年度田布施・平生水道企業団水道事業会計の資金不足比率の報告についてまで、４件について報告

を求めます。東町長。 

○町長（東  浩二君）  それでは、４件の報告事項について、概要を御説明を申し上げます。 
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 まず、報告第３号は、令和６年度基金運用状況報告についてでございます。 

 これは、特定目的のための定額資金運用基金でございます奨学基金及び土地開発基金の運用等につ

いて、監査委員の審査を受け、地方自治法第２４１条第５項の規定により、その意見をつけて状況を

報告するのでございます。 

 奨学基金は、基金の貸付・償還状況に関わるものであり、詳細はお手元に配付いたしました令和６

年度基金運用状況報告の田布施町奨学基金のとおりで、令和７年３月末における貸付者はありません。 

 次に、土地開発基金につきましては、基金による土地の取得に伴う土地と現金の収支の状況でござ

います。 

 令和６年度の変動は、麻里府都市公園整備事業における土地取得を行ったものでございます。 

 次に、報告第４号の令和６年度決算に関わります健全化判断比率について、御説明申し上げます。 

 地方公共団体の財政健全化に関する法律に基づき算定した財政指数につきましては、監査委員によ

る審査と議会への報告が義務づけられており、監査委員の意見をつけて報告するものでございます。 

 まず、実質赤字比率及び連結実質赤字比率につきましては、本町の会計のうち赤字または資金不足

となる会計がないことから、昨年度に引き続き赤字比率は生じておりません。 

 次に、実質公債比率は８.６％で、令和５年度決算数値の９.７％に比べ１.１ポイント減少いたして

おります。 

 また、町債残高のほか、上水道事業や消防等の一部事務組合に係る債務負担行為の残高等を含めて

総合的に算定いたしました将来負担比率は１１.７％で、こちらにつきましても、令和５年度決算の２

１.９％に比べ１０.２ポイント減少いたしております。 

 なお、下段に過去５年間の財政健全化比率の推移を記載いたしておりますので、御参考にしていた

だけたらと思います。 

 次に、報告第５号の令和６年度決算に係る公営企業の資金不足比率につきましては、下水道事業が

対象となりますが、決算で剰余額が出たことから資金不足の比率は生じておりません。 

 次に、報告第６号の令和６年度田布施・平生水道企業団事業会計の資金不足比率につきましては、

田布施・平生水道企業団が解散したことに伴い、田布施、平生、両町で議会で報告するものでござい

ますが、決算で剰余額が出たことから、これも資金不足の比率は生じておりません。 

 以上により、今回の算定では、財政健全化法に規定されている早期健全化比率や財政再生基準とな

る比率をいずれも下回ることとなりました。 

 なお、各比率の算定結果につきましては、近日中に町の広報やホームページ等でお知らせをしたい

と考えております。 
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 以上でございます。 

○議長（南  一成議員）  次に、議員派遣について報告します。 

 ６月定例会以降、議員の派遣は２件で、タブレットに記載したとおりです。 

 次に、地方自治法第１２１条の規定により、本定例会における議案説明のため、出席を求めた者及

び委任を受けた者の職、氏名はタブレットに記載の文書のとおりです。 

 以上で、諸般の報告を終わります。 

────────────・────・──────────── 

日程第４．一般質問 

○議長（南  一成議員）  日程第４、一般質問を行います。 

 順番に発言を許します。高見英夫議員。 

○議員（６番 高見 英夫議員）  高見です。上関貯蔵施設の適地判断について、町長に一問一答で

お伺いします。 

 ８月末、中国電力は、核のごみ中間貯蔵施設建設について、技術的に対応できない問題はないとの

評価、立地可能とした調査報告書を上関町長に伝えました。核のごみの危険性は、もし露出すれば原

爆の死の灰と同じです。上関町は、建設受入れは最後は議会に諮って決めると発言し、一方、県知事

は周辺自治体の理解も大変重要、柳井市長は、周辺自治体に不安や不信という世論があるんだと重々

認識していただきたいなどと慎重な発言をしています。 

 そこで質問をします。１、中電の調査報告書では、技術的に対応できない問題はないものとの評価

をし、立地は可能としていますが、これは事業者・推進者としての判断です。この報告書には、建設

予定地から３０キロ圏内に陸域で主な活断層を３本、海域で３５本確認したが、耐震設計等に適切に

反映することで対応可能と判断と記しています。しかし、これは中電の判断であって、科学的に確実

なのかどうか検証する必要があります。 

 また、調査地点では火砕流堆積物等は認められないから、火山事象が調査地点に到達する可能性は

十分小さいと記していますが、９万年前の阿蘇山の大噴火による火砕流は山口県まで到達しているこ

とが明らかになっています。２０１７年の伊方原発原子力発電所３号機に対して、広島高等裁判所が

火山噴火の可能性も含め運転停止を命じた裁判は記憶に新しいところです。火山は本当に大丈夫なの

ですか、心配です。適切な環境営業評価・アセスメントも全く行われていません。さらに、核廃棄物

を運搬する危険性、キャスクの安全性など、上関を適地と判断するためには検討すべき課題がほかに

もあります。このままでは住民の不安は解消できません。 

 これを解決するためには、少なくとも賛否両方の立場の学識経験者による住民説明会で報告者の検
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証が必要です。１市３町主催で開催してはいかがでしょうか。 

 次に、２番です。上関町長は、建設受入れは最後は議会に諮って決めると発言し、町民説明会もア

ンケートも周辺自治体の意向にも言及しません。町議会で最終決定と発言していますが、１市３町は

水道事業など柳井広域での協力関係も踏まえ、周辺自治体の理解の必要を申し入れるべきではないで

しょうか。 

 ３つ目です。中電が上関町長に立地可能と報告した同じ日、関西電力幹部は、福井県外の中間貯蔵

施設について、３０年後の操業開始は確実にできると発言しています。上関以外の候補地は上がって

いないし、核燃料サイクル・再処理工場が破綻している現状では、上関は関西電力の核のごみ、最終

貯蔵施設になる可能性が高いのではないでしょうか。いかがでしょうか。 

 ４番です。本町の最重要課題は人口減対策ですが、上関中間貯蔵施設は人口減を加速させるものだ

との認識は町長におありでしょうか。 

 以上、よろしくお願いします。 

○議長（南  一成議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  それでは、お答えをいたします。 

 まず、１点目の御質問でございます賛否両論の立場の学識経験者による住民説明会を１市３町主催

で開催してはどうかということでございますが、上関町に建設が検討されております中間貯蔵施設に

つきましては、本来、国や事業者のほうで、地元のみならず周辺自治体へも責任を持って説明をされ

るべきものだと思いますし、これは１市３町共々当初から申し上げているところでございます。これ

まで１市３町の話し合いの中で御質問のような住民説明会はどうやったら開催できるか、どういう方

法があるか、いろいろ話をしてまいりましたが、その時点ではまだ調査段階であるということもござ

いましたし、上関町でまだそうした説明会が開かれてこなかったということもありまして、今後の課

題にしようということで経緯をしてきた推移がございます。 

 今回、立地可能という報告がされましたが、今後、詳細な事業計画等が示されることになれば、国、

そして事業者に詳しい説明を求めていくことは当然のことだろうというふうに思います。 

 次に、２点目の１市３町は、柳井広域での協力関係を踏まえ、周辺自治体の理解の必要性を申し入

れるべきではないかとの御質問ですが、当初、中国電力が上関町に中間貯蔵施設の建設を検討してい

るという話が唐突に出てきた際に、今後は隣接する１市３町には情報提供を密に行ってほしいという

ことを強く申し入れ、現在はそうした情報提供がなされております。議員が言われます理解について

もいろいろな面がありますが、１市３町のみならず、上関町も踏まえた柳井広域圏で様々な事業を行

っておりますので、当然、これまでも申し上げておりますが、今後も申し上げていきたいというふう
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に思います。 

 ３点目の上関は関西電力の核のごみ、最終貯蔵施設になる可能性が高いのではないかとの御質問で

ございますが、そのような疑問や懸念、そして不安をお持ちの方も多いと感じます。その要因は、国

の核燃料サイクルの先行きが不透明であることが起因していると思います。私といたしましては、そ

うした不安等に対して責任のある説明ができるのは、エネルギー施策をつかさどり、責任を負う立場

の国だけだろうというふうに思いますので、今後しっかりとそうした点についても説明を求めてまい

ります。 

 最後、４点目の御質問でございます上関中間貯蔵は、人口減少を加速させるものだとの認識がある

かとの御質問でございますが、まちづくりの影響につきましては、これまでも議会で答弁をしており

ますので繰り返しにはなりますが、本町は温暖な気候と瀬戸内に面した豊かな自然と住みやすい環境

に恵まれており、そうした中で将来世代の視点にも立ち、安心して結婚、出産、子育てができる環境

づくりにも積極的に取り組んでまいります。そうした面から見ましても、人口問題というのは様々な

要素がございますし、国レベルで人口が急激に減っておりますので、いろいろ観点はあろうかと思い

ますが、仮に中間貯蔵が上関町に建設されることになれば、本町のまちづくりでも人口問題について

も少なからず影響はあるというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（南  一成議員）  高見議員。 

○議員（６番 高見 英夫議員）  ありがとうございました。１問目のことについてですけれども、

説明会は調査段階ということで今後の課題となっていたというふうに言われました。今、事業計画等

が示された後は国と事業者に説明会の開催を求めていくことになると、国が責任を持つべきだという

ふうに言われましたが、これについては国は原子力発電を最大限利用するというふうな方向、つまり

推進する立場にあります。中間貯蔵施設がなければ原発は止まってしまいます。そういうような立場

の説明、これも必要でしょう。事業者もそれは必要で、説明をしなくてはいけないと思います。しか

し、その説明だけで、今回の調査報告書もそうですが、推進する立場の側からの報告書です。これが

本当にどうか、正しいのかどうか、これをちゃんと検証するためには、反対の立場からの説明、これ

も客観的なものを得るためには、住民が判断するためには必要ではないでしょうか。 

 調べてみましたら、田布施町では１９９９年、２０００年、これは山口県の主催で原発シンポジウ

ムというのが本町の勤労体育センターで、ここのときには肯定的また否定的両方の立場の研究者を招

いて６００人の参加者が討論を聞き、質疑応答も行ったということが、「広報たぶせ」にちゃんと記録

があります。前例があるわけですね。 
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 そういう点からして、これはまさに中立的な立場の町としては、１市３町も含めて、このようなシ

ンポジウムを開くべきではないでしょうか。そのことが住民の安全・安心、それにつながるかどうか

分かりませんが、その判断に寄与するものであると思います。いかがでしょうか。 

○議長（南  一成議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  今、１９９９年とかですね、原発をつくるかどうかという論議のときのシ

ンポジウムの話をされましたが、このときというのは田布施町の立場というのは、県から同意を求め

られるという立場でございました。県知事が判断するということで。今回は、同意を求められるとい

う立場にないというのが、今回決定的に違うところでございます。これが中間貯蔵の非常に難しいと

ころでございます。そして、説明会をしようというのは、先ほど申し上げましたが、この問題が出て

きてから高見議員がおっしゃるように、当然、いろんな立場からやっぱり情報を開示して、住民の方

に正確な情報を持っていただくということがまず第一のステップだろうということで、開催をどうし

たらええんかというのはずっと論議してきました。しかし、最初に申し上げましたが、まだ調査して

いるということがございますので、その段階で国に申し上げましても、調査しているんですよという

ことで、かわされるような意見もありましたので、ちゃんともう少し待ったほうがいいんじゃないか

というような意見で、待っていたわけではございませんけども、やはりちゃんと調査報告が出て、国

のほうもちゃんと向き合っていただくということで、求めたほうがいいんじゃないかということで、

説明会は当初からやるべきだろうということがありますし、これ１市３町の首長さんは皆同じ、やら

ないという首長さんはいらっしゃいませんので、どういった方向で、いつどういうタイミングでやっ

たらええのか、それも１回なのか２回なのか、そして田布施町の場合は、高見議員おっしゃいました

けど、県の商工労働部が主催して開催をされております。２回ですね。ですから、参加者の要望、参

加しますか、応募してくださいよというのも、全部県のほうで取りまとめていただきました。ですか

ら、そういう原発の建設のときはそうでしたけども、今回そうじゃありませんので、県は立場が違う

というふうにおっしゃられるかも分かりませんが、できたら１市３町と県が一緒になったような形で

進みませんと難しいのかなと思います。 

 実際、その１９９９年頃は全部１市３町、この周り含めて対応が全く違っておりました。足並みが

全くそろっておりませんでしたので、私はそれ知っておりますので、ちゃんと足並みをそろえて進ん

でいかないといかんのじゃないかということを、今、１市３町のほうでも考えるようにいたしており

ます。 

○議長（南  一成議員）  高見議員。 

○議員（６番 高見 英夫議員）  当時と事情が違うというのは分かりました。しかし、住民が不安
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に思っているという現状は、当時と変わりません。私もずっと田布施に住んでおりますので。しかも、

知事は周辺自治体についても大変重要と度々答えています。田布施町議会では、３月に中間貯蔵施設

反対の決議を上げました。町長も、町民の意思が示されたものだと理解しているので重要に受け止め

ると発言しておられます。この発言に責任を持っていただいて、知事に周辺自治体としての意見をま

た伝えていただきたいですし、またそういった説明会も、先ほどまた今後説明会についても１市３町

でやる計画していると、１回か２回か分からないけれども、やる方向だと言われましたが、その説明

会も先ほど私が言いましたように、国は推進の立場なんですね、中電もそうです。そういった一方か

らの説明ではなしに、双方向からの説明をし、町民に公平な公正な判断、的確な判断ができるように

するというのが行政の役割ではないでしょうか。いかがでしょうか。 

○議長（南  一成議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  前回のときのシンポジウム、各市町で違いますけども、賛成の学者さん、

反対の学者さん、それをさばいていくコーディネーターの方、そういった形で開催の形態は違います

けども、そういう賛成・反対の論議を皆さんが聞いてということで、進み方は少し違いましたけども、

やってきたことがあります。やらないとは申しておりませんので、今からやりますので、今日はこの

辺で御容赦いただきたいと、やりますので、ちょっとお待ちください。 

○議長（南  一成議員）  高見議員。 

○議員（６番 高見 英夫議員）  重ねてお聞きしますが、これは賛成も反対も両方の立場の論者を

集めてシンポジウム、説明会を開くというふうに理解してよろしいですね。 

○議長（南  一成議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  １市３町でやりますので、私の考えがそのまま通るとは考えませんけども、

今までお話をしてきた１市３町の首長さんの考えは私とほとんど変わりませんので、当然、反対の学

者さん、賛成の学者さん、これまでもそういった形でやってきましたので、そうでないと何回も何回

も同じような賛成のシンポジウム、反対のシンポジウムということになって、住民の方を混乱させて

しまいますので、論点を絞ってすべきだろうと思いますし、これまでもそういった形で開催をされて

きておりますので、同じ形になるんじゃないかなというふうに思います。 

○議長（南  一成議員）  ちょっと待ってください。高見議員。 

○議員（６番 高見 英夫議員）  分かりました。 

 ２つ目の問題ですが、上関町長は周辺自治体の意向については何も言及せず、上関町の議会で最終

的に決定すると、次の選挙は大事だというふうにいつも言っておられます。しかし、東町長は反対の

声が周辺自治体にあることを十分踏まえ、受け入れるかどうかを判断してほしいと、つい先日ですね、
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朝日新聞に答えておられました。柳井市の第１子からの保育料無料化についても、何も相談がなかっ

たというふうに柳井市の対応を批判しておられましたが、中間貯蔵施設はそれ以上に影響の大きい問

題です。町政の責任者として、１市３町の皆さんと共に共同して強く申し入れるべきではないか。少

なくとも、自分たちの反対の声を申し入れていただきたいというのが中心ですけれども、最低でも申

し入れなくても自分たちの意見を伝える、これはぜひともやっていただかなくてはいけないと思いま

すが、いかがでしょうか。 

○議長（南  一成議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  最初にも申し上げましたが、最初のお話が出てきたときからずっと申し上

げております。１市３町の声も聞いてくださいよ、住民の方々の声も聞いてくださいよというのは何

回も何回も言っております。それに対する具体的な回答をいただいておりませんので、上関町がどう

いうふうに思われているかというのは私には判断はできませんが、私どもとすると１市３町でやって

いる事業だけじゃございませんので、柳井広域でやっている事業もたくさんございますので、そうい

ったことも踏まえて、一緒に考えてくださいということは申し上げておりますので、今後、また１市

３町で足並みをそろえて、上関町さんといろんな話をしていきたいなというふうに思います。 

○議長（南  一成議員）  ルールを守ってください。高見議員。 

○議員（６番 高見 英夫議員）  すみません。今、声を聞いてほしいということは言っているけれ

ども、回答をいただいていないということでした。私が申し上げているのは、反対の声があるから、

周辺自治体が反対であるということを町長さんにはっきり言ってほしいということです。もしそうい

うふうなことが言えなかったら、少なくとも１市３町の意思はこうであるということをはっきり伝え

ていただきたい。そして、西町長が回答されないということでしたけれども、回答されないという、

こんな失礼なことはないと思います。必ず回答をしていただく。やらなければ今後、柳井広域での協

力関係というのに大きな影響があると。住民が本当に心配していることであるという、その状況をぜ

ひとも回答をもらうということを約束していただきたいと思います。 

○議長（南  一成議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  回答は上関町さんがされることですから、私が約束できることではござい

ませんが、その辺は御理解いただきたいと思います。制度的に何回も言いますが、私どもがこの設置

に関する法的な立場を有しておりませんので、それがあればですよ、原発のように同意をするという

立場であれば、ちゃんと法的に守られておりますので、ちゃんと対応してくださいというのは言える

んですが、この問題はそれがないので非常に難しいんですが、できるだけ私どもの声を聞いてほしい

ということを言う以外にありませんので、もう少したって事業計画等が出てきて、やっぱりシンポジ
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ウムをしながら、県のほうとも話をしながら、言うときには具体的に１市３町のほうと話をしてやっ

ていきたいと思います。田布施町の状況は、西さんには話をいたしております。 

○議長（南  一成議員）  高見議員。 

○議員（６番 高見 英夫議員）  １市３町の状況については具体的に話をしているということは、

１市３町では住民が反対のほうの声のほうが大きいということを伝えておられるということですね。 

○議長（南  一成議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  反対の声が多いというのは、感知的には感じますが、じゃあどのぐらいの

割合かというのは全く数値として出てきたものでございません。いろんな署名とかいうのも出ており

ますが、これから私が思うにはシンポジウムをやって、本当もう少し理解度を進んだ状態で判断をし

ないといかんのじゃないかなという気持ちは持っております。高見議員の気持ちもよく分かりますが、

行政というのは法の制度的なものの中で進んでいきますので、やっぱりその判断、判断が自治体とし

て地域として法的にちゃんと間違いがないかという確証を踏みながらいかないといけませんので、今

の状況は十分理解をいたしておりますし、それを踏まえて対応をいたしておりますが、今後の国、県

との対応等踏まえる中では、高見議員がおっしゃいますようにシンポジウム等の開催、またアンケー

トとかする中で、具体的に捉まえていかなければいけないんじゃないかなというふうに思います。 

○議長（南  一成議員）  高見議員。 

○議員（６番 高見 英夫議員）  法的な根拠が必要だというのは、そのとおりだと思います。数値

的なものがまだ出ていないと言われますけれども、であれば数値的なものをちゃんとそろえればいい

わけであって、これは法的な意味合いが違うと言われると思いますけれども、上関原発立地計画につ

いて、町民の皆さんの意見をお聞かせくださいという、これも広報ですね、この広報に住民から広く

声を聞いておられるということもあるわけです。ですから、同じように町民の不安があるのであれば、

こういうふうな町民の声を直接聞いて、そしてそれを具体化すると、上関町に伝えると、そういう根

拠にしていただきたいと思います。 

 次に、これは今のはお願いですが、３番に関連してですけれども、永久施設になるのではないかと

いう問題ですけれども、今年３月の山口県議会の議事録を見てみますと、中嶋光雄議員の質問議事録

の中に、こういうのが書いてありました。今年２月に市民団体の皆さんの中電本社への要請行動に同

席した議員が同席した際、対応した中電担当者は、島根原発の燃料プールがすぐに満杯になるわけで

はないし、しかし関西電力との関係ですが、当社単独で建設運営する場合は、島根原発の使用燃料だ

けでは小規模な施設となり無駄である。だから、規模の問題とか建設運営コスト等の面を考えまして、

共同開発が必要と判断していると、やる気満々に答弁されましたというのが議事録に載っています。
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つまり、中電本社の役員は、関西電力と一緒にやるんだと、これは経済的にメリットがあるんだとい

うことをはっきり言っているわけですね。 

 そしてまた、先ほど言いましたように上関と関西電力の役員は、それぞれの現地に同時に同じ日に、

ほとんど同じ時間に申入れをしている。そういうふうな中で、これはもう本当に関西電力の核のごみ

が上関に中間貯蔵される、永久貯蔵になる可能性が高いですが、それはもう電力会社の間では綿密に

計画されていると、そう判断せざるを得ないと思いますが、町長の御認識を伺います。 

○議長（南  一成議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  マスコミ等で読んだこともありますし、話も聞きますけれども、私がそれ

を今ここで申し上げる立場にはございませんので、高見議員の御考証を聞かせていただいたというこ

とで、参考にいたしたいと思います。 

○議長（南  一成議員）  高見議員。 

○議員（６番 高見 英夫議員）  言いにくいというのは、それはそうかもしれませんが、これはど

なたが見ても否定できない、客観的な、認めないのは電力会社当人ぐらいのもので、全く偶然だとい

うふうな答弁を電力会社はしておられますが、まさに詭弁であると思っております。 

 最後に、４点目の質問ですけど、この中間貯蔵施設のことは、町の将来の少子化を食い止めること

について、少なからず影響はあるというふうに言われました。以前は、子育てについてはマイナスし

かないというふうにも言われています。ぜひここはお聞きいただきたいんですけど、この中間貯蔵施

設を既に造っているのが日本に一つだけあります。原発の敷地外で昨年１１月に中間貯蔵施設を建設

した青森県むつ市ですね、その市議会議長が８月６日の新聞にインタビューが載っておりましたが、

深刻な、ここもそうなんですが、深刻な人口減少問題について、人を呼び込みたいのですが、原子力

がマイナスになっていますと答えていますね。また、建設関連施設のある市町に人口増加の話は一度

も聞いたことがありません。本町の最重要課題、人口減を食い止めるには中間貯蔵施設、原発には反

対すべきではないでしょうか。これは町の最高責任者としての見解をいただきたいと思います。 

○議長（南  一成議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  人口問題、「むつ」もいろんな事情があってああいうふうに本州の一番北の

ところで、本当にもう人口減少が進んでいって、そこにいろんなものが出てきて、あそこを調べると、

もう合併をしているしぐちゃぐちゃですよね。進み方も違うし、なかなかこの山口県とはもう違う状

況でありますが、議員おっしゃいますように深刻なやっぱり人口減少というのは進んでおりますし、

もうほかに打つ手がないだろうというふうに思います。山口県というのは、まだそういうとこまで行

っておりませんので、何とかこれから人口、国レベルで減っておりますので、山口県、広島県もどん



 

 
 

- 16 - 

どんどんどんもう減って流出しておりますので、そういった面もございますが、今後、田布施町の将

来を考えますと、人口減少の割合を少しでも少なくしていこうということになるとですね、この問題

が影響がないかと言われたら、それはまあうそだろうと思いますので、影響はあるというふうに考え

ておりますので、その辺も十分にまちづくりに影響があるということも踏まえながら、この問題に対

応はしていきたいなというふうに思っております。 

○議長（南  一成議員）  高見議員。 

○議員（６番 高見 英夫議員）  影響があると言われましたが、どこの自治体も今、人口減に悩ん

でおります。しかし、山口県の全体の人口の減り方と、上関予定地のある上関の人口の減り方、これ

はもう全然違いますね。前も言いましたように、去年１年間に生まれた子供の数が２人というのは、

まさに本町にとって本当に海を隔ててすぐ近くにあるわけですから、人ごとではないと思っておりま

す。ぜひこれは真剣に取り組んでいただきたい。ありがとうございました。 

○議長（南  一成議員）  どうぞ。 

○議員（６番 高見 英夫議員）  ２問目の質問に移ります。教育長に一問一答でお願いします。 

 ９月は新学期が始まって、いろんな問題が子どもたちの間に起こってくる時期でありますが、学校

におけるいじめや暴力、不登校などが全国的には大変増加しております。そして、この９月というの

は、それが顕在化する時期でもあります。そのようなとき、子どもたちが行きたくなるような学校を

つくることは大変重要です。また、子どもの意見表明権を生かした参加と共同の学校づくりは、移住・

定住促進にもつながるものです。６月議会では教育長より参加と共同の学校づくりを進めるとの答弁

もいただきました。 

 そこで質問ですが、１、町の小中学校におけるいじめ、暴力、不登校の在校生１,０００人当たりの

認知・出現率、在校生比は、全国平均で比べてどういう状況であるか教えていただきたい。 

 ２、これらの問題に対し、ＳＷＰＢＳ（学校規模ポジティブ行動支援）はどのような効果が期待で

きるのか。また、教育行政としてスクールワイドＰＢＳをどう支援をしておられるのか、具体的に教

えていただきたい。 

 ３つ目に、子どもたちの自己肯定感を高め、自主性・自治能力を高めるには、子どもたちによる児

童会、生徒会の活性化が大変必要だと思いますが、教育長の認識をお伺いしたい。 

 ４つ目に、教職員、保護者と共に学校運営の主体としての役割を果たさせる。よく子どもを真ん中

にという言葉が学校でよく使われますが、主体としての役割を果たさせる、参加と共同の学校づくり

（三者協議会）は、主権者教育、また愛校心、郷土愛につながるのではないか、私は考えております

が、教育長の御見解をいただきたい。 
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○議長（南  一成議員）  鳥枝教育長。 

○教育長（鳥枝 浩二君）  それでは、お答えをいたします。 

 まず、１点目の小中学校におけるいじめ、暴力行為、不登校については、全国の数値が公表されて

いる直近のものは、令和５年度のデータになりますが、これによりますと、小学校では１,０００人当

たり、全国のいじめの認知率は９６.５で、本町は６１.５であります。暴力行為の発生率は、全国が

１１.５、本町は１０.５であります。また、不登校児童の児童数の出現率は、全国が２１.４、本町が

１９.３になります。 

 中学校では１,０００人当たりの全国のいじめ認知率は３８.１で、本町は１９.３であります。暴力

行為の発生率は、全国が１０.４、本町は３８.７でありました。また、不登校生徒数の出現率は、全

国が６７.１、本町が４７.０でありまして、総じて全国平均を下回っている状況にはあります。 

 次に、２点目のスクールワイドＰＢＳ（学校規模ポジティブ行動支援）、これへの取組に期待する効

果等につきましては、児童生徒間及び児童生徒と教員が相互に認め合う活動を取り入れることにより、

お互いを思いやり尊重し合う態度や意識が高まり、自己肯定感や自己有用感、そして集団への所属感

が高まることなどが期待されておりまして、誰もが安心して学べる魅力ある学校づくりにつながるも

のであると、そういうふうに考えております。 

 また、このスクールワイドＰＢＳの取組を支援するために、教育委員会といたしましては、全教職

員で組織する本町の「小中学校教育研修会」の活動の柱の一つとして位置づけておりまして、学校の

取組の好事例を紹介したり、教育実践を相互に参観したりするなど、全小中学校で共同して実践する

体制の整備に努めてきたところであります。 

 ３点目は、児童会・生徒会の活性化が必要ではないかという御質問であります。議員御提案のよう

に、子どもたちの自主性や主体性、自治意識を育てていく上で、児童会や生徒会の活性化はとても大

切になると私も考えております。 

 昨今の本町の子どもたちの姿から、今後の課題として、「自ら考え行動する」たぶせっ子を育ててい

くことが必要であると感じており、子供たちが自分の所属する学校やふるさと田布施に愛着や誇りを

感じることができるよう、夢と感動のある教育活動を創造していくことが重要であると考えておりま

す。 

 ４点目は、参加と共同の学校づくりが重要ではないかとの御提案についてですが、議員お示しの三

者協議会は、本町で推し進めているコミュニティ・スクールそのものであると考えており、学校と家

庭、地域住民の連携・協働により、郷土への誇りや愛着を育むとともに、子どもの豊かな学びや育ち

を実現していく取組に力を入れているところであります。 
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 とりわけ近年、児童生徒が学校運営協議会の熟議に加わり、目指す学校やふるさと田布施の姿につ

いて意見を述べたり、活動を計画したりするなど、子どもが当事者として学校運営に参画する取組が

広がってきており、成果を上げていると感じております。 

 教育委員会といたしましても、今後もコミュニティ・スクールの機能を生かしながら、地域学校共

同活動の充実を図り、子どもたちを地域で見守り育てていく取組を進めてまいりたいと考えておりま

す。 

 以上です。 

○議長（南  一成議員）  高見議員。 

○議員（６番 高見 英夫議員）  全国平均に比べて、中学校の暴力行為以外は、本当にいい数字で

安心をしました。そして、スクールガイドＰＢＳが今後大きな期待を持って、私も臨みたいというふ

うに思っております。 

 ただ、そのために先生方の負担を軽減する、今、学校現場が大変忙しい、研修会や資料提供という

のがありましたが、本来、最も望まれているのは何かというと教員不足ですね、今、成り手もいない

というのですが、本町は複式学級を防ぐために、町独自の教員加配をするなど、優れた取組をしてい

ると私は評価をしています。ぜひそのような取組みは、続けてやっていただきたいと思っております。 

 ３点目の児童会についてですけども、児童会について、私が子どもの頃は選挙もやって児童会があ

りました。そして、自分たちのことを決める、みんなの意見をまとめるという、そしてそれがリーダ

ーとなっていき、それが中学校の生徒会等につながっていったわけですね。ところが、今聞いてみま

すと、小学校に児童会がほとんど存在しない。これは、児童会活動を特別活動として学習指導要領に

位置づけられております。これは法的拘束力があると文科省は言っていますが、なぜこういうふうな

児童会がなくなってきたのか、その理由、経緯について説明をいただきたい。 

○議長（南  一成議員）  鳥枝教育長。 

○教育長（鳥枝 浩二君）  今、高見議員さんのほうから御指摘いただきました小学校における児童

会でございますが、小学校の学習指導要領の特別活動編には、児童会活動をきちっと位置づけて活動

するようにというふうに示されております。ただ、多くの小学校の実態をお聞きすると、児童会とい

う名称は使ってはいませんが、これに代わる運営委員会とか代表委員会とか専門委員会という組織を

異年齢集団で、５・６年生を中心として活動をしているというふうに認識をしております。確かに昔

のように、私も小さい頃だったんですけれども、児童会の会長を選挙で選ぶというようなことがあり

ましたけれども、今はそういうことは小学校の発達段階を踏まえて、実施をしていないというふうに

聞いております。これは早くから役割を固定することにつながるという一面があったから見直しをし
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ているということは聞いたことがありますが、それぞれのみんな能力・資質に応じていろんな機会を

与えながら育っていくという、見守りながら育っていくというのが、今の小学校段階での位置づけで

はないかなと思っております。 

 したがいまして、御指摘のありました児童会という名称はありませんが、それに代わる運営委員会

とか代表委員会という形で役割を分担して、いわゆる自発的・自治的な活動がどの学校でもどの小学

校でも展開されているというふうに理解をしております。 

○議長（南  一成議員）  高見議員。 

○議員（６番 高見 英夫議員）  名称が変わったというだけならいいですけれども、本当にその役

割というのがきちんと自主的で自治的な活動になっているのかどうか、そこが問題なわけですね。 

 学習指導要領の解説には、こう書いていますね。児童会活動で育成する資質能力は、中学校・高等

学校における生徒会活動において、さらに学校卒業後は地域社会の自主的な活動の中で生かされ、さ

らに育まれていくものであると。そういうふうに行く行くは私が言いましたように、やっぱり自分た

ちの学校の問題を、たとえ小学生であろうとも、自分たちでルールを作り決めて、自分たちの提案が

生かされて学校がよくなっていくと。そういう体験、そういうリーダーが後々この田布施町を支える

人材になっていくんだというふうに思うんですね。 

 そういう意味では、非常に大きな意義があると思いますし、きちんと民主主義の決めるという、褒

めることは大事です。ＰＢＳは非常に大事だと思っていますが、それは教員の側とか大人の側のルー

トに乗って褒めて、それに子どもたちがそういうふうになっていくと。そういう面もあります。でも、

本当に必要なのは、前回のときも言いましたけれども、その行動の意味、廊下を走るなという意味も

ありますし、それが本当に大人の都合のいいような褒め方をすると。 

 例えば、前に映画に「万引き家族」というのがありましたよね。お父さんの手伝いをして万引きを

する小さな子どもが、親から褒められれば何ぼでもやると。ところが、お兄さんがこれはいけないと

気づいて、わざと警察に捕まって、妹にそれを教えると。大変感動的なアカデミー賞をとった映画で

した。 

 褒めるということにはいろんなリスクもあるわけですね。ですからこそ、子どもたちに手間はかか

っても、自分たちの問題を自分たちで議論し、そして保護者や先生と一緒になって自分たちの学校を

つくる、そういう体験を積んだ子どもたちは、将来、高校生になり、そしてまたふるさとを支える、

そういう人になると思うんですね。いろんなボランティア活動においても、そういったことが私は今、

小さいときからの大事な教育だと思っています。 

 先ほど早くから役割を固定化すること云々と言われましたけれども、私はそういう意味で、この児
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童会活動をきちんと位置づけて復活させる、そういう努力をしていただきたいと思っています。 

 それから、先ほどの回答の中にスクールワイドＰＢＳが、これが三者協議会、私が言っている三者

協議会というのは、コミュニティ・スクールそのものであるというふうに考えておられるそうですが、

それは教育長さんがそういうふうに理解されたんだと思いますが、私はちょっと違うと思っています。

地域に開かれてコミュニティワイドというＰＢＳは、褒めるのが学校の中からと地域からも参加して

もらって、地域からも褒めてもらおうと、そうやって子どもたちを育てようと、これもいいことだと

思うんですよ。 

 私が言っている三者協議会というのは、前に高知県の奈半利中学校の例をお示ししたと思いますが、

自分たちの学校の規則においても、トイレの改修においても、子どもたちが意見を出し、そして親や

先生と一緒になって協議をし、この学校をどうしたらいいかというのを三者が対等な立場で話し合っ

て決めるということですね。そういうふうな体験がまさに主権者教育にもなるというふうな、そうい

うものであります。 

 これも学習指導要領にきちんと書いてあるわけですね、解説編ですけれども、この児童会活動など

は、将来多様な他者と協働しながら、地域の課題を自分のこととして捉えて、主体的にその解決に関

わり、社会に貢献的に関わっていくために必要な資質能力を育成するという主権者教育の視点からも

重要であると。という意味で、私はスクールワイドＰＢＳを応援しておりますが、さらに進めて子供

たちの意見表明権をちゃんと尊重して、子どもたちに学校の主体として、学校のいろんな運営にも関

わり、そういうふうな子どもたちを育てていただきたいというふうに言って提案しています。いかが

でしょうか。 

○議長（南  一成議員）  鳥枝教育長。 

○教育長（鳥枝 浩二君）  ありがとうございます。今、御指摘いただきましたように、スクールワ

イドＰＢＳは一つの手法だとは思っておりますけれども、それと関連を図りながら、本当に学校が子

どもが主人公となって、主体となって運営に参画するような、そういう学校づくりをそれぞれの学校

で進めていけたらいいなというふうに思っております。特に、発達段階を踏まえる必要はあると思う

んですけれども、それぞれの好手、年齢に応じて、やっぱり集団の中での自治意識、それから参画意

識、そういったものを身につけていく必要がこれからあるんじゃないかなと思っています。 

 お示しされた学習指導要領の中の解説編の中には、主権者教育もそうなんですけれども、社会参画

の態度を発達段階に応じて担っていくというのが、大変これからの民主的な集団をつくる中で、ある

いは自治意識を高めていく上で非常に大切かなと考えておりますので、今の御指摘の面を踏まえまし

て、これからの学校の運営等に子どもが中心となる、真ん中にいるような、そんな学校を目指してい
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きたいというふうに思っております。ありがとうございます。 

○議長（南  一成議員）  高見議員。 

○議員（６番 高見 英夫議員）  教育長さんの決意を聞かせていただきました。これから具体的に

何をしていただくかということが最も大事であって、ぜひ私は具体的に小学校にも児童会を復活し、

子どもたちが自分たちのことは自分たちで決める。もちろん発達段階に応じてアドバイスはしていか

なくてはいけないと思います。そして、中学校では生徒会がきちんとあるわけですから、学校行事の

手伝い係というのではなしに、子どもたちが自分たちの制服や校舎の在り方や先生方の授業に対して

も、きちんと言えるような、そういう仕組みを作ることが大事なんです。 

 私、ちょっと体験を言わせてもらいますと、熊毛南高校では教育懇話会という名前で三者協議会が

ありました。これは２０年ぐらい前に作ったわけですけれども、そこで子どもたち、生徒会の生徒が

自分たちの高校をよくするために、こんなことをしたい、あんなことをしたいといろいろ言うわけで

すよ。中には授業もこう変えてほしいとか言うわけです。先生も親もいるわけですけれども、その中

で参加した親御さんとかＰＴＡ会長が、高校生が自分のことだけじゃなくて、自分の進学とか自分の

ことだけではなしに、学校全体のことをこんなに考えてくれるのかと、大変感動されて、本当にすば

らしいことだというふうに言われたことがあります。 

 そういうふうな活動の中で、親御さんの学校への協力、これもできていくわけですね。スクールワ

ークＰＢＳも親との関係、学校との関係がよくなってトラブルが減って、先生方の活動も時間的余裕

もできたというふうに聞いておりますが、まさに好循環が期待されるわけですね。 

 そういう意味で、ぜひこれは将来の田布施町のためにぜひ具体化をして、町内の子どもたちが本当

に田布施町に、自分たちも田布施町のためにできること、頑張ろうというふうに思うように、主体的

に取り組めるようにやっていただけたらと思っております。 

 以上、終わります。ありがとうございました。 

○議長（南  一成議員）  以上で、高見英夫議員の一般質問を終わります。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（南  一成議員）  ここで暫時休憩いたします。再開を１０時１５分に再開します。 

午前１０時０２分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前１０時１５分再開 

○議長（南  一成議員）  それでは、休憩をほどき、休憩前に引き続き一般質問を続けます。 

 次に、西本篤史議員。 
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○議員（２番 西本 篤史議員）  それでは、２問、通告いたしております。１問目が田布施駅整備、

もう一つが中学校の部活動の地域移行について、質問いたします。最初は、答弁者、東町長お願いし

ます。２問目は、教育長よろしくお願いします。 

 それでは田布施駅整備について質問いたします。 

 田布施駅は、田布施町の玄関であります。トイレも老朽化し、とても狭い状態です。今度、学校編

成が行われ、利用客も増えるのではないでしょうか。今でも時間帯によると多くの高校生が利用して

おります。駅舎も老朽化しておりますが、いつごろ改築するのか。また、改築するのであれば、ＪＲ

九州の日南駅、荒尾駅などを参考に、コミュニティスペースを併設してはどうでしょうか。コミュニ

ティスペースでは、コーヒーや買物、勉強やくつろぎ空間もあります。高校生の出店もいいのではな

いでしょうか。また、設計段階で行政、業者、高校生とワークショップを行い、よい駅舎を整備して

ほしいものです。駅前駐車場も併せて整備すれば、町に活気が出るのではないでしょうか。 

 以上、お尋ねします。 

○議長（南  一成議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  お答えいたします。 

 お尋ねの田布施駅の整備についてでございますが、田布施駅舎は旧国鉄が昭和３４年に建築された

もので、築後６６年を迎え、耐震強度不足や老朽化に加え、バリアフリー対策不足といった様々な課

題を抱えております。 

 御質問にありますように、特に駅トイレの老朽化は著しく、利用者や町民の皆様、そして町議会の

皆様からも何とかしてほしいといった改善要望をいただいており、私としても可能な限り早く対応し

なければならない最優先課題の一つと考えております。 

 また、数年前から駅は無人となっておりまして、安全にこれまでどおり駅を利用できることは、常

に極めて大切な問題と捉えております。 

 さらに、周辺道路の形態や駐車場の不足といった問題から、駅周辺整備が遅れることによりにぎわ

いが失われ、町の将来にも関わる問題でございますので、喫緊の課題というふうに考えております。 

 しかし、ＪＲ西日本の今後の田布施駅の改修については、ほかの駅もそうでございますが、利便性

を損なわない範囲でコンパクトにということでございますので、今、ＪＲ様が進められております駅

舎の改修というのは、非常にコンパクトというと言い方がいいんですが、本当に小さくて田布施の皆

様が御了解いただけるようなものにはならないというふうに思います。また、その計画も、駅舎の更

新計画も田布施駅については、先延ばしされてまいりました。現在、令和１０年以降のＪＲ西日本の

駅舎更新計画にも含まれていないという厳しい状況がございます。 
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 しかし、現在、田布施駅の乗降人数は１日２,０００人を超えており、さらには御質問にありますよ

うに、令和８年４月からは県立高校の再編整備により、農工高校は４学科から３つの専門性による５

学科に再編され、新たに開校となってまいります。そして、多くの高校生が県東部や中部地域からも

当駅を利用することが想定がされています。議員が言われますように、駅は町の玄関口であり、町の

顔と考えております。このため町民の皆様から恥ずかしくない駅と思っていただけるように何とかな

らないか、対応を急いでいるというところでございます。 

 しかしながら、ＪＲ西日本様と現在協議を行っている段階でございまして、はっきりしたことは、

ＪＲ様の土地、建物でございますので、町の建物であればできるんですが、ＪＲの了解が得られませ

んと一歩も前に進めませんので、これから申し上げますのは、西本議員の質問に応じた私の夢という

ふうに捉えていただければというふうに思います。 

 私が新たに更新したいという駅は、きれいなトイレももちろんのこと、地域活性化や観光振興につ

ながるような様々な取組が行えるよう、駅舎内に交流スペース等を設けられればと考えております。 

 また、町では田布施農工高校との連携・協働に関する協定に基づいた地域人材の育成や地域課題に

取り組むコンソーシアムの構築を目指しており、実現可能であれば、交流スペース等は高校生による

活動拠点とし、駅や学校のＰＲにも力を入れていきたいと考えております。 

 また、今回の駅舎の利活用だけでなく、あらゆることを官民連携による民間企業との包括連携協定

を今年中に締結できるよう担当課に指示しており、民意の創意工夫等を生かし、資金面や運用面でも

効率化が図れないか検討をさせております。 

 こうした駅舎等の具体的なイメージや利用方法は、今年度策定いたしております「たぶせ未来戦略」

の推進組織でも協議させていただき、重要業績評価指数（ＫＰＩ）による課題の整理も行っていきた

いと考えております。 

 いずれにいたしましても、ＪＲ西日本による田布施駅の更新計画の前倒しや整備に伴う協議が整わ

なければ事業も始められませんので、駅舎の更新時期や跨線橋のバリアフリー対策など、その他につ

いても引き続きＪＲ西日本と協議を行ってまいりたいと考えております。御提案ありがとうございま

した。 

○議長（南  一成議員）  西本議員。 

○議員（２番 西本 篤史議員）  とてもすばらしい夢を語っていただきました。ありがとうござい

ます。これが早く実現すれば本当にいいんですけども、この実現に向けていろいろ対策とかいろいろ

やってもらったらと思います。 

 まず、田布施農工の生徒さんが一番利用すると思うんですよね。今の田布施Ｖｉｅｗ会議、田布施
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農工さん、中学生、また地方創生の検討委員会の皆さん、この方で今のＶｉｅｗ会議いろいろやって

おりますけども、この中でテーマを決めて田布施駅どんなんがいいか、いいだろうかというのを今度

やってみちゃったらいいと思うんですよね。利用する高校生、一般の方、また業者、いろいろな方を

一緒にその会議に招いて、こういったあくまで夢ですけどもね、そういった夢に向けて会議をされて

はどうかと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（南  一成議員）  森総務課長。 

○総務課長（森   清君）  まずは、ＪＲ側で駅舎の更新計画が前倒しできるか、その内容による

ところって本当に大きなところと思っています。仮に事業がスタートするとなれば、町としての基本

構想とか、またコンセプトというのをやっぱり検討していかないといけないというふうには思ってい

ます。 

 今、議員言われるように様々な意見という御質問だと思います。そういう中でどういう形で交流ス

ペース等利活用していくのかとかいうことについて、検討はさせていただきたい、もちろん思ってい

ます。議員の皆様、また御意見賜りたいと思っていますし、今言われるように地方創生検討委員会の

皆様にも御意見いただき、また田布施農工高校Ｖｉｅｗ会議、年１回やっていますけど、そういう中

でもお話を伺いたいと思っています。 

 さらに、ちょっと町長の答弁ございましたけど、民間による官民連携というところも、今、包括連

携を今年度中結びたいというふうに考えていますので、様々な民間の御提案とか、資金面も含めて運

用面も含めてアドバイスいただきながら、できることなら進めていきたいというふうに思っています。 

 以上です。 

○議長（南  一成議員）  西本議員。 

○議員（２番 西本 篤史議員）  コミュニティスペースというのが今のＪＲ九州の参考に見ると、

観光協会が入ったり、あと土産物があったり、あとＷｉ─Ｆｉ設備があって、高校生が待ち時間の間

に勉強したり、いろいろコミュニケーションをとったり、いろんな活動ができる交流スペースですね、

椅子とテーブルがあって、あとＷｉ─Ｆｉがあって、その中に買物ができるスペースがある、そうい

った場所なんですよね。 

 今、田布施駅の建物の形状を見ると、改札口があって右側が待合室ですよね。左側は、今まで職員

さんがおられた駅舎の中があるんですけど、そっちの左側を全部今の交流スペースにすれば、かなり

広いスペースができると思います。当然、トイレ水洗化、あと今のトイレも障がい者用のトイレとか

いろんなトイレ、これも含めて検討されて、いわゆる今まで駅というのは電車に間に合って乗って、

到着すれば帰るというのが駅なんですけども、こういったコミュニティスペースつきの駅舎というの
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は、そこを目的地にして、電車が来なくてもそこでいろいろなことができるような、そういうスペー

スなんですよね。私らもたまに電車に乗りますけども、出発時刻の寸前に行ってさっと乗り込んで、

到着したら迎えが来る。高校生なんか結構遠くから来るのに、授業が終わって駅まで行っても待ち時

間が結構ありますよね、その待ち時間を利用していろんなことができる、そういったスペースですね、

そういったのがあったらいいなと思うんですが、それも含めて検討されてもらいたいと思いますが、

私も夢を語りますけど、どうでしょうかね。 

○議長（南  一成議員）  森総務課長。 

○総務課長（森   清君）  いろんな御提案ありがとうございます。今の現駅舎はもう６６年経ち

ます。今、議員言われるように、昔はキオスクもあったりと、そしてまた広い昔、昭和天皇がお休み

になられた貴賓室とかいうのも２階にあります。そういった中で、今の建物をというのではなくて、

町長の夢が語られましたけど、新たな駅舎として、その中に交流スペースを設けたい。それをどうい

うふうに利活用するかについては、先ほど述べたとおりでございます。観光協会、どこが入る、どこ

が管理するのかというのは少し課題にはなりますけど、そういう中ではやはり議員言われるように、

Ｗｉ─Ｆｉとかの整備したサテライトオフィスというのも一つのやり方だと思いますし、高校が駅か

ら６分という位置にありますので、そういう高校生の居場所づくりというのも考えられると思います。

議員皆様からも、今後様々なこういうスペースにしたらどうかという意見いただきたいと思いますの

で、また参考にさせていただきたいと思います。 

○議長（南  一成議員）  西本議員。 

○議員（２番 西本 篤史議員）  この近くは、防府の富海駅、今の交流スペースというか何と言い

ますか、新しく駅舎ができておりますけども、見るとすごい小さいんですよね、本当もっともっと大

きくすればいいと思うんですが、田布施もどうせ造るんであれば、ちょっとお金出して立派なものを

造ってほしいと思います。大体費用の話になりますけども、もしすればどの範囲がＪＲでどの範囲が

田布施町で、また国からの補助、県の補助、持ち出しとか、その辺はどうなんでしょうかね。 

○議長（南  一成議員）  森総務課長。 

○総務課長（森   清君）  そうですね、まず防府の富海も見させていただいています。あの防府

市が市独自で単独で造られた駅というふうにはお伺いしております。 

 田布施駅が１階が２４４平米ございます。どのくらいの大きさを考えているかという、またそこま

では至っていないとこなんですが、今、事務担当レベルをちょっと継続的にＪＲ側とさせていただい

ているところで、ＪＲ側からもこれまでの経緯とか御提案もいただいています。町も先ほど町長も夢

話しましたけど、方向性とか考え方というのを要望をＪＲ側に伝えているという状況で、時期、いろ
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んなことを含め、現在ボールは私はＪＲ側が持っているというふうに思っています。 

 財源についてのお話なんですが、財源も幾つかあります。中でもやはり今思っているのは、新地方

交付金、第２世代交付金、これの活用を今考えております。その場合、駅舎だけとかトイレだけだと、

この交付金の対象になりません。この地方創生交付金は、あくまでも地方創生に資するものでないと

いけないということになっています。ということで、今後、その財源も含めてどうするのか、またＪ

Ｒ側がどういうふうな内容を今度提示してくるのか、これによって事業費とかスケジュール感大きく

変わってくると思っています。 

 以上です。 

○議長（南  一成議員）  西本議員。 

○議員（２番 西本 篤史議員）  なかなか難しいと思うんですよね。こういった今度、大体計画が

煮詰まったら、こういった費用問題、計画もできると思うんですけども、それまでにワークショップ

とか、その辺を含めてちょっとあくまで夢という段階で、いろいろみんなで協議して、いざ決まった

らすぐできるというふうに体制を整えておったらいいかと思いますが、今年度、その辺の計画どうで

しょうね。 

○議長（南  一成議員）  森総務課長。 

○総務課長（森   清君）  いろいろのそういう説明会なり、今のとこ、いつとかっていうのも計

画がやっぱり、先ほど言いましたようにＪＲ側が今ボール持っているというふうに私は思っています

ので、それもまだ事務担当レベル、町長というよりかは事務担当レベルの協議でございますので、あ

る程度やっぱりＪＲの方向性が見えたところで、そういうワークショップなり考えさせていただきた

いというふうに思っています。 

○議長（南  一成議員）  西本議員。 

○議員（２番 西本 篤史議員）  分かりました。ぜひよろしくお願いしたいと思います。 

 続きまして、第２問に行きたいと思います。中学校の部活動の地域移行についてです。 

 中学校の部活動の地域移行は、令和５年度から令和７年度を改革期間としています。生徒数が減る

中、田布施中学校では多くの部活、地域クラブが存在しております。中には部活動を楽しみにしてい

る生徒や教員の皆様がいることも事実でしょう。今後、町の段階的な地域移行はどのようにされるの

か。初年度は、交付金か補助金が出て賄えますが、今後、地域講師の方の報酬はどうされるのでしょ

うか。また、遠征や試合の交通費負担はどうなるのでしょうか。保護者の負担が増えるのではないで

しょうか。 

 参考までに、周南市は周南市地域クラブに移行します。改革後は、文化芸術活動、スポーツ活動、
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地域伝統芸能活動、学習、ボランティア活動など、生涯学習活動にも取り組む予定です。しかしなが

ら、放課後何もしない帰宅部が増える不良行為が増えるのではないかと懸念されております。人口の

多い都市部では地域移行が有効でありますが、地方では得策とは思えません。 

 以上、お尋ねいたします。 

○議長（南  一成議員）  鳥枝教育長。 

○教育長（鳥枝 浩二君）  中学校の部活動の地域移行に関する幾つかの御質問にお答えをいたしま

す。 

 本町におきましては、学校部活動の地域移行は、国や県の方針を踏まえまして、部活動の地域移行

に関する推進協議会、これを設置いたしまして、令和６年２月には、新たな地域クラブ活動の在り方

等に関する方針、これを策定して取り組んできたところでございます。 

 現在、この方針に沿って、令和７年度末、本年度末ですが、これまでにまず休日の学校部活動を地

域や外部指導者と連携して取組を進め、その後、平日も地域クラブとして活動できるよう、段階的に

地域移行をしていくことを目指してきたところであります。 

 これまでに幾つかの学校部活動は、教員に代わる指導者として部活動指導員、これを配置したり、

外部指導者と連携して地域移行を進めてまいりましたが、まだ多くの学校部活動につきましては、地

域クラブとして移行するまでには至っておりません。 

 議員御指摘のように、今後、地域クラブとして活動することになれば、運営する経費の負担をはじ

め、運営スタッフや指導者等の確保が引き続き大きな課題になると考えております。 

 また、地域クラブに移行していく過程においては、部活動にも地域クラブにも参加しない生徒が増

えてきているという実態もありまして、今後の対応が懸念される面もあります。 

 今後につきましては、本年度末までの進捗状況や取組を総括して、一度課題を整理するとともに、

何より本町の実情や実態を踏まえて、子どもたちが将来にわたり、スポーツ・文化芸術活動に取り組

むことのできる機会を地域で確保できるよう、取組を広げていく必要があると、そういうふうに考え

ているところであります。 

 以上です。 

○議長（南  一成議員）  西本議員。 

○議員（２番 西本 篤史議員）  ありがとうございます。私も中学校のときは部活動、私、ちょっ

と弓道部におりましたけど、いろいろな出会い、また先生方にいろいろお世話になりまして、人生に

おいていろんな学びをいただきました。今回の地域移行ということで、当然教職員の先生方にも負担

があると思います。また地域の方にも、今はスポ少とかいろいろ指導される方、この方がいろいろ地
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域移行で世話をされるかもしれませんけども、土日であれば地域の方もいろいろお世話をしてくれる

んですけども、平日になると結構大変と思うんですよね。 

 今、長門市のＮクラといって地域移行をしておるんですけども、火、木、土に行っておるんですよ

ね。５つの中学校があって、１つの中心的な中学校にバスで送迎する、そういった格好なんですけど

も、当然、月、水、金、これは何もないんですよね。その間、生徒さんは帰宅するのか、何するのか

分かりませんけども、こういった空きがあるとモチベーションが下がると思うんですよね。また、長

門Ｎクラの場合は参加費が１,０００円、また地域の方の報酬が１日１,６００円かな、そういう状況

でされておるらしいんですよね。田布施町もそういった地域移行をしたときに、初年度というか、当

面は国とか県とか補助が出るんですかね、その後どうなるのかちょっと分かりますかね。 

○議長（南  一成議員）  福田社会教育課長。 

○社会教育課長（福田 幸治君）  県の補助が部活動指導員の配置として一応５年間は続くというふ

うに聞いております。町の持ち出しが３分の１で、県の補助が３分の２というふうに聞いております。 

○議長（南  一成議員）  西本議員。 

○議員（２番 西本 篤史議員）  ５年間は出るということですね。５年後はどうされますか。 

○議長（南  一成議員）  福田社会教育課長。 

○社会教育課長（福田 幸治君）  今、この部活動の地域移行に関しまして、改革期間というのが、

国が令和８年から１３年を改革実行期間ということで、令和７年５月に新たに示しました。それに伴

いまして、休日と平日の部活動の完全地域移行を目指すというところになろうかと思います。そうな

るとやはり言われますように、保護者の負担であったり、そういうものが個人受益者負担ですね、完

全な負担になってきますので、今後はそちらのほうに転換していくと思っております。 

○議長（南  一成議員）  西本議員。 

○議員（２番 西本 篤史議員）  指導者の方もなかなか長門も不足されておるそうで、いわゆる教

職員、地域の指導者、市役所の職員もこの指導に当たっておるらしいんですよね。兼職兼業と言われ

る、いわゆる時間内にやるのか時間外にやるのかで変わってくるんですけども、その辺の兼職兼業、

これは田布施町でも可能なんですか。 

○議長（南  一成議員）  鳥枝教育長。 

○教育長（鳥枝 浩二君）  兼職兼業につきまして、教員、県費負担の教職員の関係でお答えをすれ

ば、これは制度を改正をして、届出によって教育委員会が認めれば、それができるという規定になっ

ておりまして、文科省のほうもそれを推奨はしております。ただ、日々の業務に影響のない範囲とい

うことになりますし、やっぱり地元の方でないとなかなかそれに参加できない、平日は参加できない
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ということになりますので、自由にというわけにはいかないと思いますが、校長が認め、その範囲内

で教育委員会が制度としてやれば、実施できるような仕組みにはなっております。ただ、県内まだそ

れを導入をしているということはまだ聞いておりませんが、今後そういう方向に、兼職兼業の方向で

なるだろうと思います。制限を設けながら、これは教員の場合でございます。 

○議長（南  一成議員）  西本議員。 

○議員（２番 西本 篤史議員）  なかなか難しいと思います。田布施町、これからどんどん中学生、

人口が減ってきます。このままでいけば今の部活の数、地域クラブの数もだんだん減少していくと思

います。このとき隣の平生町さん、柳井市さん、その辺との広域連携、その辺の取組をするべきと思

いますけども、その辺いかがでしょうね。 

○議長（南  一成議員）  福田社会教育課長。 

○社会教育課長（福田 幸治君）  広域連携につきましては、担当者レベルで今も協議をしておりま

すので、引き続きそれは続けていきたいというふうに思っています。 

○議長（南  一成議員）  西本議員。 

○議員（２番 西本 篤史議員）  この間ちょっと見よったら、熊本市は地域移行、中間報告ですけ

ども、なかなか足並みがそろわんということで、地域移行をしないという、そういった方向性を示し

ております。田布施も無理してやらなくても、今のできる範囲でやったらいいと思いますが、どうで

しょうね。 

○議長（南  一成議員）  福田社会教育課長。 

○社会教育課長（福田 幸治君）  先ほど教育長も答弁しましたように、今、令和６年２月に休日の

地域連携を目指して、令和７年末までに地域連携を目指しております。今後は、国が示しましたよう

な改革の実行期間を踏まえまして、休日、平日、そこの地域展開といいますか、地域移行を目指して

いきたいと思いますので、その中での御意見をいただきながら進めていければというふうに思ってお

ります。 

○議長（南  一成議員）  西本議員。 

○議員（２番 西本 篤史議員）  今の一番の問題は、地域移行にした場合の報酬ですよね、いつも

どこも最後に引っかかるのが今の報酬問題。地域の方も平日当然出られませんからね、中学校の教職

員の先生方が普通の平日、これまでどおり携わっていければ一番いいんですけども、それプラス今の

土日に休日に地域の指導者にしてもらうと、それが理想かなと思うんですが、どうでしょうね。 

○議長（南  一成議員）  福田社会教育課長。 

○社会教育課長（福田 幸治君）  地域移行の難しいとこは、やはり受皿、指導者の確保というとこ
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ろがあると思うんで、今年度、令和７年度につきましては６名の部活動指導員を配置しておりますの

で、あとは外部指導者、これも含めて複数体制で整えていけるような、そういう体制を整えていきた

いと思っております。 

○議長（南  一成議員）  西本議員。 

○議員（２番 西本 篤史議員）  中学校の先生方も今、今年の春、入学式行きましたら、各それぞ

れの部活の担当の先生方が決められて、すごいやる気満々な感じなんですよね。こういった先生方も

部活やりたいという方が結構いらっしゃると思うんですよね。それが働き方改革で放課後やっちゃい

けません、土日やっちゃいけませんというふうに制限されると、教職員の方もガクッとくると思うん

ですよね。その辺ボランティア的に教職員の方もこういった部活参加できてもいいような気がします

が、どうでしょうね。 

○議長（南  一成議員）  鳥枝教育長。 

○教育長（鳥枝 浩二君）  今、議員さんのほうから御指摘のありました教職員につきましては、部

活動はすごく指導したいという教員もおれば、自分の得てしている競技とか活動ではないから、非常

に負担であるというふうに感じておられる面々があります。しかも人事異動によりまして、必ずしも

移動した先の学校で同じ部活動がやれるかというと、必ずしもそういうふうにはなっていない仕組み

に今まではありました。そういったこともあって、働き方改革の一環も踏まえて、それ以上に少子化

に踏まえて運営が難しいということで取組が始まったというふうに理解をしております。 

 ただ、今おっしゃったように今後は兼職兼業を認められていますので、ぜひ地元でそういった活動、

地域活動に尽力したいという教員であれば兼職兼業、そのほか民間企業に働いておられる方もおられ

ますし、田布施町にはありませんが、大学等があるような地域では、そういった方々が参画をして、

本当に地域の活動として今後なっていくんじゃないかなとは思われます。 

 ただ、現時点では田布施町の状況を見ると、すぐさま学校にある、今、１３部活動がありましたが、

これを募集をだんだん地域移行ができたところから、学校では募集をしない、部活動はもう活動の募

集はしないと。活動したいのであれば、地域クラブのほうへ申し込んで活動するというふうに転換せ

ざるを得ないだろうと思います。ただ、やりたいこと、してみたいことというのが、学校の部活動１

３に限らずに、様々現在あると思います。いろんな活動とかあるいは習い事も含めて、そちらのほう

へ希望される方は、なかなか学校の今まで部活動がネックとなって自由に校外での活動に参加できな

かったという、そういう面もありますので、総合的に判断して、これから受皿のない部活動がやっぱ

りある以上、どなたかが学校で担当してもらって継続をしていきながら、新たな活動をしてもらえる

ような方がおられれば、そちらのほうの活動を広げていくというような方向でいかないと、なかなか
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本町の場合は他市のようにどこか拠点を持って、そこへ集まってやるという単純なやり方ではちょっ

と難しいんじゃないかなと思っています。 

 それから、先ほどの御指摘のように他の地域、この周辺の自治体と連合して協議を進めてきたのは、

もう令和６年度から始めてきているんですが、なかなか自治体を超えると、共同で同じようなことを

やろうというのが、いろんな面で難しいというところに突き当たっておりまして、本来なら地域を限

ってここの地域はこういう活動を拠点にして、そこにみんなその地域は集まればいいというような話

になるのかも分かりませんが、またそこまでどうやって行くかとか、誰が送迎をするかとか、お金は

どうするかとか、そういったかなり広域になればなるほどまた新たな課題が出てきておりますので、

その辺りもこれから見極めながら、本年度末までに今までの方針ではやってきましたが、８年度以降

につきましては、その辺どうするかというのを推進協議会等で協議しながら見定めていこうというふ

うに考えております。 

○議長（南  一成議員）  西本議員。 

○議員（２番 西本 篤史議員）  なかなか難しい問題です。周南市は、放課後、休日の過ごし方と

して、先ほど言いましたけれども、文化芸術活動、またスポーツ、これ今ほとんど部活移行というの

はスポーツ関係、これが主だと思うんですけれども、地域伝統芸能活動、また学習、いろんな塾です

かね、またボランティア活動、これも含めて、Ａさん、Ｂさん、いろんな方に、私はこれがやりたい、

私はこれがやりたいというふうに自分でメニューを決めて放課後できると。一つに限らず、月曜日は

サッカーする、火曜日は書道に行くとか、そういった曜日を決めてスケジュール、個人が生徒さんが

決めると、そういうふうになっているみたいなんですよね。 

 田布施も毎日やるのか、曜日決めてやるのか、いろんなメニューそろえて、文化、スポーツ、いろ

いろできる体制、それがいいと思いますが、その辺は可能でしょうかね。 

○議長（南  一成議員）  福田社会教育課長。 

○社会教育課長（福田 幸治君）  御指摘のように田布施町でも総合型クラブ、小さい年齢から大人

まで、そういうクラブとか、言われるような公民館講座のそういう受皿を活用しながら、子供たちの

選択肢が広がるような取組を推進していきたいと思っています。言われるように生涯学習とか地域伝

統芸能活動とか、文化芸術活動も含めた取り組みを、子どもたちの選択肢が広がるような取組をして

いきたいと思っております。 

○議長（南  一成議員）  西本議員。 

○議員（２番 西本 篤史議員）  いろいろ課題があると思いますけども、これからいろいろ検討さ

れて、よりよい部活動をしていっていただきたいと思います。 
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 以上で質問を終わります。 

○議長（南  一成議員）  以上で、西本篤史議員の一般質問を終わります。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（南  一成議員）  次に、内山昌晃議員。 

○議員（１１番 内山 昌晃議員）  それでは、通告に従いまして一般質問させていただきます。 

 今回は２問で、一問一答方式、１問目は町長、２問目は町長、教育長でよろしくお願いいたします。 

 １問目です。未来戦略の実施に向けた機構改革を。 

 今年度、たぶせ未来戦略を策定し、今後、田布施町の進むべき中長期の計画が示される。現在ある

町の組織を見てみると、例えば「子ども・子育て支援」であれば、健康保険課と町民福祉課の担当部

署が課を横断しての事業実施となっている。横の連携が必要となり、また窓口が複数にまたがるなど、

町民目線から見ても効率的かつ実効性があるとは言い難い。 

 そこで、未来戦略に基づいた取組が令和８年度から始まることを契機として、町役場の機構改革を

行ってはいかがか。課の新設、統廃合、人材の登用について、以下のとおりお尋ねします。 

 １、子ども・子育て支援を確実に実行するため、健康保険課と町民福祉課の担当部署を統合しては

いかがでしょうか。 

 ２、人口減少対策のため、企画財政課と経済課の担当部署を統合してはいかがでしょうか。 

 ３、防災減災対策のための部署を充実拡大させてはいかがでしょうか。 

 ４、持続可能な地域づくりを行うため、各公民館に職員を配置してはいかがでしょうか。 

 ５、適材適所に職員を配置されていますか。 

 以上、お尋ねいたします。 

○議長（南  一成議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  それでは、お答えをいたします。 

 １点目から３点目までは、組織再編等についての同様のお尋ねでございますので、併せてお答えを

させていただきます。 

 これまで６次にわたって策定してまいりました「田布施町総合計画」と、２期まで策定してきまし

た「田布施町まち・ひと・しごと総合戦略」を統合した「たぶせ未来戦略」が令和８年度からスター

トいたします。 

 社会・経済情勢の変化や地域が抱える課題は、刻々と急激に変化をいたしております。そうした中、

たぶせ未来戦略を具現化するため、また複雑化する地域課題や多様な行政サービスに迅速に対応する

ためには、議員お尋ねのように従来の課の横断的な行動ではなく、組織の仕組みを柔軟に変えること
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も大切だと考えております。 

 行政組織の見直しや機構再編等の内容については、現在検討はいたしておりますが、また職員労働

組合とも協議をしている段階でございますので、今回は具体的な回答は控えさせていただきたいと思

います。 

 しかしながら、議員からのお尋ねでございますので、私の考えを少し申し上げますと、第１弾とし

て、令和５年度に課長級で取りまとめてもらいました組織再編案の概要を基に、令和８年４月に検討

するようにという指示をいたしております。その後、複数年にわたるかもしれませんが、新たな行政

課題や住民ニーズに即した施策を機動的に展開できるよう、組織体制の見直しを行うことといたして

おります。 

 さらに、既存の組織につきましても、従来の在り方にとらわれることなく、事務及び事業の運営が

効率的なものになるように十分配慮してまいります。 

 続いて、４点目の各公民館に一般職員を配置してはについてでございますが、地域単位で持続可能

な地域づくりを行うためには、役職定年職員や再任用職員など、これまでの経験を生かし、地域のパ

イプ役として公民館に一般職を置くことは、将来的には当然考えていかなければならない課題と考え

ております。しかし、地域の皆様の意向や職員の役割、意向、そして定員管理についても、今後検討

していくことが必要になろうかと考えております。 

 最後に、適材適所に職員を配置されているかについてでございますが、大変難しい課題でございま

すが、町として適正な人員を確保し、質の高い公共サービスを継続して提供できるよう、事務量や退

職・育児休業等の状況も踏まえ、毎年定員適正化・定員管理計画を見直し、策定いたしております。 

 しかし、最近、国の新規事業や法定受託事務等も大変多くなってきており、限られた人数の中で国

の施策等に遅れをとることがないよう、また先に御質問もありました駅の新たな整備という新たな課

題も出てきますので、そうした課題や事業を進めていくためにも、各所属長との連携を密にして、人

員配置に努めてまいります。 

 今後も様々な状況を判断しながら、適切な人員配置を行ってまいります。 

 以上でございます。 

○議長（南  一成議員）  内山議員。 

○議員（１１番 内山 昌晃議員）  ありがとうございました。答弁の中に、複数年にわたるかもし

れないが、新たな行政課題・住民ニーズに即した施策を機動的に展開できるよう、組織や体制の見直

しを検討してまいるということで、検討していただけるということでございます。 

 やはり今回このような質問をしたのは、やっぱりこういうことというのはタイミングとかそういう



 

 
 

- 34 - 

のが大事であろうということで、未来戦略、長中期のこれから計画を立てて、田布施町の進む道とい

うのを示して、それを実行していくわけですけど、恐らく未来戦略にかけられるであろうという重点

施策、先ほどから何回も出ていますけど、人口減少対策であったり、子ども・子育て支援であったり、

それから防災、そして地域の問題というのが、やはりこれがかなり上位に占めてくる施策ではないの

かなという気がしております。なので、今回の質問は、今言いました４つの課題について、どうして

いくのがいいのかなという提言といいますか、それを察していただいたらということがまず１点目で

す。 

 そして、組織の再編、統廃合などをすれば、必ず一長一短があるといいますか、こちらがよければ

あちらが不便になったりとか、必ずそういうことも起きてきます。そういうものを考慮して最善のも

のを選んでいくと、そして何よりも町民の立場に立って、来庁されるとき、それから電話等で問合せ

があるとき等、町民に不便をかけないよう、町民の目線に立って、こういうことも考えていただきた

いというのが２点目。 

 そして、答弁の中にありましたけど、職員組合と協議をしているというところは、やはりこういう

機構改革をすると、職員に過度な負担がかかったりとか、残業が増えてしまったとか、そういうこと

はあってはなりませんし、それから機構改革する際に庁舎を改修したりとか、いろいろそういうパソ

コンの引き換えたりとか、そういうふうな財政負担が過度にかかってはいけないと、お金をかけてま

でする必要はないというところが３点目ですね。 

 こういうことを踏まえて、これからちょっと一つずつ質問したいというふうに思っています。 

 まず１点目が、子ども・子育て支援というところです。今年度からこども家庭センターが設立をさ

れました。その業務は、健康保険課といいますか、保健センターのほうで行われているということで

す。例えば、子ども・子育てに関することということで、町のホームページを見ると、ホームページ

を開くと、一番見てほしいものが、バナーと言うんですか、いろいろあって、まずその一番初めに子

育て支援という項目が出てきます。それぞれ開くと、まず助成制度・手当というようなことで載って

います。今から何個か読み上げますけど、不妊治療費助成ということで、これをクリックすると、こ

れは保健センターのほうが担当になっています。それから、養育医療も保健センターが担当、児童手

当は町民福祉課、妊婦支援給付は保健センター、母子父子寡婦福祉資金貸付金は町民福祉課などなど

ずらっと並んでいる項目の中が、保健センターと町民福祉課が多数点在をしているというふうな、こ

れがまさしく課を横断をしているということで、これでお客さんが来庁されたときに、これを自分で

どちらかを選んでいかなきゃいけないとか、いろんな相談があっても行ったり来たりをしないといけ

ないとか、なかなかこういうふうな苦労があるのかなと、これを見ただけでもそういう気はいたしま
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す。 

 これらのことから、ぜひここは再編をするべき一つなのかなという気はいたしますが、いかがでし

ょうか。 

○議長（南  一成議員）  森総務課長。 

○総務課長（森   清君）  議員言われますように組織再編、また機構改革というのは、本当にタ

イミングというのが大事だというふうに私も思っております。子育てに関する窓口、今の業務等の一

本化というお話だと思いますが、組織としての課題、住民サービスという観点からも、組織の再編、

機構改革、いずれ必要なことだと思っています。 

 今後、課題を整理していきながら、関係課とまた協議・検討していきたいというふうに思っていま

す。 

○議長（南  一成議員）  内山議員。 

○議員（１１番 内山 昌晃議員）  答弁で、何年か複数年かけて検討するということですので、深

くは追及いたしませんが。 

 そして、あともう一つ提言といいますか、あれなんですけど、男女共同参画ではありませんけど、

本町には女性の管理職、課長がまだいないということでございます。ぜひ子ども・子育て支援の課が

もし正式にできることになれば、やはりそこの長は女性がふさわしいのではないかなという気がいた

します。男性だから駄目ということではありませんけど、やはり女性の目線からやはり子ども・子育

て支援というところは、しっかりとやっていただければいいのかなという気がしておりますので、こ

れは提言ということで、よろしくお願いします。 

 続いて、人口減少対策というところでいきますと、人口減少対策、その内容は多種多様多岐にわた

り、企画財政・経済課のみならず、いろんな課のところに複数またがっているというのが現状ではご

ざいますけど、ここはあえて企画財政課と経済課に絞り込んで質問させていただきたいというふうに

思います。 

 移住・定住促進であったり、空き家の利活用、企業やサテライトオフィス等の誘致、それから地域

雇用や地域産業の創出、それからＤＸによる行政サイドの効率化など、そういう事業がこの２課には

共通していることという認識をしております。 

 企画財政課、企画係のほうで未来戦略、例えば未来戦略というような計画を立案すると、そして補

助金を取ってきて、それから実行するのは、そのまま企画が実行することもあれば、経済課のほうで

実行するというようなことになってこようかというふうに思います。やはり計画を立案し補助金を取

ってきて、そこが実行するというような極めてストレートというか、そういうやはりすぐできるとい
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うような組織が必要ではないかと思いますが、その辺についてはいかがでしょうか。 

○議長（南  一成議員）  森総務課長。 

○総務課長（森   清君）  まず最初に、議員が言われましたけど、人口減少対策というのは、た

ぶせ未来戦略においても言われるように基本的な柱になると思っています。課の統合については、現

在、具体的に申し上げる段階にございませんけど、これまで企画財政課の企画係、経済課の地域振興

係、統合して主体的に主導的にたぶせ未来戦略、地方創生を推し進めていくというのが望ましいとは

考えております。 

 今後、機構改革というのがまとまれば、そういうタイミングで議員皆様にもお知らせしたいという

ふうに考えております。 

○議長（南  一成議員）  内山議員。 

○議員（１１番 内山 昌晃議員）  やはり何を言っても検討しているということで、これも私も夢

というか、そういうことで聞いていただきたいと思います。 

 先ほどホームページということで申したんですけど、子育て支援サイトというのはかなり充実して

おって、もういろんな情報が入っています。項目も相当数あって、非常によくできているなという感

想です。片や子ども・子育て支援サイトの隣に定住促進サイトというのがあるんですが、同じ重きを

置いている位置に置かれておって、これも町が推進する施策なんだなというところなんですけど、開

いてみると、極めて情報量が少なくて、本当に推進しているのかというような気持ちを持っておりま

す。ここでそういうことはとやかく言いませんけど、これ実際はやはりこれは計画を作った側と、そ

れを実行していく側の思いに乖離があるのかなというふうな気もしておりますので、やはりそこは一

本化していただければ、そこが充実してくるのかなというのが１点。 

 そして、企画財政課には広報部門があったり、それからデジタルの推進室ですかね、そういうのも

ありまして、やはり情報発信という面でもやっぱりここは一本化していただいて、積極的に発信をし

ていただくというふうに私は思いますので、これも提言をいたしたいというふうに思います。 

 そして、もうたらればの話になって申し訳ないんですけど、例えば統合するとなると、経済課のほ

う、商工労働部門といいますか、それはどうなるのかなというのが一つありますし、これからの目玉

の一つ、農業政策部門、先日も農業法人３社と提携されて、本格的に農業に参入をされるということ

もあります。農業政策部門、これからかなり重要な部署になってくるんだろうと思います。農業政策

部門、充実拡大はされるのかということをお尋ねします。いかがでしょうか。 

○議長（南  一成議員）  森総務課長。 

○総務課長（森   清君）  ありがとうございます。地域振興係の商工労働部門と農業政策部門と
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いうところの今お話であったと思います。これらについても、今、関係課部署の再編、また事務分掌

の見直し等も含めて協議しておりますので、ちょっと今具体的に申し上げる段階にはございません。

申し訳ございません。 

○議長（南  一成議員）  内山議員。 

○議員（１１番 内山 昌晃議員）  なかなか噛み合わないようですね。農業部門は本当圃場整備、

ようやくめどがついて、これからどうしていくかというので、田布施町にとって非常に大切なところ

だと思いますので、私に言われなくても多分されるとは思いますけど、よろしくお願いしたいという

ふうに思います。 

 そして、またたらればであれなんですけど、企画財政課と経済課がもし統合されるのであれば、や

はり一つ気になるのが財政係がどうなるのかと、どこに行くのかという問題があります。以前は、総

務課と財政が一緒になって総務企画課というようなことでかなり大規模な課といいますかですね、課

長に至ってはもう部長級の仕事がされるということで、なかなかここも難しい問題だなということも

ありますが、これ聞いてもよろしいですかね。 

○議長（南  一成議員）  川添副町長。 

○副町長（川添 俊樹君）  先ほどからずっと課の統廃合含めて機構改革の話が出ていますけども、

いろいろ昔から機構改革をやりながら現在の形になっています。新しい事業が入ってきたり、これか

ら予想される事業があったりするんで、それを踏まえていろいろ考えて、内部ではいろいろ考えてい

ますけれども、まだ具体的なものはできていません。ただ、課がどうであっても１階フロアと２階フ

ロア、３階フロアの話なんですよ。ですから、２階が一つの課であったと仮定すれば、コミュニケー

ションをとって連携すれば、そんなに周防大島庁舎みたいに分散されたところでやる業務と違うんで、

言われるように効率的な課の編成というのは、係も含めて大事です。だから、農業部門はもう多分、

人的にも増えていくような形にはなると思いますけれども、その形態をどこまで重視するかというよ

りも、今現在は、そのコミュニケーションのほうが非常に大事で、今の田布施の役場の庁舎の中で言

えば、１階は一つの課と同じなんですよね。ただ、保健センターが離れていますから、その辺のコミ

ュニケーションがちょっととりにくいかなというのはあるんですけれども、その辺をカバーできれば、

課長がちゃんとしたマネジメントをとってまたがるような仕事は、双方が検討して解決していくとい

うのが、今の手法ですけれども、あまりそれで支障は出ていません。ただ、それで支障が出る部分が

あるときに、言われるように課を再編して効率的な運営をしていくというのは当然です。 

 だから、内山議員が言われるように、指摘事項は本当に当たっていますから、その辺を踏まえて現

状と、よその市町を参考にしても、よその市町も田布施みたいにコンパクトに、１階フロアが一つの
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課とみなされるようなところというのは、あまり市町では、市ではないんで、まあ町役場レベルでは

あるんですけれども、だから結局連携が大事なのか、その中で連携できない部分をどういった形で効

率的に運営をしていくかというのは、今後検討させていただきますので、参考にさせていただきなが

ら、本当に先ほどから言いますようにタイミングがありますので、ずっと考えておりますので、どう

したらいいかというのはずっと考えておりますので、少しお時間をいただけたらと思います。 

○議長（南  一成議員）  内山議員。 

○議員（１１番 内山 昌晃議員）  ありがとうございました。すみません、最後にもう１点だけで

すね。答弁の中にありました公民館に一般職員をということで、役職定年職員や再任用職員など、こ

れまでの経験を生かし、地域のパイプ役として公民館に一般職員を置くことが将来的に可能と考えて

おりますということでございます。まさしくそのとおりだと思いますので、これについては引き続き

検討いただきたいというふうに思います。 

 地域は、やはり班や自治会活動が存続できるのかというような問題があったり、草刈りの問題もあ

りますし、それから地域行事ができなくなったりとか、交通弱者であったり空き家の問題と、様々な

問題が山積しておりますので、ぜひ将来的には公民館長に加え職員のほう配置をしていただいて、共

に自助・共助・公助ができる仕組み作りを行っていただけたらというふうに思っております。 

 そして、もう一点です。防災です。現在、総務課が防災担当になっていると思いますけど、専任の

職員が１名と兼務が２人ですかね、１名か２名ぐらいの体制でされていると思います。今日も竜巻注

意報が発令されたりとか、頻繁に警報出たりとか起こったりしてなかなか大変な部署ですし、当然、

未来戦略の中にも、これは重要事項として掲げられる事項であると思います。その防災体制をやはり

ここも職員の人数限られているとは思いますけど、拡大・充実をしていただければというふうな提言

でございます。 

 副町長が言われたとおりでありますので、いろいろお願いをしまして、私の１問目は終わらせてい

ただきます。 

 それでは、２問目に参ります。補助金を活用した子ども・子育て支援、防災等への取組を。 

 令和５年９月定例会において同様な質問をしましたが、Ｂ＆Ｇ財団との連携強化、補助金の有効活

用について再度質問いたします。 

 子ども・子育て支援、防災減災事業は、主には地方創生交付金を、防災減災事業は緊急防災・減災

事業債を活用しています。この２事業は、まちづくりを進める上で欠かすことのできない事業です。

また、緊防債は、その活用が今年度までと言われ、地方創生交付金も今後を見通せない状況です。 

 Ｂ＆Ｇ財団には、子ども・子育て支援、防災、施設の修繕など、ハード・ソフト様々な補助金があ
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り、その補助を受けるためには、センターのランクを特Ａに保つこと、さらに高い補助率を得るため

には、特Ａ以上のランクづけが必要となります。 

 そこで、１、特Ａ以上を目指し、センターインストラクター養成研修の受講、さらには財団本部へ

職員を出向させてはいかがでしょうか。 

 ２、防災減災事業として体育館に空調設備の設置をしてはいかがでしょうか。 

 ３、子供が安心・安全に過ごすことができる子ども第三の居場所事業を検討してはいかがでしょう

か。 

 ４、小学校プールの事業がセンタープール１か所に集約され、社会教育、学校教育の両面での使用

頻度が増す一方、施設は築４０年以上が経過し、今後、大規模な修繕が必要と思われますが、いかが

でしょうか。 

 以上、よろしくお願いします。 

○議長（南  一成議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  それでは、私から１点目のＢ＆Ｇ財団本部への職員の出向について、まず

お答えをさせていただきます。 

 お尋ねのＢ＆Ｇ財団本部への本町の職員の出向につきましては、平成１５年よりＢ＆Ｇ財団が通年

募集を行い、これまで全国各地から６５名の方が派遣をされております。目的といたしましては、自

治体とＢ＆Ｇ財団のパートナーシップをより強固なものにし、幅広い視野を持った人材の育成を図り

ながら、海洋センターのさらなる活性化を図ることとされており、各種事業への参画や免許取得、安

全教室等の現場指導を実践するものと聞いております。 

 現在、限られた職員数で年々増える行政需要に対応しておりますので、大変厳しい状況ではござい

ますが、内山議員おっしゃいますように特Ａということになりますと、インストラクターの派遣とか、

本部への派遣というものはもう必須条件のようになってきておりますので、これからも派遣された団

体もございますので、そうした情報もいただきながら、タイミングもあろうかと思いますので、検討

はさせていただきます。 

○議長（南  一成議員）  鳥枝教育長。 

○教育長（鳥枝 浩二君）  私からは、Ｂ＆Ｇ財団との連携強化に関する御質問の幾つかにお答えい

たします。 

 １点目のセンターインストラクター養成研修の受講につきましては、直近では令和５年に沖縄で開

催された養成研修に職員１名を派遣し、インストラクター資格を取得したところであります。現在７

年連続で、Ｂ＆Ｇ団から最上位に当たる特Ａ評価をいただいているところでありまして、今後も特Ａ
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評価を連続して取得できるよう、養成講座への新たな派遣も含めて検討してまいりたいと考えており

ます。 

 ２点目の防災減災事業として体育館に空調設備を設置することにつきまして、お答えをいたします。 

 現在、スポーツセンターは指定避難所となっておりまして、今後、避難所における空調等は不可欠

になると思われますので、空調設備の設置に際しましては、Ｂ＆Ｇ財団の事業の活用や、その助成金

額や助成率、これを勘案しながら、申請の時期等を検討していく必要があると考えております。 

 ３点目の子ども第三の居場所事業の活用についての御質問でございます。 

 この事業は、様々な課題を抱える子どもたちを対象に、放課後や長期休業期間等において、大人や

友達と安心して過ごせる施設や場所を提供し、子どもたちを支援することを目的に運営されているも

ので、現在、全国に８０か所以上設けられております。しかしながら、この事業は令和６年３月で募

集が終了しておりますので、今後、この事業等の募集があった際には検討してみたいと考えておりま

す。 

 ４点目は、センターのプールの使用頻度や耐用年数から、施設の大規模な修繕が必要ではないかと

の御質問でございます。 

 センターのプールは、昭和５７年に運用を開始いたしましたが、平成２５年に上屋やろ過機等の大

規模改修工事を実施し、現在に至っております。 

 議員御指摘のとおり、今後、プール施設の補修・改修は避けて通れない課題でありまして、Ｂ＆Ｇ

財団の助成事業の活用等を含めて調査研究してまいりたいと考えております。 

 以上であります。 

○議長（南  一成議員）  内山議員。 

○議員（１１番 内山 昌晃議員）  ありがとうございました。本町は、近隣の自治体と比べますと、

基地関連の交付金がないとか、過疎債が使えないとかよく言われて、有利な財源がないというような

ことで、本当に悲しいというか、そういうふうに思っております。 

 しかしながら、本町にはＢ＆Ｇの施設があります。その施設がある自治体にしか使用できない補助

金ということで、こういう補助金があれば使わないと損でありますし、こうやっていろいろ提言して

いく上でも、財源の裏づけがないとなかなか検討もしていただけないということで、少しでも有利な

財源をどうやって使っていただけるかということで、何点か質問させていただきたいというふうに思

います。 

 先ほどから特Ａ、特Ａと言われていますけど、まずやはり田布施町のランクを本当に保ちながら上

げていくということがすごい必要だと思います。センターインストラクターの問題がまず１点目、現
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在２人おります。 

 やはり条件というのが、センターにその人を常駐させることということがあると思います。人事異

動があれば、当然２人が入れ替わるだけというような、そういうイメージを私は持っていますので、

やはり若い職員の将来のことも考えると、それを行ったり来たりというのはどうなのかな、やはり３

人、４人いればうまい具合に循環で回せるのかなというふうなことがありますので、こういう質問を

させていただいたというのもありますが、答弁では派遣は検討しているということでございますので、

前向きに検討していただきたいというふうに思います。 

 それから、財団への出向というのもあります。今年度から２年間というふうに長い期間になりまし

たけど、出向すれば出向した職員がスキルアップもするでしょうし、そして財団との太いパイプもで

きると、それからこちらから出す要望も意外と通るんじゃないのかなというふうな気もいたしますの

で、なかなか人員不足というところがあるとは思いますが、これについてもまた検討していただいた

らというふうに思います。 

 そして、これはちょっと余談ではあるんですが、ちょっと財団の人に聞いた話なんですけど、町長、

教育長、議長など、東京のほうへ出張されるということが年に何回かはあると思います。その際には

本部のほうを訪問していただければ、歓迎をしますということでございます。訪問すれば評価も上が

るかもよということでございますので、これはちょっと余談で申し上げておきますので、よろしくお

願いします。 

 では次が、防災事業というところで体育館に空調設備をということでございます。柳井では各小学

校に空調をつけたりというようなことで、かなりの財政の負担を伴うのではないかというふうに思い

ます。Ｂ＆Ｇの修繕助成金というのがあります。現在、特Ａの状況では、助成額は３,０００万円以下

だということでございます。そして、特Ａを１０年継続、今７年ですから、あと３年継続すれば助成

金が３,０００万円になると。そして１５年継続すると、それが５,０００万円になるというようなこ

とでございますので、これは特Ａを維持をしていただいたらというふうに思います。 

 周防大島町の話になるんですが、周防大島町はもう特Ａを１５年以上継続されていますので、５,

０００万円の補助を使って体育館に空調設備を設置をしたということでございます。電気ではなくガ

ス式のプロパンガスですかね、の業務用の空調エアコンを２４台を設置をして５,０００万円であった

と、５,０００万円程度というところで聞いております。ガス式であれば、停電に関わらず、その暑さ、

寒さがしのげるということで、避難所向きのやり方だなというふうな気もいたしておりますが、あと

３年経てば３,０００万円の補助が頂けるということでございますので、ぜひこの辺は積極的に活用し

ていただきたいというのが１点。 
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 そして、防災事業というところで関連にはなりますけど、防災拠点の設置事業というのがあります。

これは、災害発生時の緊急対応、避難所運営に必要な防災倉庫の整備、油圧ショベルやダンプカーな

どの機材配備、そして重機オペレーター研修など人材育成にかかる費用の助成があるんですが、これ

は補助率１００％なので持ち出しがありませんが、以上２つのこと、いかがでしょうか。 

○議長（南  一成議員）  福田社会教育課長。 

○社会教育課長（福田 幸治君）  防災事業として体育館に空調設備の設置をということです。教育

長が答弁しましたように、指定避難所に空調設備は必要なものと認識しております。今、スポーツセ

ンターが指定避難所になっていまして、一応第１体育館と第２体育館、そういうのどちらとも空調設

備がないわけで、現時点で避難所を開設するような事態となれば、空調設備を含め多くの課題が出て

くるということも予測できます。 

 第１体育館、これはスポーツＢＧの財団で造ったものですけど、今、特Ａを１０年連続で３,０００

万円と、今、７年目、今年度順調にいけば８年目というところです。１０年目で３,０００万円、１５

年継続では、これは令和１４年なんですけど、５,０００万円の優遇措置があって、また今年度新たに

新しいメニューとして空調設備の工事に対する特別措置というのが出ております。これは、５,０００

万円プラス断熱工事の２,０００万円が追加されるということで、１０年待って、あと３年待って空調

設備をやるのか、どちらにつけるのかというとこもあるかと思うんですけど、言われるように周防大

島町の例で言えば、ガスエンジンでやる空調設備というところであれば立ち上がりも早いし、かなり

効率的であると。電気モーターでやる通常の空調であれば、キュービクルというのがまたかかってく

るということで、このガス式は大変有効であろうというふうに考えております。いずれにしても１０

年の特Ａがある令和９年度を待つのか、その辺りは検討していく必要があると思います。 

 防災拠点の整備ということで、これは令和３年度から始まった事業というふうに聞いておりまして、

今年度も１５か所整備をされて、全国で８４か所の防災拠点が整備されることになっていると。財団

としましては、全国１００か所を目指して進めているところで、今後１００か所過ぎる拡大していく

方向もあるというふうに聞いております。 

 県内には、まだ拠点の整備というところはなかったように思います。ちょっと財団のほうにも確認

しましたけど、この事業は拠点する地域の地理的条件とか、過去の災害状況とか、有事の際の人材、

機械の派遣や支援、そういうのを拠点の設置地域を定めていて、公募のほうはしてはいないんですけ

ど、そういう声があれば、十分相談には乗るというような回答をいただいております。 

 思うには、例えば２年前ぐらいにあった美祢市の豪雨災害とか、そういう地域が優先されるのでは

ないかなと思うんですけど、県内には今そういう拠点はないというふうに確認しています。１００％
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補助ということで、これも魅力的な事業ではないかなというふうに考えております。 

○議長（南  一成議員）  内山議員。 

○議員（１１番 内山 昌晃議員）  やはり魅力は１００％補助というところでございます。ダンプ

カーとかショベルカーというようなこともあります。いざ有事が起こったときは、恐らく町内の建設

業者と災害協定を結んでおられて、ダンプカーとかショベルとか、そういうのはもう迅速に配備はさ

れると、持ってきていただいて、迅速にやっていただけるということだろうと思いますけど、やはり

町にもそういうもう機動的に動ける、すぐ動けるというような機器があってもいいのかなというふう

に思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（南  一成議員）  森総務課長。 

○総務課長（森   清君）  ありがとうございます。今のＢ＆Ｇ財団の１００％の助成というのは、

私はすみません、存じ上げていなかったものです。今後、防災備品、そういう整備する中で有効な財

源として思っていますので、その活用を含めて検討してみたいと思います。 

○議長（南  一成議員）  内山議員。 

○議員（１１番 内山 昌晃議員）  はい、ぜひよろしくお願いします。 

 そして、修繕で今後必ず起こるであろうというものが、プールだと思います。昨年から各小学校の

プールの授業が全部センタープールのほうへ一括することになりまして、もう使用頻度も以前と比べ

かなり多いですし、もうそのプールの必要性というか、必ずなくてはならない施設ということになっ

たことと思います。平成２５年に大規模改修を行ったということで、それからもう既に１２年が経過

をしたということで、そろそろまた老朽化も始まってくるでしょうし、躯体のほうももう４０年以上

経過しているということで、かなり深刻な状況になっているのではないかと思いますが、その辺いか

がでしょうか。 

○議長（南  一成議員）  福田社会教育課長。 

○社会教育課長（福田 幸治君）  御指摘のように、もう昭和５７年の運用からもう４４年が経過し

ております。同時期に完成した全国の海洋センターのプールも、地域によっては老朽化や継続が困難

ということで、廃止や解体というような報告もあります。そのような中で、本町は比較的大事に維持

管理してきていると思っております。 

 これまでに今言われましたように平成２５年から６年にかけて、上屋、ろ過機の大規模改修工事を

実施しております。このときは特Ａではなかったので、そういう一般財源とか起債を当てて工事をし

ております。先ほどから出ておりますように、特Ａを意識して、順調にいけば令和９年度で１０年連

続特Ａとなります。そうなると、１０年連続特Ａの優遇措置の助成金も上乗せして活用できますので、
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どのタイミングでやるのか、その辺も含めて調査研究してみたいと思っております。 

○議長（南  一成議員）  内山議員。 

○議員（１１番 内山 昌晃議員）  ぜひ、調査研究、よろしくお願いいたします。 

 それでは最後になりますが、子ども第三の居場所ということでございます。この事業は知らなかっ

たんですが、令和６年３月で募集が終了というところでございます。なかなかこの事業、いい事業で

して、地域の子どもたちのもう１つの家となる場所を想定して拠点化を進めていると。自治体に対し

て開設費及び３年間の運営費を助成をするということで、開設費として５,０００万円、これは新築、

改築、増築等。新築というのはあり得ませんが、例えば空き家等を改修をして子どもたちの居場所と

なるところ、拠点を作るというようなこと。それから、運営費は月額１２０万円以下の運営費が補助

をされるというようなことで、いい事業だったんですけど募集を停止ということでございますが、Ｂ

＆Ｇの上部組織である日本財団というところにも、同じような子ども第三の居場所事業というのがあ

ります。補助内容はほとんど遜色ない事業でありまして、そのハード面が先ほど５,０００万円だった

のが６,５００万円というようなことでございます。運営費も３年間は補助してくれるというような事

業もありまして、唯一ちょっと気がかりというか難しいなというのが、それを運営する対象団体が、

これでいけば例えば一般財団法人であったり一般社団法人であったり、社会福祉法人であったり、そ

ういうところが主体となってやってくださいということ。ここがちょっと１つネックなのかなと。し

っかりした団体でやっていかなきゃいけないというようなこともありますが、やはり一般社団法人と

か、社会福祉法人さんのもし協力があれば、これもできなくはない事業なのかなということもありま

す。ぜひ、これも子ども・子育て支援というところで、検討をいただきたいというところでございま

す。 

 そして、こども家庭庁の資料によると、子どもの居場所づくりに関係するものというのは、今、町

単位であれば努力義務というところで示されております。大体、努力義務というのは、数年経つと義

務化をされるというのが大体の流れになってくるのかなという気もいたしますので、義務化をされる

までに、やはりいろんなこういう選択肢を日頃から研究・検討されて、子どもたちのために田布施町

はこんな子どもたちのことを考えている町なんだというようなことを思っていただけるように、日頃

から研究・検討していただきたいというふうなことでございます。 

 そして、先ほどの子どもの居場所づくりについては、やはり課題が幾つかあります。 

 １つは、先ほど言いましたけど、どこが運営するのかというような問題。運営スタッフをどうして

いくのかというのがまず１つの問題でございます。田布施町には、やはりそういったボランティアの

方とか、様々な子ども食堂であったり、そういう関係の方が様々な活動をされていますので、そうい
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う方たちとも連携をしていただいて、その辺を探っていただけたらというふうなことがまず１点。そ

してもう１つは、運営費は３年間補助をするということは、つまり４年目以降はどうにかしなさいよ

ということであろうと思います。４年目以降をどうしていくのかというようなことがもう１つの課題

です。 

 そして、これもちょっと調べると、こども家庭庁の補助金というようなことがありまして、これは

児童育成支援拠点事業という中に、ちょっとこれがそういう運営費を補助をするというような補助が

あります。 

 それから、子どもの生活・学習支援事業、これもこども家庭庁ですけど、その中にもそういった運

営費を補助をするというようなこういう事業がありますので、４年目以降はこういう補助も活用をし

ながら、その団体が自主的に自立できるところまで行政のほうで支えていくというようなことも考え

ながら検討していただきたいというふうに思います。 

 最後のへんはずっとお願いばっかりになりました。もう質問はいたしませんので、ぜひ、前向きに

検討いただいたらということをお願いしまして、私の一般質問を終わります。 

○議長（南  一成議員）  以上で、内山昌晃議員の一般質問を終わります。 

 ここで、暫時休憩いたします。 

 再開を１３時３０分、１時半再開しますので、よろしくお願いします。 

午前１１時５２分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後 １時３０分再開 

○議長（南  一成議員）  引き続き、一般質問を続けます。 

 次に、瀨石公夫議員。 

○議員（７番 瀨石 公夫議員）  それでは、通告に基づきまして、私は２件の質問をいたします。

質問方式は、いずれも一問一答方式でお願いします。 

 質問事項１は、相続土地国庫帰属制度等についてお伺いします。答弁者は町長でよろしくお願いし

ます。 

 質問要旨は、土地利用ニーズの低下等により、土地を相続したものの土地を手放したいと考える人

が増加しています。また、土地を望まず取得した所有者の負担感が増しており、管理の不全化を招い

ています。所有者不明土地の発生を抑えるため、土地を手放して国庫に帰属させる相続土地国庫帰属

制度が令和５年４月にスタートしました。 

 そこで、次のことについてお尋ねします。 
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 １、制度の手続は複雑で、手続の理解に関する情報提供が必要です。地方に住む高齢者など、情報

にアクセスしにくい層への周知が課題ではないでしょうか。 

 ２、国庫帰属には審査手数料や１０年分の管理相当額の負担金が必要と聞きますが、負担額は幾ら

になるのでしょうか。 

 ３、一定の条件に該当する土地は国庫帰属が認められないとなっていますが、一定の条件とはどの

ようなものでしょうか。 

 ４、国庫に帰属された土地の管理責任者は国に移りますが、実際には地方自治体が管理を代行する

場合が多いと聞いております。地方財政を圧迫する可能性はないのでしょうか。 

 ５、相続を放棄された土地の所有者は誰になるのでしょうか。また、固定資産税は誰に課されるの

かお聞きいたします。 

 以上、質問いたします。 

○議長（南  一成議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  それでは、お答えをいたします。 

 相続土地国庫帰属制度について５つの御質問でございます。 

 まず、１点目は、制度の手続は複雑で、手続を理解するための情報提供が必要、また、高齢者など

情報にアクセスしにくい層への周知は課題ではないかという御質問でございます。 

 この相続土地国庫帰属制度は、土地利用ニーズの低下等により土地を相続したものの、土地を手放

したいと考える人の増加や、土地の管理不全化を招いていることを背景に、所有者不明土地の発生抑

制と管理の不全化を防ぐことを目的として、令和５年４月に法務省が介した制度で、相続した土地を

国が引き取るという制度でございます。現在、相続等によって土地の所有権または共有持ち分を取得

した人などがこの制度を利用して土地を引き渡すには、法務局に国庫所属の承認申請をし、書類審査・

実地捜査を経て承認を受け、１０年分の管理費相当額の負担金を納付する必要がございます。ただし、

そもそも承認申請ができない土地や、審査過程において承認できないと判断される土地もあり、全て

の土地を国が引き取るというわけではございません。よって、まずは申請可能な土地であるか、承認

を受けられるかどうかの判断については、実施主体であります法務局に御相談いただく必要がござい

ます。この相続土地の国庫帰属制度の周知は、法務省がホームページやパンフレットによって行って

いるところでございます。本町においては、町のホームページで制度に関する簡単な説明と、法務省

ホームページへのリンクや制度の問合せ等を記載をいたしております。お尋ねの高齢の方など情報に

アクセスしにくい方々への周知についてですが、相続土地に関してお困りの御相談がある場合には、

この制度の概要の説明や法務局への相談を御案内をいたしております。また、法務局から広報紙等へ
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の掲載や納税通知書へのチラシの同封など、制度の周知依頼があれば協力をいたしてまいります。 

 次に、２点目でございますが、「国庫帰属に伴う審査手数料や、１０年分の管理費相当額の負担金」

についてでございます。 

 国庫帰属の承認申請時には、審査手数料として土地１筆当たり１万４,０００円の負担が必要となり

ます。また、国庫帰属が承認された場合、標準的な管理費用として算定される１０年分の管理費相当

額を負担していただく必要がございます。この負担金は、宅地、田畑、森林、その他の４つの区分に

分かれておりまして、その区分に応じて算定されることとなります。土地が雑種地、原野などその他

の区分に該当する場合は、面積にかかわらず１筆２０万円で計算されることとなっております。ただ

し、その他以外の土地については、例えば宅地の場合、その他の区分と同様に１筆２０万円が基準と

されておりますが、その宅地が都市計画法の市街化区域、または用途区域が指定されている地域内の

土地であれば、面積の大きさに応じて決められた平米単価に国庫に帰属する土地の面積を乗じて算定

した額と、面積区分ごとに決められた加算額を合わせた額が負担金となってまいります。田畑と森林

についても、宅地と同様に、面積の大きさや国庫帰属の承認を受けた土地がどの種類の区分に該当す

るか、また、どのような区域に属しているかなど様々なパターンに応じて算定され決定されるもので

ございます。 

 なお、法務省のホームページにおいて、負担金の算出方法の説明のほか、負担金の額を算出できる

負担金金額の自動計算シートが計算されており、どなたでもこれが使えれば算出することが可能でご

ざいます。 

 ３点目は、一定の条件に該当する土地は国庫帰属が認められないとなっているが、国庫帰属制度に

関して定める相続等により取得した土地所有者の国庫への帰属に関する法律において規定する、国が

引き取ることができない土地の要件として、まず申請段階で却下となるものとして、建物が存在する

土地、担保権または使用及び収益を目的とする権利が設定されている土地、通路その他、他人による

使用が予定されている土地、土壌汚染対策法第２条第１項に規定する特定有害物質により汚染されて

いる土地。そして、境界が明らかでない土地。その他、所有権の存否、帰属または範囲について争い

がある土地となっております。また、審査の段階において不承認となる土地の要件として、勾配が３

０度以上あり、かつ高さが５メートル以上ある崖がある土地のうち、通常の管理に当たり、過分の費

用または労力を要するもの。 

 ２番目として、土地の通常の管理、または処分を阻害する工作物、車両または樹木その他有体物が

地上に存する土地。 

 ３番目として、除去しなければ土地の通常の使用または処分をすることができない有体物が地下に
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存在する土地。 

 ４番目として、隣接する土地の所有者、その他の者と訴訟によらなければ通常の管理または処分を

することができない土地。 

 ５番目として、その他通常の管理または処分をするに当たり、過分の費用または労力を要する土地

とされております。 

 続きまして、４点目でございますが、国庫帰属された土地の管理責任は国に移るが、実際には地方

公共団体が管理を代行する場合が多い。地方財政を圧迫する可能性は、という御質問でございますが、

本町においては国庫帰属制度により、国に帰属された土地は現在のところ確認できておりません。国

に帰属された土地は本来、国が管理・処分を行うべきと考えておりますので、町が管理を代行するこ

とは想定しておりません。 

 最後になりますが、５点目の相続放棄された土地の所有者は、固定資産税は課税されるのかについ

てでございますが、土地の所有者が死亡し、相続財産法人が設立されている場合は、その精算人に対

して課税いたしますけれども、相続人も精算人も不存在の場合は課税はされません。 

 以上でございます。 

○議長（南  一成議員）  瀨石議員。 

○議員（７番 瀨石 公夫議員）  詳しく説明をいただきまして、大体分かったわけなんですが、先

般、法務局の柳井出張所に、この相続土地国庫帰属制度の説明をしてもらいに私は行ったんです。そ

うしたら、パンフレットはいただいたんですけど、細かいことについては山口のほうに行ってくださ

いと言われたんですが、この国庫帰属制度の具体的な相談、申請等は柳井でできるんですか。どこで

どのようにすればいいのか、もしわかれば教えていただきたいと。 

○議長（南  一成議員）  友森税務課長。 

○税務課長（友森 康之君）  相談についての御質問なんですが、基本的には柳井の法務局のほうに

問合せていただいて、御相談の内容にもよると思うんですが、その内容によって山口のほうに相談し

ていただくようになると思います。 

○議長（南  一成議員）  瀨石議員。 

○議員（７番 瀨石 公夫議員）  内容によってどこに、ちょっとよく聞こえなかったんですが。 

○議長（南  一成議員）  友森税務課長。 

○税務課長（友森 康之君）  すみません。具体的に、どこに相談に行くとかっていうのはちょっと

私どものほうでも把握しておりませんので、今、議員さんが行かれてそういうお話を聞いたというこ

となんですが、そういった相談がどこかという話は法務局のほうからうちのほうにちょっと情報がご
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ざいませんので、ちょっと把握しておりません。 

○議長（南  一成議員）  瀨石議員。 

○議員（７番 瀨石 公夫議員）  今、この把握されていないというのはそれでいいんですけど、も

しくは先ほどから広報等に法務局のほうからいろいろ資料提供があったら、そのほうにも掲載すると

いうことでございましたが、柳井の法務局に出張所に行ったんじゃ、もう全然話にならんです。うち

はもうこのパンフレットだけで、山口のほうに行ってくださいと。支局になるんですかね。あっちの

ほうで詳しい説明、あるいは申請は全て向こうでやるんで、もうこっちに来られても困るという言い

方だったんですが、その辺もよくこの相談については申請、詳細な相談等はどこどこでやるというよ

うなことも、ちょっと今後広報されるときはよろしくお願いいたしたいと思います。 

○議長（南  一成議員）  川添副町長。 

○副町長（川添 俊樹君）  言われるように、申請先は法務局の地方法務局、要するに山口でござい

ます。本局ですね。 

○議長（南  一成議員）  瀨石議員。 

○議員（７番 瀨石 公夫議員）  よく分かりました。山口の地方法務局、局に行かにゃいけんちゅ

うことですね、詳細って。分かりました。 

 このように土地というのは、日本は国土が狭く、土地というのは永久に右肩上がりで土地の需要は

増えると我々も思っていたんですけど、人口減少あるいはなかなか最近農業で収益が上がらないとい

うことで、草刈りとまた樹木が生えたのを管理するのが大変で、このように国庫に寄付したいという

ことだろうと思うわけです。そして、ちょっと先般も詳細については建設課のほうに言っていたんで

すけど、こういうことで土地を持っている人が非常に負担感を覚えていると。昔から特に田布施町な

んかよそから人を呼び込むためには必死になって努力されているが、昔からここに住んで、土地を僅

かながら相続で、親の財産をもらったりしたものについては非常に住みにくいと。どういうことかと

言いますと、国道や県道は国・県で維持管理されているが、町道の法面などは、町からの町道維持管

理委託で、地域で草刈り等が行われております。委託料も出ているんですけど、これ、メーター年間

で１０円ぐらいだと思ったんで、油代ぐらい。油代にもならんかも分からんが、その程度だと思うわ

けです。そうした方で、先ほど言いましたように、昔から土地を持っておられる方は、慣習で農地な

んかを持っておられると、隣接の土地所有者がほとんど無償で草刈りをしているということで、その

農地やら田んぼを持っている人は非常にこの町道の法、これは町の所有地、個人のものではない。そ

ういうことで非常に負担を感じているのではないかと思います。夏のさ中は大げさじゃなしに、本当

に２週間に１回は草を刈らなきゃいけないような状態で、周りの目があるからそのぐらい刈るんで、
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我慢すれば１カ月ぐらいは相当持てると思うんですが、そういうことで、負担感なく地域で安心して

住める地域のためにも、町道は町道所有者が維持管理する在り方をこれからも検討していかにゃいけ

んのではないかと思うわけです。どういうことかというと、この桜土手のほうの草刈りもみんなボラ

ンティアで出てやられておるけど、みんな高齢になってずんずん出席者も少なくなると私は聞いてお

ります。そういうことで、今後この在り方というものを、建設課のほうでどのように考えておられる

かちょっとお聞きしたいと。 

○議長（南  一成議員）  松葉建設課長。 

○建設課長（松葉 譲児君）  お答えします。 

 主に除草に関する町道の維持管理につきましては、議員おっしゃいますように、一部区間について

地元自治会に委託料をお支払いして、主に春・秋の年２回、除草等の維持作業をお願いしております。

その他の区間は、通行に支障が出た際に町職員が随時除草を行っておりますが、比較的交通量が多く、

草が繁茂しやすい路線につきましては定期的に作業を業者に委託している区間もございます。 

 町といたしましては、今後、人口減や高齢化のために地元自治会での作業が困難となっていく区間

が増えていくものと推測されるため、委託費用の財源の確保や作業体制の検討は今後に向けた課題と

なります。 

 以上でございます。 

○議長（南  一成議員）  瀨石議員。 

○議員（７番 瀨石 公夫議員）  よろしくお願いいたします。今のように大体、この田布施町の昔

から住んでおられる人は土地を持っておられる、そういう人はみんな高齢になって困っておられると

いうことを、大体把握されているのではないかと、このように思っております。先祖代々の土地だと

昔は言っておりましたが、なかなかもう私も隣の人、ちょっと言うたらあれなんですが、親戚になる

んです。うちの親宅や、お宅に戻そうと言われて、私も戻されても困ると、土地を。そういうような

状態でございます。あんた、私は誰が来ちゃってもいいから横に、そんなことは言わんから、そこの

不動産屋に行って相談しなさいと言ったのが３、４年前です。それだけど、未だかつて売れていない

し、だから、なかなか売るというのも難しいみたいなんです。それから１、２年経って、ここの家を

更地にするから私に引き取ってくれんかと言われても、私もそれもちょっと困るというような形でご

ざいまして、なかなか売るのも難しいということで、どうにか今土地を持っておられる方が、どうに

か管理して、このまま維持できるような方法というものを考えていかなきゃいけないんじゃないかと。

そして、よいよ最悪の事態は、先ほども申しましたように国庫帰属制度があるということで、町のほ

うでも高齢で困っている方がいらっしゃるなら、そのような情報提供をしていただきたいと、このよ
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うに思っております。 

 そして、これはＵターンの高齢者の方が田畑の草木の管理は大変だ、土地を国に返還したいとこの

ように言っておられました。そういう人もおられて、そういうことで国もこういう帰属制度というも

のを設けたんだろうと思うんで、情報提供されてよろしくお願いいたしたいと思います。答弁はよろ

しいです。何かありゃあれですが。そういうことで、特にみんな高齢の方は困っていると。今住んで

いる方をまずは大切にしていただきたいと。そして、なおかつ、よその人にも来てもらうようにと。

現実に住んでいる人はもうくたびれちょるんじゃ、負担感を持ってくたびれているのでは、なかなか

町も前にうまく進まないのではないかと、このように思っておりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 それでは、以上で質問を終わりまして、２点目の質問に移ります。 

 それでは、２点目の質問です。 

 質問事項２は、選挙における投票率向上対策についてお伺いします。答弁者は岩本選挙管理委員長

でお願いいたします。 

 質問用紙は、今年の２月に田布施町議会議員選挙が行われました。投票率は過去最低の５２.９５％

で、半数の人が選挙に行っておられません。高齢や足腰が悪く投票に行けないという声も多く聞くが、

中間貯蔵施設の問題や少子高齢化、消滅可能性自治体などと焦点が多かったのに、どうしてとの思い

であります。一般的には投票率低下の要因として政治への関心の低下、候補者や政策への魅力不足、

多忙な生活、投票の不便さ等が指摘されている。そして、そこで次のことについてお尋ねします。 

 １、期日前投票所及び当日投票所まで乗合タクシー「のりーね」を往復無料運行してはどうでしょ

うか。 

 ２、移動式期日前投票所の設置や期日前投票所を増やしてはどうでしょうか。 

 ３、政治・行政に関心を持ってもらい、地域の実情にあった候補者の施策が有権者の期待に応えら

れるかなどの判断材料のため、選挙候補の新聞折込やウェブでの発信が必要ではないでしょうか。 

 ４番目、児童・生徒を対象とした啓発活動、出前講座等を実施されてはどうでしょうか。 

 ５番目で、体が悪く投票所に行けない人は郵送での投票はできるのでしょうか。 

 以上、質問いたします。よろしくお願いします。 

○議長（南  一成議員）  岩本選挙管理委員会委員長。 

○選挙管理委員会委員長（岩本 宏司君）  お答えします。 

 お尋ねの１点目は、期日前投票所及び当日投票所まで、乗合タクシー「のりーね」を往復無料運行

しては、でございます。乗合タクシー「のりーね」は、事業が町が行っている事業でございますので、
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詳しい制度は把握しておりませんが、選挙管理委員会といたしましては、保健センターで行いました

平日の期日前投票に「のりーね」を利用され投票に来られた方が数名おられたのは把握しております。

この乗合タクシー「のりーね」は、平日のみの運行と聞いておりますので、投票日に「のりーね」を

無料運行することは難しいのではないかと思われます。 

 次に、２点目の、移動式期日前投票所の設置や、期日前投票所を増やしては、についてでございま

す。 

 移動式期日前投票所を実際に行っている自治体があるのは把握しておりますが、本町では選挙シス

テム等の関係で移動式の投票所を開設するのは事務的な要因もあり難しいと思われます。しかし、議

員御指摘の期日前投票所を増やすことに関しては、現在、田布施町保健センターと半日ではございま

すが、馬島期日前投票場で行っていますが、来年２月投開票予定の山口県知事選挙から午後からの半

日ではございますが、小行司期日前投票所を試験的に開設したいと考えており、今後、関係者と協議

を進めてまいります。 

 次に、３点目の政治行政に関心を持ってもらい、地域の実情に合った候補者や施策が有権者の期待

に応えられるなどの判断内容のため、選挙公報の新聞折込やウェブでの発信が必要では、についてで

すが、３月の定例会でお答えしておりますように、選挙管理委員会では、令和８年度執行予定の町長

選挙から選挙候補を行う方向で、現在も前向きに検討しております。しかし、選挙公報には様々な諸

課題がありますので、今後、議員の皆様や町執行部と協議をしながら進めてまいりたいと思います。 

 次に、４点目の児童・生徒を対象とした啓発活動、出前講座等を実施しては、についてですが、選

挙管理委員会では、将来の有権者となる子どもたちに対し、選挙の仕組みや投票の意義を学ぶ機会を

提供することは、選挙教育の観点から大変重要だと認識しております。そのため、小・中学校・高等

学校及び教育委員会とも連携いたしまして、出前講座の定期的な実施について前向きに検討してまい

りたいと思います。 

 次に、５点目の体が悪く投票所に行けない人は郵送での投票は可能かについてですが、郵便投票制

度は公職選挙法第４９条の２で、郵便等による不在者投票の対象者を定めており、対象者は身体障が

い者の手帳をお持ちの方で、移動機能の障がいが１級または２級の方、視覚障がい１級の方、内部障

がい１級または３級の方が該当します。また、介護保険の要介護認定が要介護５の方及び戦傷病者手

帳を持ちの方で、障がいの程度により該当いたします。これに該当されない方は、郵送での投票は認

められておりません。 

 以上でございます。 

○議長（南  一成議員）  瀨石議員。 
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○議員（７番 瀨石 公夫議員）  先ほどちょっとどこ行ったか分からなくなったんですが、小行司

と馬島ですかね、期日前投票所を試験的に開設したいと書いて、先ほどお答えがあったわけですけど、

ここはもう今まで当日１日やっちょったんじゃないんですかね。その辺ちょっと。 

○議長（南  一成議員）  岩本選挙管理委員会委員長。 

○選挙管理委員会委員長（岩本 宏司君）  今の件ですが、馬島のほうはもう数年前から実施してお

ります。今、回答でも申し上げましたが、今から試験的に小行司地域のほうを馬島が午前中、例えば

小行司が午後というふうに、初めて小行司の試験的に期日前の投票を行いたいと、今、委員会のほう

でも考えております。 

 当然、当日の投票もできるんですが、試験的にですよ、たびたび言いますけど、小行司のほうが今

後検討されるということです。 

○議長（南  一成議員）  瀨石議員。 

○議員（７番 瀨石 公夫議員）  それは当日投票所もあって、期日前もあるということ。それは試

験的にその辺をやってみられて、今後、投票所の場所が有効的に動くように考えられたらいいのでは

ないかと思います。投票所の場所も偏り等もあるかとも思われますので、そのあたりはいろいろ御検

討していただきたいと、このように思っております。 

 それと、先ほどの郵送の場合、かなりこれハードルが高いんですよね。動けない。そういうことで

普通、郵送では難しいということですね。これちょっとね、私も調べてみたら、この郵送でやるとな

かなか、どうと言いますかね、法律がなっているんだから、なかなか役場で言うたってどうにもなら

んことでありますが、なかなか投票の不正が多かったみたいなんですね、この郵送というのは。それ

だから、将来に向けて、ここまでインターネットが普及したのだからそういう方向も考えて、何かの

機会には、そういう集まりでもあれば申し伝えていただきたいと、国県のほうに。いいです。 

 そして、さっきの、「のりーね」の関係ですね。「のりーね」を私が住民の方から相談を受けたのは、

無料にせいとか往復をというのは、あんまりなかったんですけど、３,５００円払って会員になってい

るけど、土日祝祭日は動いてないんで、そこぐらいは動かしてもいいのではないかっちゅうような話

だったわけなんです。そのあたりをお聞きしたいんですけど、ちょっと選管で聞いてもあれですね。

「のりーね」の関係で。その辺はどうなりますかね、「のりーね」の担当のほうは。 

○議長（南  一成議員）  委員長、答弁者は選管になっていますので、町長部局のほうからの回答

はないということです。 

 山下選挙管理委員会事務局次長。 

○選挙管理委員会事務局次長（山下 慎吾君）  今言われた「のりーね」の件なんですけれども、こ
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れは町の事業ということで、実際は田布施町地域公共交通協議会で、協議していただけるという場所

かなと思っておりますので、選挙管理委員会としまして、そちらの協議会のほうに一旦お話はさせて

いただきたいなというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（南  一成議員）  瀨石議員。 

○議員（７番 瀨石 公夫議員）  よろしくお願いいたします。それから、これは実際、今、それか

ら「のりーね」の会員というんですかね、登録されてる方の言葉なんです。それで、土日祭日ぐらい

はしてもいいのではないか、それどういうことかというと、体が悪いと、土日は息子が帰ってくると、

そのとき、「のりーね」を呼んで、「のりーね」に乗せてもらったりしたら、行けるというような言い

方なんですよ。私１人で「のりーね」まで行ったり、バタバタ外に出たりするのが嫌だというような、

それをお聞きしておりますので、１つよろしくお願いいたします。 

 それと、もう１つ、投票率の向上のために高等学校や介護施設、それとか障がい者施設への移動式

期日前投票の開設は考えられないかということですが、どうでしょうかね。 

○議長（南  一成議員）  山下選挙管理委員会事務局次長。 

○選挙管理委員会事務局次長（山下 慎吾君）  移動式の期日前投票所につきまして、まず高等学校

につきましては、田布施町にまず選挙権をお持ちの生徒が何名おられるのか、まずは高等学校の理解

が得られるかという問題もありますので、そこにつきましては今後調査のほうをさせていただきたい

なというふうに思っております。 

 次に、介護施設及び障がい者施設等につきましては、山口県選挙管理委員会に登録されている施設

であれば、現在も各施設ごとに不在者投票というのは行えるようになっておりますので、そちらのほ

うで行っていただいております。ただし、介護施設及び障がい者施設であっても、登録には基準がご

ざいますので、全ての施設が登録できるわけではございません。もし、該当しない町内の施設から、

そういった移動式の投票所の設置とかお話があれば、選管のほうで検討してみたいなというふうに思

っております。 

 以上です。 

○議長（南  一成議員）  瀨石議員。 

○議員（７番 瀨石 公夫議員）  分かりました。よろしくお願いいたします。 

 登録施設というのは登録できるかどうかというのはどのような基準なんですか。ちょっと入院しち

ょってね、そこで投票できると思うから、言うたら、「いや、うちはない」とかいうような有権者もお

られたんです。かなり厳しいんですか、登録しようと思って、それを受けようと思うと。ちょっと分
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かれば。 

○議長（南  一成議員）  山下選挙管理委員会事務局次長。 

○選挙管理委員会事務局次長（山下 慎吾君）  施設の指定の基準というのがございまして、例えば

病院であれば病床数がおおむね５０床以上とか、あと老人ホームであれば収容定数が５０人以上とか

という形で、いろいろと、ちょっと基準のほうが高いというのも実際あるんで、町内で言われも登録

されている施設はちょっと少ない、少数です。 

 以上です。 

○議長（南  一成議員）  瀨石議員。 

○議員（７番 瀨石 公夫議員）  分かりました。なんか町内で入院施設がある病院でね、ちょっと

病院の先生が言われたり、ちょっとうちはそれは無理だというみたいなことを言われたんで。分かり

ました。 

 この７月２０日に参議院選挙がありまして、田布施町の投票率は６０.１％で、ちょっと驚いたわけ

なんです。町議選は５２.９５％で、これは相当、町議選より７.１５ポイント高いなと思ったんです

が、国政選挙や大きな選挙は新聞やテレビ、ＳＮＳ等で非常に宣伝をされるということで盛り上がる

のではないかと思うわけでございます。それと１つ、この辺が疑問だから、ちょろっと選管にも聞い

たら、選管の人、「そりゃあ、選挙期間が長いから」というようなことを言われたが、それも一理ある

と思います。選挙期間が大分長いんでね。そういうことで、町の選挙は情報発信が少ないため有権者

の関心が少ないのではないかと思います。ということで、先ほど委員長からお答えいただいたように

広報活動を進めていきたいということでしたが、ちょっと新聞を交付するというのはどのような形で、

新聞織り込みですか。それとも回覧で回したのではなかなか５日間では間に合わん。ＳＮＳか。新聞

織り込みというのは一部２円か３円ぐらいだから、大したお金ではないですよね、新聞織り込みして

も。その辺をちょっと。 

○議長（南  一成議員）  山下選挙管理委員会事務局次長。 

○選挙管理委員会事務局次長（山下 慎吾君）  ありがとうございます。新聞織り込みなんですけれ

ども、現在ちょっと、選管のほうでも話が出たんですが、ちょっと新聞を取られていない世帯もかな

り多く今なっているということがありまして、選管の中では町のホームページに選挙公報を掲載する

と町の関連施設、例えば公民館とかそういったところに紙媒体の選挙公報を設置して、それを配付に

変えるという方法もちょっと考えながら、いろいろと、とにかく投票率アップというところも一番に

考えて、創意工夫しながら選管としても、いろいろ今考えておりますので、また、これにつきまして

は議員の皆様にも御相談しながら進めてまいりたいというふうに思っております。よろしくお願いし
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ます。 

○議長（南  一成議員）  瀨石議員。 

○議員（７番 瀨石 公夫議員）  情報発信をされて関心を持つようにしていただきたいと思います。

この参議院議員選挙のほうがこんなに投票率が高いというのはちょっと驚きでもあり、ショックでも

ございました。昔はずっと昔３０年ぐらい前は町議選になったら８０％ぐらいあったわけですよね。

２０年前、１５、６年前で７０になって、それから１０年ぐらい前で６０％になって、今度５０％代

になったと。非常に危機感を持っております。 

 先ほどお答えいただいたように前向きに考えられているということで、１つよろしくお願いいたし

たいと思います。投票率が今後５０％を下回ることのないように、我々議員もいろいろと情報発信を

していって努力したいと思いますので、１つよろしくお願いいたします。 

 以上で質問を終わります。 

○議長（南  一成議員）  以上で、瀨石公夫議員の一般質問を終わります。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（南  一成議員）  次に、小中進議員。 

○議員（８番 小中  進議員）  失礼しました。答弁者は町長にお願いをいたしております。特に

大変町民の皆さんも注目をしていらっしゃいます、中間貯蔵施設の問題、この関連して２問になると

思いますのでよろしくお願いいたします。 

 中国電力は関西電力管内で発生した使用済み核燃料をこともあろうに瀬戸内海国立公園の中でも最

も自然豊かな原風景を残している上関町長島に持ち込んで、中間貯蔵施設を建設するために行ってい

るボーリング調査等立地可能調査報告書を８月２９日、立地可能とする調査報告書を上関町、西町長

に提出をいたしました。 

 同日、県や周辺自治体にも中国電力から報告書が提出をされました。これに関しまして、山口県の

村岡知事は記者の質問に応じて上関町の意向のみならず、周辺自治体の理解も重要だとして、今後の

動向を見守っていきたいと答えております。また、知事は上関町で中間貯蔵施設と原発建設が計画さ

れていることに対しまして、両方が同じ場所にあるというのは、日本中どこにもない。負担としては

非常に大きいと改めて述べておられます。また、柳井市の井原市長は、国と電力事業者は周辺自治体

に不安や不信という世論があるんだと重々認識をしていただきたいと語っておられます。その上で、

改めて国、電力事業者に対し一方的ではない責任がある説明を求めていきたいと強調をされました。

周辺自治体の住民の懸念が強い点として、管外からの関西電力の使用済み核燃料が持ち込まれること

や、中間ではなく永久貯蔵施設になりかねないという、そういったものを挙げ平生町、田布施町周辺、
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周防大島町と連携をして、国や電力事業者によるこうした懸念への責任ある対応を求められました。 

 浅本平生町長は、もともと上関原発の建設が計画されている周辺での中間貯蔵施設への適地判断は

想定の範囲内だと受け止められました。冷静に、そして中国電力の動きを受け止められました。説明

会の実施を含めた今後の対応について、１市３町で協議を進めてまいりたいと述べられております。

周防大島町の藤本町長は、町民の安全・安心のため、国や中電をしっかりとした説明を求めていきた

いと語っておられます。御当地の東町長は、適地との判断を報告を受けた以上、今後、事業計画など

の情報はしっかりと開示してほしいと語った上で、周辺自治体の議会としては初めて反対の決議がさ

れた本町の町長として、議会の意思を重く受け止めている。そして、上関町にはこうした反対の声が

周辺自治体にあることを十分に踏まえ、受け入れるかどうかを判断してほしいと取材に応じて答えら

れました。 

 そこで町長にお尋ねをいたします。東町長として、この調査をどのように受け止められているのか、

率直な現在の心境を述べていただきたいと思います。 

 ２つ目、町長は取材に応じ、適地との判断を報告した以上、今後、事業計画などの情報はしっかり

と開示してほしいと述べられました。適地としての判断に、理解をしての発言か、お尋ねをいたしま

す。また、事業計画などの情報はしっかりと開示してほしいとも、こういうふうに発言をされており

ます。中間貯蔵施設建設を前提とした一歩踏み込んだ発言か、決してそうではないと思いますが、町

長のお考えをお聞きしたいと思います。 

○議長（南  一成議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  それでは、お答えをいたします。 

 まず１点目の御質問でございます、８月２９日に中国電力が上関町に計画されております使用済み

核燃料の中間貯蔵施設建設計画について、調査報告書が提出されたことについての心境はというお尋

ねでございます。 

 私は当日、公務で外出をいたしておりましたので、午後に中国電力の方が来庁され、立地可能性調

査の結果、技術的に対応できない問題はなく、立地は可能と判断との報告書を上関町長に提出しまし

たとの口頭での報告と合わせて、報告書等の資料を副町長が受け取らせていただきました。私の心境

ということでございますが、お持ちいただいた調査結果の内容は５項目で、主に地質等の立地に関わ

るデータや分析に関わるものでございました。私はそうした専門的な知識は持ち合わせておりません

ので、特にここで申し上げるような心境というものはありません。浅本さんがおっしゃっておりまし

たように、調査が淡々と進んできたなということがございますし、マスコミからもいろんな報告があ

るよということが聞いておりましたので、今日発表されたのかなというぐらいの感覚でございました。 
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 この問題につきましては、周辺自治体には法的に立地を判断する権限はございませんので、今回、

中国電力が上関町に適地であると報告をされたということでございますので、今後、上関町がどのよ

うな判断をされるか注視をするとともに、１市３町でどの首長さんも申されておりますが、よく聞い

て真剣に判断をしていきたいなというふうに思います。 

 ２点目の御質問でございます。今回の報告は、立地は可能というもののみでございました。それを

理解するというような気持ちは持っておりませんし、理解前提というようなお尋ねでございますが、

そうした気持ちを持って発言したものではございません。マスコミの方はいろんな質問をされますの

で、３０分ぐらい話すと、いろんなことをされますので、その記事をどこを使われるかというような、

私が３０項目発した中の一文を使われると思いますので、それが私の大意というふうに受け取られて

は私も困りますので、小中議員さんもよく御存じだろうと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（南  一成議員）  小中議員。 

○議員（８番 小中  進議員）  ありがとうございます。私も安心をいたしました。 

 特に今回の報告書を見ますと、この中間貯蔵施設を推進をする側の中国電力や関西電力からします

と、一歩建設に向けて事が進んだ、こういうふうに私は思っておりましたので、大変危機感を感じて、

これは地域周辺の知事さんもおっしゃるように、田布施町や平生町、柳井市、そして周防大島町、そ

れから光市の皆さんが一番近隣の皆さんが声を上げなくてはいけないと思います。そして、それを今

束ねているのが町長さんをはじめとする首長さんの大きな責任でもあろうか、このように思っている

ところで、今、町長から決してそれを認めたようなことではないという発言を受けまして、私は安心

をしました。田布施町の町民の大多数は、中間貯蔵施設に対してノーという思いが大変強い。私も皆

さんにお出会いすることが沢山ありますが、中国電力のあの発表があった日にはいろんな皆さんから

お電話や、そして激励のお電話をいただきました。そういう中で、この問題で本議会で反対決議をし

たこの田布施町として、ぜひ、その責任ある立場の町長として、この田布施町民の声をしっかりと首

長会議でも発揮をされて、反対の声を届けていただきたい、こういう思いでいっぱいでございます。 

 先ほど、高見議員からも御報告ございましたように、町長自身がその町民の声を心にしっかり受け

止めて、声を上げるかどうかが、今問われているのではないかと思います。 

 先ほど、瀨石議員からも投票率の問題もありました。町民が政治に期待をする、信頼のされる政治

を実現をする、町民の声が届く、そういう政治が今求められている。それが今、私たち議員や行政の

皆さん、町長に大きな１つの問題を投げかけているのではないかと思います。町民のそういった思い

をはっきりと、ここで反対の思いを述べていただけませんでしょうか。いかがでしょうか。 

○議長（南  一成議員）  東町長。 
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○町長（東  浩二君）  私の考えということで今、お尋ねがございましたが、最初から申し上げて

おりますように、１市３町で十分話をして、慎重に対応していきますということ。その前提としては

議会、または町民の方の御意見、それを十分判断にさせていただいて、しっかり判断させていただき

ますということを申しあげておりますので、今回、立地可能という報告があったわけでございますの

で、当然、これから、私が申し上げておりますのは事業契約なり、そういったのがどういったものな

のかというのを見極めたいというふうに思いますし、高見議員から質問がございましたが、やっぱり

国としてしっかり説明していない部分が非常に多いというふうに思いますので、そこはしっかり説明

をしていただくと。民主主義の世の中でございますので、やっぱり情報をちゃんと出して皆が十分理

解した上で判断していくということが重要だろうと思いますし、ちゃんとした論議を踏んでいくとい

うことが禍根を残さないためにも必要であると思いますので、小中議員がおっしゃるとおり、十分１

市３町の中でも議会として決議されたということは、何回も申し上げておりますが、重く受け止めて

おりますので、そうした発言もさせていただいております。 

○議長（南  一成議員）  小中議員。 

○議員（８番 小中  進議員）  お隣の光市前市長さん、市川市長さんは、原発についても交付金

は貰わない、きっぱりと市民の想いをくんで、そういう思いを発せられております。 

 私は、こういう結果が出て一番残念に思っているのは町民だと思うんです。その町民の思いをしっ

かり受け止めて、行政なり議会なり政治が動かなければ、幾ら経っても町民の側、市民のほうを向い

た政治は実現できないと思うんです。そういう政治が今求められているのではないでしょうか。そう

いうことに立って、今から行政のトップとして、田布施町のトップとして、この中間貯蔵施設の問題

に向き合っていただきたい。そのように私は思っております。東町長は必ず私たちの、町民の思いを

受け止めていただけると確信しておりますが、町長いかがですか。 

○議長（南  一成議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  小中議員から、これまでも何回も個人的にはお話をして、お話を聞いてお

りますので、すごいよく分かりますし、行政のトップとして、町長として責任のある対応は必ずとっ

ていきますので、それを見守っていただきたいというふうに思います。 

○議長（南  一成議員）  小中議員。 

○議員（８番 小中  進議員）  しっかり町民と一緒に町長に思いを伝え、そして町長もそれにし

っかり応えていただける確信を持ちました。この調査報告書を見ますと、建設ありきの調査内容であ

りまして、極めて私は問題が多いと思います。皆さんも御承知かもしれませんが、ちょうど中間貯蔵

施設、原発予定地、この長島のすぐ下に海底の活断層がある。このことが大分県のほうで大きく取り
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上げられました。この活断層は１万年ももう動いていないそうなんですね。この１万年という長いス

タンスの中で一番地震が起きたら危ない、危険なそういう状況に今あるということを聞いております。

今、地震がこの活断層で発生をすれば、マグニチュード７.９程度と言いますから、かなりひどい地震

が起こる可能性がある。こういうことが今発表されました。こういう問題が全くこの報告書には反映

をされておりません。先般、田布施町にも中国電力から報告書らしきものが届いていると思いますが、

町長、届いておりますでしょうか。どういうふうな内容で、どういうものが届いているか質問をいた

します。 

○議長（南  一成議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  この報告書はオープンになっておりますので、どなたでも見られます。既

に見られた方も多いのではないかと思います。概要版と詳細版。概要版はもうワンペーパーに整理さ

れておりますので、非常に分かりやすい。詳細版のほうは少し、いろんな数値が載っておりますので、

私も先ほども申し上げましたが、専門家ではございませんので、なかなか判断がしにくいですが９つ

ですか、今おっしゃった地震含めて９つの分野、自然的要素が７つ、それと社会的要件が２つ、それ

ぞれ分析・検討された結果が載っておりました。それぞれ対応できないことではないということでご

ざいました。さっき言われた活断層、あれも陸域で３つ、海底に３５あるというふうに記載をされて

おりましたし、その位置も記載をされていたように思います。それがどういう評価というのは、私自

体は論評はできませんけれども、こういう引っ張り、それぞれの活断層の要素なりを説明されておら

れましたので、そういうものも対象にされて、技術的に対応できない問題はないという報告だったと

理解しておりますので、それが小中議員おっしゃるように信頼できないとかいうことになると、ちょ

っと私の判断では難しいので、もう少し論議を深めて、また国等へも専門家等へも聞いてみなければ

ならないかなというふうに思います。 

 以上でございます。 

○議長（南  一成議員）  小中議員。 

○議員（８番 小中  進議員）  今、答弁がありましたが、この活断層、調査の周辺にずっとござ

いますが、地震の事前に来るということが分かって、地震が起きて対応できたようなことがかつてご

ざいますか。町長、お尋ねします。 

○議長（南  一成議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君） 私、専門家でございませんので、対応できたかどうかというのは分かりませ

んが、いろいろ地震の国でございますので、阪神淡路から、東日本から熊本、いろんな活断層が動い

たということでございますので、技術的に対応できなかったというものもありましょうし、年々、耐
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震基準等も上がってきておりますので、それでもね、やっぱり自然の災害というのは、それをはるか

に超えてきたりしますので難しいかなと思いますが、なかなかそれがどうかという答えを、ちょっと

ここで申し上げる知識を持っておりませんので、お許しをいただきたいと思います。 

○議長（南  一成議員）  小中議員。 

○議員（８番 小中  進議員）  これは町長、できないんですよ。事前にそういうことが分かる状

況も極めて厳しい、難しい。そして、地震が起きたとすれば、それに対応して最小限の被害で済むよ

うな、そういう前例というのは私聞いたことがありません。こんなことができるわけがないんです。

それを町長、しっかり受け止めてもらいたいと思いますよ、この報告書を御覧になって。それで、な

るほど、これで安心だというふうに思うような私は町民なり、国民はいないと思うんですが。町長、

もう一回お尋ねします。 

○議長（南  一成議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  今、御質問の趣旨と少し離れるかも分かりませんけれども、それに対応し

てきたという、日本はもう地震の国でございますので、耐震基準も先ほど申し上げましたが、どんど

ん変わってきて対応してきたものもありますし、やはりそうは申しましてもね、熊本、東日本でも対

応しきれなかったというものもあろうかと思いますので、それは予知できるかどうかというのと、対

応できるかというのは少し違うと思うんですが、対応を完全にできるかというと難しいから、そこは

設計のほうでするというものしか書いてございませんので、それがどの程度までのものになるのか、

耐震のレベルから見てどの程度ものになるかというのが通常の建築基準と違いますから、特殊なもの

に対する耐震の考え方でしょうか、それは十分、また私も勉強したいと思いますけれども、国、専門

家のほうへ十分問合せてはいきたいというふうに思います。 

○議長（南  一成議員）  小中議員。 

○議員（８番 小中  進議員）  中間貯蔵施設を建設をするということになれば、上関のあの長島

周辺が大幅に工事によって自然環境が失われると、このように私は思う。長細い島でございまして、

長いところでも１キロ、２キロあるか横の幅。そういう中で、今回、この中間貯蔵施設を建設をすれ

ば、使用済み核燃料を入れる容器ですね、キャスクという容器だけで１００トンもあるんです、一基

１００トン。それを運び込むような施設を作るということになれば大規模な港が必要になります。そ

のためには、１５０トン級の大型のクレーンも港に設置をしなくてはなりません。港湾設備の建設工

事、そして貯蔵する建屋のそれまでに専用の道路を建設をしなくてはなりません。さっきも言いまし

たが、キャスクは大型のトラックで６輪ある。私たちが普通、乗用車では前が２つ、後ろが２つの４

輪でございますが、超大型のトラックになりますので、６輪。１輪に８本の特別な大型のタイヤが必



 

 
 

- 62 - 

要となります。そうすると、４８輪のタイヤで運ぶ大型のトレーラーのようなものが必要となるわけ

です。その専用車両は角度が１５度以下でなければ通行できないんです。走ることができないんです。

専用の道路は海岸より切り立った長島は狭い島でございますから、かなりの大工事になると思います。

専用道路を作る、建屋を作る、港を作るということになりますと、大変なこの環境破壊にもなると思

う。そういう中で、今、自然を守るために、瀬戸内海国立公園のあの一角を、こういう大規模な開発

行為を行うということは、私たちのこのきれいな海を失うことにもつながりかねないんです。田布施

の海とつながっているんです。そういうこともしっかり受け止められて、判断をしていただかなけれ

ばいけないと思いますが、町長いかがですか。 

○議長（南  一成議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  報告書の中にも、そう今おっしゃいましたような海域なり自然、樹木から

海の生物から、いろんなものへの配慮も書かれておりましたが、おっしゃいますように、かなり大規

模な開発も当然必要だろうと思いますので影響は、沖縄もそうですけども、やっぱりその海に対する

影響というのはあろうかと思いますし、瀬戸内海ですから、概要と違いますのでね、その辺は少し危

惧している。原子力とかいう問題は別にして、そういう自然を守るということから見たら、議員おっ

しゃるような大規模な当然、工事があるんだろうというのは言われておりますので、そうなると、や

っぱり影響は出てくるのではないかなという気持ちは持っておりますが、まだその計画自体を見させ

ていただいておりませんので、ここでなかなか私として発言がしにくいんですけど、議員がおっしゃ

ることに答弁させていただければ、そのように感じますということでございます。 

○議長（南  一成議員）  小中議員。 

○議員（８番 小中  進議員）  前回の議会でも申し上げましたが、この田布施の地域は、生物多

様性の観点から国も認めた地域なんですね。大切にこの自然環境を守っていかないといけないという

環境省も指定をしている。そういう中で、この地域の海洋保護区であるど真ん中でこういう大型な工

事が行われようとすることに関して、私は見て見ぬふりをするわけにはいかないと思っております。

そのことが、この環境を守り温暖で豊かな、だからこの地域に住んでみたいという方があるんです。

人口減少の大きな原因、それは住んでみたいという、そういう地域でないからなんです。その住んで

みたい地域を守っていくのは、私たち大人じゃないでしょうか。町長、どうですか。お考えを述べて

ください。 

○議長（南  一成議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  今、おっしゃいましたことは、小中議員おっしゃるとおりでございますし、

時代、つないでいく責任というのは私たちの世代で、によってるものでございますので、若い世代、
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これからつないでいくということは当然、義務として持っているものというふうに思います。 

○議長（南  一成議員）  小中議員。 

○議員（８番 小中  進議員）  ぜひ１つ、環境の面からも、安心・安全の面からも、この地域の

発展のためからも、私たち今一人一人に問われているのが、この中間貯蔵施設の問題だと思います。

そのことをしっかり受け止められまして、町長のお考えを、１市３町の首長会議でも述べていただき

たいと思っております。 

 次の質問に入ります。２番目の質問でございます。 

 １市３町の首長会議につきまして、先般の質問でもいたしましたが、光市との連携について質問を

いたします。 

 上関町中間貯蔵施設建設問題を受けまして、上関町周辺１市３町の各首長、柳井市、平生町、田布

施町、周防大島町、その会議について全議会でも取り上げましたが、建設予定地から町長、最も近い

のは光市なんです。その光市についても一緒になって、中間貯蔵施設の問題を議論しようじゃないか、

呼びかけようじゃないかという質問をいたしました。町長は、この会議は従来、柳井広域圏の会議を

利用して開催しておりますので、現在は１市３町として考えていかなければならない。その枠組みの

中で協議を行っているという旨、発言をされました。中国電力は、８月２９日に使用済み核燃料中間

貯蔵施設建設に向けて、上関町長島の予定地付近には活断層はない、認められん、立地可能であると

上関町、山口県、そして周辺市長に対しまして説明書を配付いたしました。西上関町長は報告書を受

けて、１年の目安でしっかり熟議して議会や町民、近隣、市や町、首長に丁寧に対応するようお願い

をするという発言をされました。こうした新たな段階に入り、村岡山口県知事は、上関町の意向のみ

ならず周辺自治体の理解も重要だ。今後の動向を見守っていきたいと話し、県民や周辺自治体の動向

に対して、知事自身が強い関心を示しておられます。こうした状況を踏まえた中で、我々周辺の自治

体の中で、予定位置から一番近い光市が加わるということは大きな私は力になると思っております。

上関中間貯蔵施設建設の問題は、上関町だけの問題ではなく、周辺自治体をはじめ山口県全体が関わ

る重要な案件だと思っております。既にある柳井広域圏内での会議を利用して開催をするのではなく、

周辺自治体の将来に大きな影響のある問題だけに、新たに専門的な会議なり、団体をつくるなり、組

織をつくるなり、そういう重要な案件だと考えております。将来に禍根を残さないために、今こそ我々

が責任をもって汗を流すそのときではありませんか。そのためには、首長会議の声をもっと大きく、

知事や首長、市長、町長、議員に対し、もっと住民の声が届く政治を実現をしなくてはなりません。

そこで、光市と当然同じ問題を抱えている周辺自治体として、ともに力を合わせて国や事業者に対し

て声を届けるのが重要だと考えております。 
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 そこで、隣の町として関係の深い東田布施町長、御尽力をいただけませんか。お尋ねをいたします。 

○議長（南  一成議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  御質問いただいた要旨と離れますけどよろしいでしょうか。 

○議員（８番 小中  進議員） どうぞ。 

○町長（東  浩二君） ２点目で光市と。 

○議長（南  一成議員） 今、２番目の質問でしょう。それの町長会議とかでしょう。 

○議員（８番 小中  進議員）  はい。２番目の２。 

○議長（南  一成議員） はい、どうぞ。 

○町長（東  浩二君）  失礼いたしました。今、光市との連携について。事前にいただいたのは２

項目にわたりましてありましたので。１項目だけに絞って御回答ということで。２点目でございます

ね。 

 光市との対応ということでございますけれども、柳井広域の中の１市３町で今、対応せざるを得な

いという状況でございます。御存じのように岩国、周南、いろんな広域圏がございますけども、そう

したところとの話というのは今しておりません。全く。光市とも市長さんとも何回もお会いしますけ

れども、こうしたことでどうじゃろうかという話を聞いたこともございませんので、光市のお気持ち

が少し分からないということもございます。問題は、小中議員がおっしゃるように言うんであれば、

県知事がもっとしましょうよということを言わない限り無理だと思います。柳井地域だけじゃダメだ

というふうにおっしゃるんでしたらね、周南、岩国、たくさんありますから、どういったところで話

をしてくださいとか、そういう話になりませんと、私どもは柳井広域の１市３町で、当然、この地域

の問題でございますので、とらまえて対応はさせていただいております。それを、もっともっと外へ

となると、どういうふうな権限があるのか、どういうふうな目的があるのか。今、１市３町だけでや

っておりますが、本来、柳井広域というのは目的とかずっとあって規約があるんです。それから少し

離れたところで動いておりますので、なかなか中間貯蔵で絞ったものというのは、本来の規約なり目

的なりがあったもので動いているわけではございませんので、あくまで情報を見て、情報を提供しな

がらお互いに話し合う中で道筋を決めましょうかという話の状態でございますので、今後、どういう

ふうに進んでいくのかというのは分かりませんけれども、現時点では１市３町でと、この繰り返しに

なって、私もあまり好きじゃないんですけれども、現実、１市３町でという話でしか動いておりませ

ん。光市からそういうお話があれば、当然、それを拒むつもりはございませんし、１市３町の中で光

市と一緒にやっていこうという話が出てくるかも分かりませんが、今のところそういうお話がいただ

いてはいないということでございます。 
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○議長（南  一成議員）  小中議員、一般質問の事前通告をされました２番目の上関町周辺１市３

町首長会議についての②番の今、回答なんですよね。ですから、要するに２番目の質問をされて、町

長答弁があり、それからまた追加質問しないと順番がおかしくなりますので、そのへんのことよろし

くお願いします。 

 小中議員。 

○議員（８番 小中  進議員）  大変失礼しました。 

 それでは、今の答弁でございますが、２番目の答弁で光市は、今、先ほど申しましたが予定地から

一番近いんです。光市の牛島というのがございまして、そこの岬が予定地から７キロしかないんです。

７キロです。建設予定地から７キロ。そして、その次といえば佐合島ですか。８.３キロ。それから田

布施町、端島というところがあります。１０.３キロ。柳井市の皇座山のところが、堺のところが１１.

３キロ。大島が１３.９キロ。こういうふうな距離感になっておりまして。原発のときもそうでしたけ

れども、非常に光市民の皆さんは、原発や中間貯蔵施設が目の前に建設をされるということに危機感

を持っておられるのが事実です。そして、私が申し上げているのは、広域圏の枠組みで議論をするよ

うな、今ときではないと思うんです。この中間貯蔵施設が建設をされて、私は上関町も決して発展を

するとは思いません。中国電力は、原発もそうでした。原発が来れば地域が発展をする。事故は起こ

りませんよ。世界一の事実を誇る日本の原発が事故を起こすわけありません。地域の振興にもなる。

人口も増える。このようなことを言って推進をしてきたのが中国電力です。そして、今回この中間貯

蔵施設、私は柳井広域という枠組みを超えて新たに新しい形での組織とか、それは考えていただきた

いと思いますが、本気でこれをストップさせよう、そういう思う皆さんが集まっておられる首長会議

と私は理解しております。その皆さんが真剣に考える、そしていろんなこともしなくてはいけないと

なれば、特別の組織を、会議を作って、この問題を地域の将来のために考えていくことが重要になる

と思いますが、町長、いかがですか。 

○議長（南  一成議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  繰り返しになりますけど、光市のほうからそういうアプローチというのは

全く受けておりません。小中議員が光市の議員さんにお話をされて、そういうふうな機運を醸成して

いただければどうか分かりませんが、今そういった情報とか全くいただいておりませんので、こちら

のほうから乗り込んでというふうな状況には今のところないなという気がいたしております。私の判

断が違うのかも分かりませんけれども、ですから、もう一歩事業計画なり進んできて、シンポジウム

とかいろんなことがあれば当然、光市のほうでもやるようになるというふうに思いますけれども、そ

ういった段階で意思の統一なりということが必要であって、まとまりましょうということがあれば拒
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むものではございません。私が拒否しているわけではございません。気持ち的には小中議員がおっし

ゃるような気持ちは持っておりますが、現実問題として、現時点で田布施町のほうから光市のほうへ

ということは、ちょっと今パイプ的に考えておりません。 

○議長（南  一成議員）  小中議員。 

○議員（８番 小中  進議員）  私はそういう意味で質問したんじゃないんですが、実はこういう

問題を抱えて、首長会議の皆さんが何とかして中間貯蔵施設が建設をされないように、多くの市民や

町民の皆さんの声を受け止められる、そういう中でどうしたらストップができるか。そのためには、

周辺の町や市民がどんどんそういう声を上げていく、そういう体制や動きが出てくることが、私は知

事さんの言われる周辺自治体にも大きな影響、その思いがあるんではないかと思うんです。ですから、

何でもそうですが輪を広げる、そういうことをしようと思えば、そういう中で声を広めていく、上げ

ていく、呼びかける、いうことを私はすべきではないかな。このような思いで申し上げたところでご

ざいますので、これ以上は町長にお尋ねいたしません。 

 以上のことで、大体町長は受け止めていただけたと私は思っておりますので、ぜひこの声を、首長

会議でもこういうことがありましたということで、しっかり声を伝えていただきたいというふうに思

います。答弁は結構でございますので、以上をもちまして質問を終わりたいと思います。大変失礼し

ました。ありがとうございました。 

○議長（南  一成議員）  以上で、小中進議員の一般質問を終わります。 

 ここで、暫時休憩します。再開を、３時２５分再開しますので、よろしくお願いします。 

午後３時０８分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後３時２２分再開 

○議長（南  一成議員）  それでは、これから再開いたします。 

 一般質問を続けます。 

 次に、藤田枝里香議員。 

○議員（９番 藤田枝里香議員）  それでは、通告に基づきまして一問一答形式で１問目。答弁者、

町長、教育長にお願いいたします。 

 まず、１問目。長期休暇の子供の居場所づくりをということで、この夏休みの終わりに、主に小学

生をお持ちの御家庭、中学生もいらっしゃる方もいらっしゃったんですけれども、その家庭に独自に

アンケートを取りました。地区も年齢も家族構成もバラバラです。城南、東、西、麻郷、麻里府の方

に、最終的に３５名の保護者の方にお答えいただきました。それで、約９割の方が長期休暇中の子ど
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もの過ごし方について困り事があることが分かりました。内容は、猛暑のため子どもを外に出せず家

で過ごすことが多くなり、メディアやゲーム時間の増加、それによる運動不足。小学生においては、

校区内で子どもだけで気軽に遊びに行ける場がないこと。親が仕事の間留守番が多いこと。子ども同

士が近くに住んでいないため、送迎が必要なこと。その際、親が在宅している家に偏ってしまうなど

が挙げられました。長期休暇中の子育てサポート環境の少なさから感じる子育てのしづらさが浮き彫

りになりました。 

 そこでお尋ねします。１、保健センターや学校、公民館など公共の施設を利用した居場所の提供は

できませんか。 

 ２、児童クラブは助かっているが、お弁当作りが負担との声が多数。コロナ禍には弁当の発注がで

きたようですが、希望をまとめて弁当を発注できないのでしょうか。 

 ３、町民が子どもの居場所づくりのために、公共施設を使用する際、利用料減免はできないでしょ

うか。 

 ４、長期休暇中、週１回でもいいので移動図書館を各公民館などで行えないでしょうか。 

 ５、体育館にエアコンを入れる計画はありますか。 

 ６、夏休みの宿題を子どもだけでできたという家庭は３割。６年生を除くと８９％が１人ではでき

なかったということです。夏休みの宿題の見直しは。 

 以上、お尋ねします。 

○議長（南  一成議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  お答えをいたします。 

 まず私からは、１点目と２点目の保健センターの活用と児童クラブに関する事項についてお答えを

させていただきます。 

 １点目の長期休暇中の子どもの居場所の確保についてですが、お尋ねのとおり、今年は特に猛暑や

家庭の事情等により、子どもが安全かつ安心して過ごせる環境の確保は、子育て世帯にとって大きな

課題と認識しております。現在、保健センター内のこども家庭センターで催し物や予約日のない日を

活用し、子育て世帯向けにセンターを活用し、利用してもらっております。ＰＲは十分ではございま

せんが、利用者からは大変好評いただいております。今後も様々な御要望等を活かしながら、できる

ことからやっていきたいなというふうに思います。 

 次に、２点目の児童クラブでのお弁当についてですが、令和２年度のコロナ禍において、児童クラ

ブ利用者を対象にお弁当の希望調査を行い、子育て支援と弁当業者への経済支援としてお弁当の手配

をさせていただきました。今後、児童クラブにおいても、保護者や支援員からの御意見も伺いながら、
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可能であれば保護者の皆様の負担軽減につながると思いますので、対応してまいりたいという気持ち

は持っております。町といたしましては、子育て環境の整備は将来の地域づくりの根幹であると考え

ております。今後も、保護者や地域の皆様の声を丁寧に受け止めながら、持続可能で安心できる子育

て支援の仕組みづくりに取り組んでまいります。ありがとうございます。 

○議長（南  一成議員）  鳥枝教育長。 

○教育長（鳥枝 浩二君）  それでは、長期休業中の子どもの居場所づくりに関わる幾つかの御質問

にお答えをいたします。 

 まず、１点目の、学校や公民館の施設を利用した子どもの居場所等の提供につきましては、利用す

る子どもの安全管理が必要となることから、子どもだけを対象に一般開放するということは難しいと

いうふうに考えております。 

 次に、３点目の、公民館施設等の使用につきましては、大人が利用申請すれば一緒に活用すること

ができますし、条件に適せば減免の措置も可能であると考えております。 

 ４点目の、各公民館における移動図書館につきましては、実施できるよう検討してまいりたいと思

います。 

 ５点目の、体育館へのエアコン設置につきましては、近年の異常なほどの暑さもあり、教育委員会

内でも検討はしているところではありますが、様々な課題もあることから、現時点では計画しており

ません。今後、議会とも御相談をさせていただきながら検討してまいりたいと思っております。 

 最後に６点目の、夏季休業中の子どもの課題についての御質問でございますが、各学校において、

今年度の取組の実情を十分に踏まえ、子どもたちにとって無理や負担の大きなものとなっていないか

どうかを、いま一度振り返り、今後の適切な課題の在り方等について学級担任だけで判断するのでは

なく、学年や学校全体で見直したり、改善したりできるよう、学校と連携を図り対応してまいりたい

と考えております。 

 以上でございます。 

○議長（南  一成議員）  藤田議員。 

○議員（９番 藤田枝里香議員）  答弁ありがとうございます。 

 今回、アンケートを取った３５件なんですけれども、１６組が２人兄弟ということで、その中で中

学生除いても１９足す３２で５１人の声を拾ったのかなと思っているんですけれども、令和６年田布

施町小学校児童数が５５５人なので、約１割の声なのではないかなと思うんですが、第３期田布施町

子ども・子育て支援事業計画の中で、「田布施町は子育てがしやすい町だと思いますか」という質問に

対して、未就学児童の保護者は７４.５％の方がしやすいと思っておられるんですけれども、小学生の
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保護者は６５.３％と、未就学の保護者と比べて９.２％低くなっております。そんな中で、令和１１

年度への目標が明記されているんですけれども、未就学児童の保護者は７４.５から８０％以上に。小

学生の保護者に対しては６５.３から７０％以上にしていきたいということで目標を掲げられており

ます。その目標のためにどんな取組をされていますでしょうか。これらのアンケートを取ったときに、

そのあと深く調査されたことはございますか。今回、藤田が取ったアンケート結果を通告書と一緒に

添付させていただいたんですけれども、かなりリアルな声がたくさん出ていたと思うんですけれども、

それを見ていただけたでしょうか。どう感じられたか教えていただきたいと思います。 

○議長（南  一成議員）  長合町民福祉課長。 

○町民福祉課長（長合 保典君）  第３期子ども・子育て支援計画につきましては、昨年度策定して

おります。それに基づきました「こども家庭センター」の開設等、新しいところでいえばそういった

ものに取り組んでいるところです。これまでも行ってきております児童手当とか、そういったものの

充実につきましても引き続き取り組んでいるところでございます。 

 それから、２つ目のアンケートを取られた後の追跡調査についてなんですが、これにつきましては

まだ行ってはおりません。 

 以上です。 

○議長（南  一成議員）  藤田議員。 

○議員（９番 藤田枝里香議員）  「こども家庭センター」なんですけれども、私、保健センターに

夏休み中３回用事があって伺ったときなんですけれども、ホール内は暗く、使用されていなかったん

ですね。先ほど町長の答弁の中では御利用いただいておりますということだったんですけれども、ど

んなタイミングで御利用いただいたのかお聞きしたいです。 

○議長（南  一成議員）  長合町民福祉課長。 

○町民福祉課長（長合 保典君）  こども家庭センターが、そもそも田布施町の子育ての窓口的な役

割を担っていきたいというふうに考えておりますので、まずは気楽に来ていただくというふうに考え

ております。その一環といたしまして、子育て中の世帯の方が子どもと一緒に遊んだりということで、

ホールのほうを開放しているということでございます。ちょっとＰＲにつきましては、先ほど町長の

答弁でもございましたが、ちょっとあまりこう大きくはＰＲはしていないのは事実でございます。と

言いますのも、どうしても職員が安全管理とか見守りとかということをすることができません。です

ので、現時点では、あくまでも利用者自身がそれらの責任を取っていただくもとで御利用をお願いし

ているという経緯がございます。ですので、今後、こういった利用のニーズを把握しながら、今後、

段階的に利用の範囲を広げてＰＲのほうも併せて行っていきたいとは考えております。 
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○議長（南  一成議員）  藤田議員。 

○議員（９番 藤田枝里香議員）  今回取ったアンケートの中に、暑くて運動ができなくて運動不足

になるのがとても心配という声の中に、エアコンの効いた涼しい広いスペース、保健センターのホー

ルみたいな場所で走り回ったり、柔らかいボールであれば蹴って遊べたりできるのではないかなとい

うような声があったんですけれども、先ほど見守りの職員はつけられないのでということだったので、

子どもたちだけでは利用するのは難しいのかなと思うんですけれども、例えば教育家庭支援チームの

「チームたのじ」の方に見守りに来ていただいたりとか、学校運営ボランティアの方に来ていただい

たりとか、そのような形にして子どもたちが過ごせる居場所をどうにか作れないものでしょうか。 

○議長（南  一成議員）  長合町民福祉課長。 

○町民福祉課長（長合 保典君）  先ほども申しましたように、今、御指摘いただきましたような御

意見等を踏まえて、今後、利用方法について改善していきたいとは考えております。 

○議長（南  一成議員）  藤田議員。 

○議員（９番 藤田枝里香議員）  ありがとうございます。未就学の子どもだけでなく小学生世帯も

利用しやすいような改善お願いしたいと思います。 

 東町長は子育て政策を最重要政策とたびたびおっしゃられておりますけれども、このたび、私、平

生町のほうがいいなと思った２つのケースがあるので、お伝えと質問したいと思うんですけれども、

先日、一人親家庭のお困り事で聞いたのですが、県の事業で家庭生活支援員の派遣制度というのが田

布施町には対応がないということで、平生町に住んでいる一人親家庭の方は対応があったということ

で、親同士は平生町はできるのに田布施町はできないというふうな受け取りになっていたんですけれ

ども、蓋を開いてみると、こちらで家庭生活支援員について県の母子父子福祉センターのほうにお問

合せしてみると、柳井のほうで管轄があるので田布施も対象ですよということだったんですが、何が

違ったのかというと、田布施の窓口ではそれがないというふうに言われてしまったということだけだ

ったんですね。平生町はどうしたかというと、窓口の方がその柳井の健康福祉センターに連絡を取っ

て本人にお繋ぎしたということだったんですけれども、たったそれだけで田布施町はできていなくて

平生町だったらあるんだねというふうに誤った情報が伝わってしまったんですけれども、田布施町で

も同じように窓口で情報提供だけでもされませんかという質問です。 

○議長（南  一成議員）  長合町民福祉課長。 

○町民福祉課長（長合 保典君）  今のお話なんですが、ちょっと想像で申し訳ないんですけど、そ

のとき対応した職員が、おそらくこの事業のことを把握していなかっただけなのかなと思っておりま

す。できるだけ、今後そういったことがないように職員に周知してまいりたいと思います。 
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○議長（南  一成議員）  藤田議員。 

○議員（９番 藤田枝里香議員）  ありがとうございます。周知をお願いいたします。 

 もう１つが、とてもいいなと思う件が、平生町の社会福祉協議会が夏休みの子どもたちの居場所事

業をしていることなんですけれども、「フリースペースあいあむ」と言って、時間内であればいつ来て

いつ帰ってもオーケー、夏休みを「あいあむ」で過ごしませんかということで、チラシを子どもたち

に配られております。時間が９時半から３時まで、毎週水曜日全６回、平成３０年から行われており

まして、今年参加者どのくらいおられたんですかと聞きましたら、子ども、保護者、地域の方合わせ

て３９２名の方御利用いただいたそうです。１日平均６０人前後ですね。だから、３９２名の方は幸

せに過ごせたんだなと思ったんですね。私がアンケートを取ったいろんな９割の方々はすごく困って

いるという現状があるんですけれども、平生町ではそういう事業があるということで。職員の方は特

に見守りしていなくて、中高生ボランティアと広報で募集した一般ボランティアの方に居ていただく

と。声をかけるのが昼食のときと、大声を出したり走っているときは声をかけますが、あとは本当に

自由です。というふうに言われておりました。ゲームをされてもいいし、宿題をしてもいいし、折り

紙を用意してあるそうです。来る途中にけがをされたお子さんもいたそうなんですけれども、それで

トラブルにはなっていないそうです。この２件を合わせて平生町のほうが子育て環境が整っていると

なったら、持ち家ではない方は引っ越すかもしれないです。このままでいいんでしょうか。 

○議長（南  一成議員）  長合町民福祉課長。 

○町民福祉課長（長合 保典君）  平生町のほうが子育てに手厚いという御指摘なんですが、本町と

いたしましても、平生町とは違う形では子育てのほうに支援に取り組んでいるところでございます。

ですので、逆に何がというのはお答え、ちょっと今できないんですけど、平生町と比べていただく中

で田布施町のほうが充実している部分も十分にあるのではないかというふうに私は考えております。 

○議長（南  一成議員）  藤田議員。 

○議員（９番 藤田枝里香議員）  私も田布施町の子育て支援、たくさんあるなと思っているんです

けれども、何かそれが分かりやすい形で一覧になっていたり、町民の方がすぐ思い出せるような状況

にないということがすごくもったいないなと思うんですよね。今日、内山議員がホームページのこと

を触れられておりましたけれども、子育て支援サイトのところを押したら、新着情報のほうが先に見

える形になるんですけど、メニューはどうしても見えにくくなっていて、ほかの子育て支援に力を入

れている市町は、やっているコンテンツを１個ずつアイコンにして、すぐ見えるようにしているんで

すね。そういうふうに視覚化することが大事だと思うんですけれども、柳井図書館に行ったときも柳

井子育て政策というふうに、分かりやすいところにチラシが貼ってあるんですけれども、やっている
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ことは田布施も一緒なんですが、ただ、それが見えるか見えないかだけで、「柳井はすごい子育てに力

を入れとるんじゃねえ」って思われるんですね。だから田布施も、そういう見える化をしっかりして

いただきたいと思うんですが、いかがでしょうか。 

○議長（南  一成議員）  川添副町長。 

○副町長（川添 俊樹君）  ずっと話を聞いていまして、いろんな御意見がありますので、町として

受け入れられることはやったらいいと思うんですけれども、人員の関係とか、それから社会福祉協議

会の話もさっき出ましたけれども、社会福祉協議会も平生町と田布施町ではちょっと成り立ちが違い

まして、平生町はちゃんとしたスペースもお持ちなんだろうと思いますけれども、それはスペースの

件は社会福祉協議会と連携して解決できれば町もやっていけるとか、いろいろ今の話を聞いてやれる

可能性があることはありますけれども、コンテンツとかそういったいろんな発信は、ずっと議会から

も言われているし、町長も指示を各課に出していろんな形で職員を指導はしているんですけど、なか

なか技術的に追いつかない面もあって、努力はしてるんですけど、今言われたような意見を参考にさ

せていただければ、またそれを見習ってやれることもあると思いますので、貴重な意見なんで、気が

ついたら言っていただければ内部で検討させていただきますので、よろしくお願いします。 

○議長（南  一成議員）  藤田議員。 

○議員（９番 藤田枝里香議員）  ありがとうございます。できる可能性があることはしていただけ

るかもしれないということで、本当に取り組んでおられることを視覚化するっていうのはそんなに難

しいことではないのではないかなと思うので、私が持っていけたらいいんですけれども、なかなか時

間を取れずできていないんですけれども。情報発信で東京から来られてる方がいらっしゃると思うん

ですけど、普段は何をされているんですか。 

○議長（南  一成議員）  川添副町長。 

○副町長（川添 俊樹君）  企業人の話だろうと思うんですけど、一応、令和６年度末で契約が切れ

ました。更新を町のほうは希望したんですけれども、やはりＩＴの関係というのは、多分ですけど結

構引く手あまたなんだろうと思いますので、一応、町としては契約を切らざるを得ない状況になって

いますので、現在、不在でございます。 

○議長（南  一成議員）  藤田議員。 

○議員（９番 藤田枝里香議員）  分かりました。ちょっとそれは存じあげなかったので、ちょっと

残念な気持ちもありますが、ちょっとしたノウハウは置いていかれたのではないかなと思うので、職

員の方が引き継いでいただけたらと思います。先ほどの答弁いただいた内容の中で、条件が合えば減

免も考えられるということだったんですけれども、例えばどのような条件を満たせばよろしいのでし
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ょうか。 

○議長（南  一成議員）  福田社会教育課長。 

○社会教育課長（福田 幸治君）  条例上には生活保護を受けている者、特にその他特別な理由があ

ると認められる者については減免という大きな枠が、括りがあるんですけど、例えば公共施設の公民

館で言えば、公民館講座の承認を受けている団体が使用するときは半額免除という条件がございます。

だから、公共施設の利用目的とか、今言われるような居場所に限りましては見守り体制とか、あとは

安全管理体制などの協議が整って、そういうところが整えば、適せば減免というのも考えられるので

はないかと思っております。 

○議長（南  一成議員）  藤田議員。 

○議員（９番 藤田枝里香議員）  敬老イベントは補助があるじゃないですか。あと、いきいき館の

利用は補助があったりするんですけれども、子育て世代であったり、子どもの居場所を作るってなっ

たときに、公民館講座の承認を受けている団体というのしか手がないんでしょうか。 

○議長（南  一成議員）  福田社会教育課長。 

○社会教育課長（福田 幸治君）  公民館、公共施設の減免については、そこの自治会がその自治会

のためにやる運営であったり、そういう協議であったりすれば減免があるんですけど、今、子どもの

子育ての関係ですぐ減免できるっていうような、今、条件のものはないと思っております。 

○議長（南  一成議員）  藤田議員。 

○議員（９番 藤田枝里香議員）  今後、そのようなのを作っていただける可能性はありますでしょ

うか。 

○議長（南  一成議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  先ほどからいろいろ御提案いただいて、できないことはないような、やる

っていう気持ちでやればできると思いますんで、やらないと思ったら何もできないんですが、やろう

と思えばできないことは何もないんで、減免しようと思えば、議員おっしゃるように子供の居場所づ

くりとか、やっぱりその町の施策でございますんでね、そういったものがあればどういう形であり、

減免なら減免でいいですよということでありますし、先ほどの保健センターですか、私も気になって

おったんですが行っても暗いんですよね。ここでどうやって遊ぶのかなというふうに思いながら、何

か行事が入っているのかなとか思ったりしましたけど、やっぱりあそこ、ボールパークとかキッズル

ームとかいうふうに名称を変えて、こども家庭センターというのはそれなりの、やっぱり育児に不安

があったり、いろんなＤＶとか、やっぱりそれなりの役目がありますけれども、そうじゃなしていく

にして、保健センターでそういう子育ての居場所づくり、内山議員からも御提案いただきましたけれ
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ども、以前はＢ＆Ｇでそういった制度があったから、理事長にもやってくれと言ったんですがね、こ

らえてくれと言われまして、ちょっと要望はしております。復活してもらったら助かるんですがとい

うのはしておるんですが。それをＢ＆Ｇでやるとなるとちょっと施設的な制限があって、なかなか厄

介かなとは思うんですが、そういった居場所づくりというの子育ての中でやっぱりその保育料とか給

食費とか学費とか、そういう大きなものに隠れた細かいものというのは、今、藤田議員がおっしゃい

ますように、子育てされる方からすると、非常に気になるところだろうと思いますので、保健センタ

ーもちょっとやり方、社協とも相談したいと思いますし、中学校、高校生もたくまるボランティア君

とかいますので、そうした中でスケジュールで、ほかのグループも入っていただいて、長期休業中開

設ができれば考えてみたいというふうに、私が守するわけではございませんので、ちょっとお約束は

できませんが、やれるというふうに私はちょっと感じましたので、施設があってエアコンもあるわけ

ですから、ボールも買っておりますのでね、それを誰か見ていればいいということですから、そこは

ソフト事業というのは、そういうこのやろうという熱量があればできないことはないと思いますので、

どんどんおっしゃって、なかなか気がつかないんですよね、職員もそういう目線でいませんから、実

際に私も孫の面倒を見ていると、やっぱり保育園もこういうふうにしたらいいのになあと思うんです

が、現場に行くと、「いや違うよ」と言われるから難しいんですが、言っていただいたら、本当に細か

いことでも対応はさせていただきます。そうした細かいことが子育て支援の今からの基本になろうか

と思いますので、ありがとうございます。どんどん言っていただいたら、対応させていただきます。 

○議長（南  一成議員）  藤田議員。 

○議員（９番 藤田枝里香議員）  とても勇気づけられるというか、アンケートに答えた９割の困っ

ている方たちがとてもうれしくなる御回答をいただきまして、ありがとうございます。ぜひ、来年の

夏休みに同じアンケートを取ったときには困っている家庭が減るように、来年にはソフト事業なので

取り組んでいただけたらと思いますし、私もボランティアでしっかり入れるようにしたいと思います

ので、よろしくお願いいたします。 

 もう１つ。その居場所じゃなくて、困らせているというのがやっぱり宿題のことだったんですけれ

ども、私は以前担任の先生にその宿題について減らせるかとお尋ねしたんですけれども、上から言わ

れたことを出しているのでというふうに言われてしまいました。なので、その先生が決められること

じゃないんだなと思ったんですけれども。となると、夏休みの宿題を減らして親と子どもの負担を減

らすことができるのは教育委員会なのかなと思うんですけれども、今回、アンケートを取る中で質問

は２つしたんですね。夏休みお子さんの過ごし方についてお困り事はありましたかというのと、どん

なお困り事ですかというものと、あったらいいなというものを教えてくださいというのが１つの問題
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で、もう１つが、宿題は１人でできましたか。たったそれだけを聞いたんですけれども、分類分けで

こういうふうに困っているんだということは分かったんですが、その困り事の中でも遊び場がないっ

ていうのが一番多かったですね。あったらいいなと思うものが、気軽に利用できる居場所や活動の場

っていうところだったんですけれども、その問題は今解決したとして、宿題は１人でできましたかと

いう質問に対しての怒りというのがすごく保護者さんたちの声の中、急にトーンが変わって答えられ

る方が多くて、それが特に仕事が、子どもが１人で宿題ができないから、せっかくのお休みの日も宿

題に付き合うことになるという怒りが多かったんですね。せっかくの休みなんだから一緒に遊んであ

げたいっていうふうな声が多かったです。それを受けて、それってすごくストレスなんだ。ストレス

というか、親も子どももストレスなんだなと思ったんですけれども、何が難しいかというと、作文と

自由研究がとにかく難しいと。ドリルは１人でできますということだったんですけれども、学校の授

業で読書感想画というのをやるじゃないですか。読書感想文というか、作文の書き方っていうのは、

あまり授業でやらないようなので、親も一緒になって考えないといけないというところなんですけれ

ども、議会モニターを頼んでも断られる方が多いように、大人の方も作文を書くのがすごく難しい方

が多いんですね。それでもやらないといけないというか、任意にしたらいいのではないかなと思うん

ですが、どうして続けておられるんでしょうか。 

○議長（南  一成議員）  山中教育次長兼学校教育課長。 

○教育次長兼学校教育課長（山中 浩徳君）  お答えします。 

 まずは、このアンケートありがとうございました。結果を見て、「ああ、なるほどな」というふうに

私自身感じております。私も、実は子育てをしましたので、当然よく分かります。作文、また自由研

究、本当、親の仕事だったような気がします。ただ、通り過ぎてみますと、やはりその低学年のとき

はやはり一緒に勉強したというのが今となっては実感としてあります。これがやっぱり高学年になっ

てくると、なかなか親が手を出しづらくなってきます。というのが、やっぱり勉強が難しくなってく

るということもあろうかと思います。でも、今言われたようにストレスというのはかなりあるのでは

ないかというふうには私自身も思っています。先ほど教育長の答弁もありましたけれども、別段、そ

のトップからトップダウンというわけではないんでしょうけど、各学校の担任の方の考え方もあろう

かと思いますし、やはり発達段階に応じた、当然、プリントとか宿題というのは大切だというふうに

思っていますので、やはりその辺をじっくりまた教育委員会としても学校と協議をしながら、やはり

適切な宿題と言いますか、それを踏まえた上で対応していきたいというふうには考えておるところで

ございます。ただ、やみくもに減らすというのでは、やっぱり長期の休みですので、ある程度負荷を

かけた達成感というのも大切だというふうには考えておりますので、そこもいろいろ考えながら、今
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後対応をしてまいりたいというふうに考えております。 

○議長（南  一成議員）  藤田議員。 

○議員（９番 藤田枝里香議員）  ありがとうございます。今、山中課長の中で低学年のときは一緒

にやることが思い出にも繋がるというふうにあったんですけれども、私、今回アンケートを取った中

で低学年、１年生の子は逆に１人でできたという子もいるんですが、６年生以外の中学年、高学年の

方もやっぱり１人ではできなかったという人のほうが多いので、それで親の方も怒りが溜まっている

というような状況ではないかなと思うんですね。今年、麻郷小ではサマースクールしていただいたん

ですけれども、例えばあのようなときに作文の書き方とか、自由研究をどうやってまとめるのかすら

も、うちの子は分からなかったので、ずっと工作していたから。そこからだったので、何かそういう

手引きというか、ちょっとだけやり方を教えていただくだけでも１人でできる子どもも増えると思う

ので、ぜひそのあたりお願いしたいと思います。 

○議長（南  一成議員）  山中教育次長兼学校教育課長。 

○教育次長兼学校教育課長（山中 浩徳君）  ありがとうございました。特に昔と違って、今、８月

の２０日ぐらいに草刈りがあって、そのときに多分宿題を出すことが非常に多くなってきております。

やはり、それに駆け込み乗車する子ども、また親御さんの顔が今浮かんでいるわけでございますけど、

今のような例えばサマースクールとか、そういう宿題をやるための何か居場所づくりと言いますか、

それはまた今後検討させていただきたいというふうに思います。 

○議長（南  一成議員）  鳥枝教育長。 

○教育長（鳥枝 浩二君）  いろいろな御指摘、それから御提案ありがとうございます。 

 このたび、議員さんの御質問の中でアンケートを見せていただきまして、やっぱり作文と絵画と自

由研究や工作、こうしたものがかなり子どもたちにとって負担になっていると言ったらおかしいです

が、どう進めていったらいいかというのがなかなか分かりづらいと言われるお子さんが多いと。それ

に保護者の方も、うまいことアドバイスできなくてという部分があるのではないかなと、これは今ま

でもありました。私個人的には今後、一部の公民館では工作なんかは手伝うような、サポートするよ

うな時間とか機会を設けておられるところもありますので、時期を見てこういったものに子どもがや

ってきて、質問したり相談をしたりすることにサポートできるような機会を町内で一斉にやることを

ちょっと考えていきたいなということを思っています。ただ、多くの方の支援がないとこれできませ

んので、本当に困っておられるお子さんをサポートして、うまいこと学校生活に繋げていかないと、

多くのケースの場合、宿題がなかなかできなくて学校に行きづらいというような、そういった悩みに

繋がっているケースもありますので、それも含めてスムーズに長期休業中を乗り切って学校生活に繋
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げるような機会をたくさんは設けることは難しいと思いますけれども、困っている子どもたちへのサ

ポートの場をちょっと今後検討していきたいと思っております。 

○議長（南  一成議員）  藤田議員。 

○議員（９番 藤田枝里香議員）  心の中で拍手をしながら今聞いていたんですけれども、公民館の

講座、ぜひ、講座というかそういうサポートの場所を作っていただけたらとてもありがたいなと思っ

たんですが、アンケートの中の言葉を思い出しまして、その公民館講座とか、その工作に連れて行き

たいが働いているため連れて行けないという方が２、３名おられたんですけれども。一方で、児童ク

ラブの下校の「のりーね」すごく助かったから、普段の児童クラブでも続けていただきたいという声

もあったんですね。その公民館講座、大体１０時からだったりするんですけれども、お家の方は８時

までに家を出たりとかして、子どもだけ置いて留守番させているということがあるから、そういうふ

うに言われたんだと思うんですが、「のりーね」をそういうふうに活用したりとかというのはできるで

しょうか。 

○議長（南  一成議員）  川添副町長。 

○副町長（川添 俊樹君）  実証実験で今回しましたけれども、本来であれば協議会で関係のいろん

な業者との協議会の中で合意事項になりますので、その中で提案をして、いいんじゃないかという話

になれば可能だと思います。ただ、業者的になかなかちょっとハードルが高いかなという思いはしま

すけど。 

○議長（南  一成議員）  藤田議員。 

○議員（９番 藤田枝里香議員）  今回、実証実験だったということで、ぜひ、要望として伝えてい

ただけたらと思います。 

 では、もう１つの質問に移らせていただきたいと思います。 

 こちらの答弁は町長でお願いいたします。 

 かけざんしたまちづくりということで、自治会など地域活動の担い手不足、核家族、一人暮らし世

帯の孤立、世代を超えた交流の薄れ、少子化による遊び相手の減少、免許返納後の移動手段の確保が

本町でも課題ですが、奈良県生駒市の取組「まちのえき～歩いていける拠点づくり」が、それらの課

題解決に繋がっています。まちのえきとは、高齢者や子どもでも歩いていける距離にある自治会館や

公園などを地域の拠点イコール「まちのえき」として活用する取組です。公共交通の限界を補うため、

人を移動させるのではなく、サービスを人の近くに持ってくる発想の転換が行われています。生駒市

では自治会館を拠点に１５か所設置されていて、百歳体操と移動販売やキッチンカー、家庭から出た

不要な本や食器、子ども服のリユース市などを組み合わせて多様な年代が集う日を作っています。賑
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わいや交流のあるまちづくりは、健康長寿、生きがい、防災、環境負荷軽減につながると考えます。

完全に真似するのは難しいかと思いますが、本町でも現在行っている事業にほかの年代が集えるよう

な事業を組み合わせてはいかがでしょうか。 

○議長（南  一成議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  お答えをいたします。 

 地域活動の担い手不足、核家族化、一人暮らし世帯の孤立、世代間交流の希薄化、少子化による遊

び相手の減少、移動手段の確保など本町のみならず全国的な課題となっていると思います。特に、核

家族化や世代間交流の希薄化により、地域のつながりが弱まる現状には町としても強い危機感を持っ

ております。 

 お尋ねの奈良県生駒市の「まちのえき」から行ける拠点づくりの取組や自治会館など身近な拠点を

活用し、他世代が自然に集い、交流と支え合いを生み出している好事例で、参考になるものと受け止

めております。 

 本町におきましても、既存の公民館や自治会集会所、こども家庭センターなどの公共施設を活用し、

世代間の自然な交流が生まれるよう地域と協働しながら仕掛けづくりを模索しておりますが、現在、

その担い手、お世話をしていただく人の確保や十分な理解と協力が必要ではないかなというふうに感

じております。また、こども家庭センターでは施設の空き時間を活用し、子育て中の親子が気軽に集

える場を提供しており、母子保健推進員によるちびっこ広場も定期的に開催され、季節に応じたイベ

ントや相談の場として好評を得ております。今後は、これらの子育て支援事業に加え、高齢者向けの

健康づくり事業や小・中学生を対象とした活動などを組み合わせることで、世帯を超えた交流の場を

創出できないか、具体的な実施方法を段階的に検討してまいります。また、こうしたイベントの際の

屋外スペースの活用について、今年度導入予定のキッチンカーは、町で活躍される様々な団体や新た

に起業にチャレンジしたい青年・女性に貸し出し、あらゆる場所でイベントに積極的に出展していた

だき盛り上げていただく予定といたしております。また、移動販売につきましては、高齢者支援に係

る取組として、これまで公民館で行われる生きがい教室で買物の体験を試みた事例がございます。ま

た、麻里府公民館と城南公民館では、移動販売者を派遣していただき、参加者からはおおむね好評を

いただきました。しかしながら、事業者からは生きがい教室は月に１回の開催であり、向上的な移動

者販売の対応は難しいとの話も聞いております。また、町内を巡回される移動販売は大体ルートが決

まっており、時間的な余裕もなく、不定期の既存の住民の集まりの場を直接結びつけることは難しい

面もあろうかというふうに思います。いずれにいたしても、地域の方々が既存の地域の祭りやイベン

ト等において、希望に応じてキッチンカーやリユース品の物販などを行えるような仕組みづくりにつ
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いては、地域再生町おこしの起爆剤となり、地域の魅力ある定住環境・交流環境づくりとなることが

期待されるため、関係部署と連携しながら研究を進めてまいりたいと考えております。 

 移動手段の確保につきましては、本町では今年度、「予約型乗合タクシー のりーね」の実証実験を

行っております。今後はその結果を分析し、制度の改善や拡充を図るとともに、免許返納後の生活支

援として、地域交通の在り方についても地域の皆様の声を丁寧に伺いながら、持続可能な仕組みづく

りに努めてまいります。 

 町といたしましては、賑わいと交流のある地域づくりが健康長寿や生きがい、防災力の向上、さら

には環境負荷の軽減にも繋がるとの認識のもと、今後とも地域の皆様とともに身近な拠点を活かした

多世代の交流場づくりに取り組んでまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（南  一成議員）  藤田議員。 

○議員（９番 藤田枝里香議員）  明るい御答弁をいただきまして、ちょっとうれしく思っておりま

す。 

 町の駅の取組の中には、リユース・リサイクルで交流を生むという事例もあります。新しくなる麻

里府公民館に、地域の方から集めた本や漫画で作った地域文庫を作ったり、捨てるには惜しいがもう

使わないような食器などを置くリユース棚の設置などしてはいかがでしょうかと思うんですが、いら

ないものがいっぱいあると汚くなってしまうと思うんですが、棚をきちんと設定していれば増えすぎ

ないですし、乱雑になるのも防げると思うのですが、いかがでしょうか。 

○議長（南  一成議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  今、新しい公民館の図面がここにあるんですが、壁が図書がくるのと、あ

とガラスとあれなんですよね。だから、藤田議員おっしゃるようなリユース品を置く棚がちょっと見

つけにくいかなと思って、もう建築しておりますので、物品もまた御説明しますけども入札をするよ

うにいたしておりますので、少し時間はいただくようにさせていただいて、定期的なのか随時なのか

でまた随分、ほかの公民館とか保健センターとかの活動もできると思います。そうした移動で回れる

ようなものにするのか、ちょっと麻里府公民館のフロアはちょっと私の頭の中の図面では厳しいのか

なというふうに思います。 

○議長（南  一成議員）  藤田議員。 

○議員（９番 藤田枝里香議員）  以前、麻里府公民館長とお話ししたときに、町長がその図書館み

たいなものを作ったらいいのではないかなとおっしゃっているというのを聞いたので、まだ間に合う

のであればと思って。そのリユースの仕組みを使った地域分庫というのを作ったらいかがかなと思っ
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たんですけれども、麻里府公民館に限らず、保健センターでもいいと思いますし、東でも西でも麻郷

福祉会館でもいいかなとは思うんですが、その常設してあることでそこに人が行くというような利点

があるようで、そのリユースの仕組み以外ではごみの分別、資源ごみの分別をしながら交流スペース

も作ったという自治会館もあるので、まだ図面というか、そういう余地のある公民館があればそんな

にお金のかかることではないので、ぜひ取り組んでいただけたらと思うんですけれども、いかがでし

ょうか。 

○議長（南  一成議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  藤田さんのイメージを私の中にいただければお答えができるんですが、今

ぼやっとしておりますので、できるものであれば、麻里府の公民館は、本棚はホールのほうに向けて

作るように指示いたしておりますので、それに入れる本をどうするのかというのは図書館のほうと、

また話をしていかなければいけませんけれども、同じものをずっと置いとってもいかんかなと思いま

すので、随時入れ替えながらということで、対象は子どもさんを中心にしたいなと思っておるんです

が、それは図書館の司書のほうにまた相談をいたしてみたいと思いますし、本であればスペースはご

ざいますので対応は検討させていただきます。 

○議長（南  一成議員）  藤田議員。 

○議員（９番 藤田枝里香議員）  今、麻里府公民館にできる本棚について具体的に教えていただき

ましたけれども、悲しいことに麻里府地区、子どもが少ないので、子ども向けの本ばかりだと御高齢

の方が欲しいような本は手に入らないのではないかなと思うんですね。なので、小説とかも一緒に入

れていただけたらと思うんですが、ちょっと話が逸れてしまって申し訳ないと思うんですけれども、

ちょっと一言お伝えしたいと思います。 

 日本老年学的評価機構研究機構というのがありまして、ＪＡＧＥＳという。高齢者の健康長寿に貢

献するため、予防政策の科学的根拠を構築することを目指す研究プロジェクトがあるそうなんですけ

れども、単純に人と人との関わりが週に１回あるかないかで、健康リスクに影響するという研究結果

があります。生駒市のまちのえきでは、各場所で取組が違うんですけれども、コミステと呼ばれるま

ちのえきが萩の台というところにあります。約７００世帯の住宅地なんですけれども、そこは、先ほ

どちょっと申し上げました資源ごみを回収しながら、地域の方がお茶飲んでいけるようなスペースも

あるというところなんですけれども、その団地の方を対象に大学と企業が共同で調査をしたところ、

コミステの利用者は非利用者に比べ、健康への意識や幸福感が１から３割増加するとともに、要支援・

要介護リスク得点が低下することで、介護費用の抑制が期待できる結果が得られたという研究結果が

あるんですね。私はすごく驚いたんですけれども、健康への意識は上がることはあると思うんですけ
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れども、幸福感が上がるというのは、なかなかできないというか、他人がどうこうしようと思ってで

きることではないけれども、やっぱり定期的に人と会える場所があるというのがすごく重要というふ

うに感じたんですけれども。そうですね、田布施でもできることからつなげていっていただきたいな

と思いまして、質問を終えさせていただきます。ありがとうございました。 

○議長（南  一成議員）  以上で、藤田枝里香議員の一般質問を終わります。 

────────────・────・──────────── 

○議長（南  一成議員）  お諮りします。本日の会議はこれで延会にしたいと思います。御意見あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（南  一成議員）  異議なしと認めます。したがって、本会はこれで延会することに決定い

たしました。 

 本日はこれで延会します。 

 明日は午前９時から会議を開き、引き続き一般質問から行いますので、定刻までに御参集をお願い

します。 

（ベル） 

午後４時１５分延会 

────────────────────────────── 
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午前９時００分開議 

（ベル） 

○議長（南  一成議員）  これから本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程はお手元に配付したとおりです。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（南  一成議員）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、内山昌晃議員、高見英夫議員を指名いたし

ます。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．一般質問 

○議長（南  一成議員）  日程第２、一般質問を行います。 

 順番に発言を許します。落合祥二議員。 
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○議員（１番 落合 祥二議員）  それでは、通告に従い、２件の質問をいたします。 

 質問方式は一問一答で、答弁は２件とも、町長にお願いします。 

 まず、１問目の空き家対策についてです。１０月下旬頃から新年度の当初予算編成作業に入るとい

うふうに聞いておりますことから、本年の３月議会で質問した件を中心に、この件についてはお尋ね

します。 

 １点目、空き家対策は、空き家をなるべく早い段階で活用することを基本とし、所有者や活用希望

者の判断を迅速化する取組を推進することにあると思いますが、どう思われますか。 

 ２点目、空き家の実態把握は、いつどのような方法で行うのですか。 

 ３点目、空き家コンシェルジュの任命はあれから、昨年の１２月に一般質問しておりますけども、

それからどうなったのでしょうか。 

 ４点目、集落支援員制度を空き家対策の実態把握に活用する考えはありませんか。 

 ５点目、経済課と建設課に分かれている本町の組織を一つの組織、例えば係にする考えはありませ

んか。周防大島町では総務部に空き家定住対策課が設置されています。 

 ６点目、本町で空き家対策に対応するには、職員のマンパワーや専門的知識が不足しており、消費

者への働きかけ等が十分にできないと思います。かつてから指摘しているところではありますが、町

内の不動産業者などの民間に協力を求める考えはありませんか。 

 ７点目、他の市町村と比較できる全国版空き家・空き地バンクの活用は継続しておられますか。 

 ８点目、株式会社ジチタイアドが運営する「ａｋｉｓｏｌ」の試験導入はその後どうなったのでし

ょうか。 

 以上、最初の質問です。 

○議長（南  一成議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  それではお答えいたします。 

 本町の空き家対策については、３月議会でも議員から同様の御提案をいただきました。繰り返しの

答弁となるものにつきましては、御容赦いただきたいというふうに思います。 

 まず、１点目の空き家を早い段階で活用し、所有者や活用希望者の判断を迅速化する取組を推進し

てはとの御提案と、空き家対策に関する取組の推進に関しましては、２点目以降の御質問にお答えす

る形で回答をさせていただきます。 

 それでは、２点目の空き家の実態把握は、いつ、どのような方法で行うのかという御質問と、３点

目の空き家コンシェルジュの任命はどうなったのかとの御質問でございます。 

 まず、これまで議会でお答えいたしておりますとおり、本町の空き家調査の一環として、現在、固
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定資産税の家屋情報と世帯情報を突合する作業を行っております。その後、居住、その他の使用がな

されていないことが常態化しているであろう家屋を抽出し、かねてより空き家の優良物件の掘り起こ

し、空き家所有者への働きかけを業務とした、地域おこし協力隊を地域活性化コンシェルジュとして

任命し、その後の現地調査から担っていただく予定としております。しかしながら、対応いたしてお

りますが、現時点では、採用には至っておりません。秋に参加予定のひろしま広域都市圏移住フェア

でも積極的な募集活動を行い、その後開催予定のお試し暮らしツアーへの参加を促す予定としており

ます。 

 なお、地域おこし協力隊員の任用が想定どおり進まない場合は、実態把握まで町の職員でできる範

囲で実施することとしております。その中で町が求める人材について、空き家の利活用など、関係人

口創出について、熱意のある隊員候補をすぐにでも紹介可能な事業者も見つかりましたので、そちら

とお話を進めて、そうした任用も現在、検討をいたしております。 

 町といたしましては、１つの方法だけでなく、いろいろな形での対応が必要と考えておりますので、

しっかりとした体制づくりに向けて、少ない職員数の中ではありますけども、大変頑張っております。 

 次に、４点目の集落支援員制度を空き家対策の実態把握に活用する考えはないかとの御提案でござ

います。こちらも３月議会での回答と同様となりますが、空き家の実態把握も、集落支援員の集落点

検活動の１つとして位置づけられておりますので、引き続き、制度の拡充に向けて取り組んでまいり

ます。 

 次に、５点目の経済課と建設課に分かれている本町の組織、空き家に関するものと思いますけども、

それを一つの組織にする考えはないかという御提案でございますが、こちらも３月議会での回答と同

様となりますけども、２つの課の空き家対策に係る目的がそもそも根本的に違っておりますので、ど

ちらかに移管するということは現実的ではなくて、また、他市町のように空き家対策に特化した新た

な課を新設することも、現在、本町の職員数に余裕がある状況ではございませんので、これまでどお

り各課が連携し、本町特有の横断的な係を超えた組織力でそれぞれの課題に対応してまいりたいと考

えております。 

 次に、６点目の町内の不動産業者などにも協力を求める考えはないかとの御提案でございますが、

本町に限らず、兼務業務の中、不動産の専門家ではない自治体職員のみで取り組むことは厳しいと言

わざるを得ません。このような中、本町の空き家問題の解決に向けて、空き家をまちの資産として取

組を進めていただいております、新たな民間組織がございます。私もお会いいたしましたが、こちら

では、空き家物件のリフォームやシェアハウス的な物件も募られておられ、この組織には、若くて宅

地建物取引業資格を持たれた方もメンバーになっておられますことから、町といたしましても、今後
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この新たな組織とあらゆる連携を模索して、共創的な取組をしていきたいとなというふうに考えてお

ります。 

 次に、７点目の全国版空き家・空き地バンクの活用は継続しているかとの御質問でございますが、

現在も、国と締結している管理業者のアットホームへ物件情報の公開をお願いいたしております。 

 ８点目の「ａｋｉｓｏｌ」の試験導入はどうなったのかとの御質問でございますが、昨年３月から、

管理の行き届かない空き家の増加を食い止めるため、株式会社ジチタイアドが運営する専任アドバイ

ザーが所有者対応から本質的な問題解決まで行うサービス「ａｋｉｓｏｌ」を導入いたしております。

当初は、試験導入という形ではありましたが、継続をして依頼をいたしております。これまで、地元

不動産業者への媒介が８件ほど進み、うちゼロ円物件も含めて２件成約に結びついております。現在

も媒介対応中の物件が３件、媒介募集中が１件となっていることなど成果も出ており、引き続き、所

有者から専門的な相談がある場合はこの「ａｋｉｓｏｌ」につないでいくことといたしております。 

 以上のように、優良な空き家をあらゆる形で有効活用できるよう、先にいろいろと申し上げました

方策により、着実に取組を進めてまいります。 

 以上でございます。 

○議長（南  一成議員）  落合議員。 

○議員（１番 落合 祥二議員）  １問目の、空き家を早い段階で活用し、所有者や活用希望者の判

断を迅速化するよう取組を推進してはというふうに提案しましたけど、これにつきましては、そうい

う考え、それに対してどのように、ちょっと今、回答いただいたんですが、ちょっと分からないとこ

もあるので、再度質問させていただきます。 

○議長（南  一成議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  当然、家というのは人が住まなくなって時間が経つにつれて傷みますし、

管理にお金がかかってきたりしますので、先ほど申し上げました、そういった物件を、資産として捉

えて有効活用しようという、新たな団体も発足されましたので、また、空き家万博という取り組みも

町内でされるようでございまして、九州とか、この辺を連携してやろうということでございますので、

そうした新たな若い方が取り組まれておりますので、町も当然そういう資産として、ちゃんとして有

効活用したいという思いがございますので、そうした方々とやっていきたいと思いますし、これまで

の空き家バンク制度も当然、ちゃんと使ってくださる方を、募集するということをやっておりますの

で、引き続き、それに力を入れてやってまいります。 

○議長（南  一成議員）  落合議員。 

○議員（１番 落合 祥二議員）  分かりました。 
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 それでは、２点目の、空き家の実態把握ですけども、今、空き家の現在固定資産税の家屋情報と世

帯情報と突合する作業を行っていると。空き家の優良物件の掘り起こし、空き家所有者への働きかけ

など業務として地域おこし協力隊に任せるという考えだということでございます。 

 次の３番目にも関係するんですけども、地域コンセルジュは今のところまだ決まっていないと。な

お、地域コンセルジュが決まらない場合については、熱意のある隊員候補者をすぐにでも紹介可能な

事業者も見つかりましたのでということですが、その辺で、まだ決まっていないと。コンセルジュに

ついては決まっていないということと、実態把握は今、私が言ったような状況だというふうに理解し

たんですけども、熱意のある隊員候補者をすぐにでも紹介可能な事業者が見つかったというのが、ち

ょっと具体的に説明していただけたらというふうに思います。 

○議長（南  一成議員）  長谷経済課長。 

○経済課長（長谷 満晴君）  お答えいたします。 

 地域活性化コンシェルジュ、空き家対策に関する地域おこし協力隊に関することでございますが、

当初、募集を様々な媒体にかけて、行っておりまして、どのタイミングでそういった候補者の方が現

れるかというところで、今年度は進めているところなんですが、ちょっと残念なことに、現時点でも

まだ現れていない。また今後、いろいろな相談会等のフェアに、参加しながら募集のほうをかけてい

くんですが、すぐにでも隊員をあっせんできるというような事業者の方が、こちらのほうにお見えに

なられて、お話のほうをさせていただいたところで、いかがですかというふうなお話をいただいたん

ですが、こちらの当面当初からの取り組みと、その切替えというのが、ちょっとすぐにでもそちらに

という部分にはならないので、ちょっと時間を、今の取り組みを進めながら、ちょっとここはまだ進

んでいかないなというところがあれば、そういった事業者の方に、すぐそういった２００人ぐらいは

候補者を抱えておりますというところでございまして、空き家対策についても、実績がございますと

いうふうなお話もいただきましたので、そちらのほうに、これからいろいろなこれまでの実績の部分

を深くお聞きして、こちらの田布施町の取り組みとマッチするのかという部分を、確認をしながら、

そちらのほうも検討をさせていただきたいなというふうに考えております。 

○議長（南  一成議員）  落合議員。 

○議員（１番 落合 祥二議員）  ４番目の質問と関連するんですけども、私はコンシェルジュが要

するに総合世話係という意味ですけども、コンセルジュがもしうまく集まらない場合は、集落支援員

を活用するということもあるように考えて、４番目の質問もしているわけではございますが、今言わ

れた紹介可能な事業者というのは、先ほど町長の答弁にもありましたけども、空き家万博の関係者な

んでしょうか。 
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○議長（南  一成議員）  長谷経済課長。 

○経済課長（長谷 満晴君）  それとは全く別の団体でございます。 

○議長（南  一成議員）  落合議員。 

○議員（１番 落合 祥二議員）  もし支障がなければ、具体的にどういう団体か教えていただきた

いんですが、いかがでしょうか。 

○議長（南  一成議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  非常に若い方、北海道大学を卒業されて就職されずに、こうした地域問題

に取り組みたいということで、同じ志、最近は、卒業しても大きな企業に入りたいとかいうのでなく

て、それまでにやっぱりいろいろ自分の力を試してみたいとか、特にＳＮＳとかそういったものを使

う中で社会の問題を解決できないかという若い方がたくさんいらっしゃいまして、その経験なり技術

なり持たれている方のネットワークがあります。私もお聞きした限りは、今年度ぐらいにかけて、７

つの団体で採用していただきましたと。非常に結局はあれなんですよね、国の地域おこし協力隊の制

度のお金を使いながら、その範囲内でいろんな隊員の相談とか、やっぱり団員も来ると、一人で来る

となかなかできなかったりしますんで、お互いのネットワークで「どうかいねーつって、熊本の方は

どうかいねー、こうしよるんよ」というのを、お互いにネットワークをして、若い者同士が、一つに

なって問題解決していこうということ。田布施におられるんですけども、ほかの地域の方々と問題解

決に向けて、いろいろ提案をしていただいて解決していくという取り組んで、私非常にいい取り組み

だろうというふうに思いましたし、何回も申し上げますが、一つの方法で解決はしないので、ＳＮＳ

とか、そういう人材を抱えて興味があるという方を使いながらするものと、落合議員おっしゃるよう

な集落支援員とか専門知識を持たれている方、また、空き家コンシュルジュということで業者から派

遣がいただくような方がミックスして、地域に入っていただいて解決するということ。そして、先ほ

ど申し上げましたが、空き家万博の方、これ町内の方ですから、それは結局もったいないと、やっぱ

りシェアするいろんな方法があるから、いろんな方法を提案する中で、家を大事に守っていきたいと

いう観点がありますので、非常に、今、貸す気はないんだけど家が傷んでくるとか、今、売る気はな

いんだけどちょっと手が回らないとか、そういった方もたくさんいらっしゃいますので、仏壇はその

ままある中、家がどうしたら貸せるのか、仏間シェアとか、仏間はお貸しできませんと、他はお貸し

しますよとかいうような取り組みを提案されますので、非常にいい形のものも、だからいろんなもの

を組み合わせて、やっていこうということで、今そういう業者が、ＳＮＳもしますよということで、

紹介を受けておりますので、企画のほうで地域起業人の方が、もうおられませんので、町のＳＮＳと

か、そういった発信もお願いできたらなと思っております。この辺もずっと回られたようですから、
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ほかの平生町、上関町のほうも回られたということなんで、話が出てくるんじゃないかなというふう

に思います。 

○議長（南  一成議員）  落合議員。 

○議員（１番 落合 祥二議員）  空き家対策も、やっぱり早く進めないと、だんだんそういうふう

に携わってくる人材が、だんだん取り合いのようになってくるというような状況にあると思います。

大変いいことだと思っています。私も何もコンシェルジュにこだわったりとか、集落支援員にこだわ

って、これをやればいいとは思っていませんが、当初からコンシェルジュの話を町のほうでしておら

れたので、その辺はどうなったのかということでお聞きしたわけです。 

 集落支援員も、麻里府のほうで、集落支援で実態調査もしておられるというふうに前回聞いており

ますが、その辺は今どういう状況なんでしょうか。 

○議長（南  一成議員）  長谷経済課長。 

○経済課長（長谷 満晴君）  お答えいたします。 

 集落支援、麻里府地区で活動されている部分なんですけれども、総務、あとは社会福祉協議会と経

済課で、それぞれやっていただきたい任務についてお願いをしているところなんですが、それぞれの

ボリュームがちょっと多くて、なかなか空き家の調査の方にちょっと手が回らないというふうには聞

いておりますが、ちょっとその部分も、いろいろお話をさせていただいて、ちょっと取り組みのほう

も進めていただくようにお願いをしていきたいというふうに考えております。 

○議長（南  一成議員）  落合議員。 

○議員（１番 落合 祥二議員）  先ほど言いました空き家万博、私も情報を得まして興味があるの

で、それにも参加してみようとは思っております。それとまた話が変わるんですけども、今言われた

熱意ある隊員候補者をすぐにでも紹介できる事業者というのは、これは総務省の事業の中にある、そ

ういうメニューの一つの組織っちゅうか、そういうふうなものなんでしょうか。それともう一つ、田

布施とか平生を回られたというふうに聞いたんですが、それはむしろ向こうのほうがこちらのほうを

指摘してこられたのか、町が、情報発信してそういう方に気づかれたのか、その辺はちょっと教えて

いただけたらと思います。 

○議長（南  一成議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  町を回られたというのは、その方を紹介してくださった、銀行に勤めてお

られた方です。いろんな、プロデュースをされている方なんですが、こういうふうにおっしゃったん

ですよ。市は職員がたくさんいると、財政力もあると、だからいろんなものをやろうと思ったら、い

ろんな委託をしたりしてできると。町とか村って、お金がないし職員もおらんと、だから手が回らん
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でしょうと、よく御存じですねということで。ですから、そこを、だから市に行く気はないというふ

うにおっしゃいました。やっぱり今需要があるのは小さな自治体で手が回らない。なかなかホームペ

ージもＳＮＳもなかなか、できない。ＴｉｋＴｏｋもできないし、関係人口を今から作っていこうと

いうのが課題と。関係人口ということを、非常におっしゃられました。これからいろんな交付税とか、

そういう数値の中に関係人口とか入ってくるから、それをつくろうと思うと、その情報発信とかたけ

た若いやる気がある社会問題を解決したいという方がたくさんいるから、それをどうかということで、

６つの町を回るというふうにおっしゃいました。だから市は回らないと。それだけ、やっぱり人がい

ると言っても限りがありますからね。ですから、そういったことでございます。そういったものを使

いながら、やっていこうということがありましたので、本町としたら、非常にいい取り組みだなと思

ったので、一緒にやりたいなということで、まだ今部内協議を始めようという段階でございますので。

１２月早ければ、１２月ぐらいでも地域おこし協力隊の予算を活用する中で、総務省の事業ではあり

ませんので、地域おこし協力隊の経費を上手に使いながら、私どもが起業したので、若い方がベンチ

ャー企業としてつくられたので、それを活用してくださいということでございました。 

○議長（南  一成議員）  落合議員。 

○議員（１番 落合 祥二議員）  分かりました。うまくいくように応援したいというふうに思って

おります。 

 私、先日、ある銀行のＡＴＭに行きましたら、空き家対策のリーフレットが置いてあるんですよ。

なぜ銀行かなと思ったんだけど、銀行が社会貢献のためにそういうリーフレットを置いているのか、

それともビジネスのために置いているのかちょっと分かりませんけども、先ほど町長が言ってくれた

ある銀行の方からというのが、多分私が見た、ＡＴＭに行った銀行じゃないかなというふうに思うん

ですが、あえてこの銀行かどうかとは言いませんけど、そういった形で、いろんな形で、今後空き家

問題というのは本当に大変な問題になってきますので、頑張ってやっていただきたいというふうに思

います。 

 それと、次の６点目の関係で、町内の不動産業者というのを、一応見ますと、前にも言ってますけ

ども、山口県宅地建物取引業協会というのに、田布施町の８事業者が加入しているんです。あともう

一つ、全日本不動産協会山口県本部は、ここには３業者が加入しているわけです。田布施町に結局、

１１業者、この協会に、２つの協会に加入しているのが２つあるので、１１業者あるので、そういっ

たところとも、連携を取って、いろいろやってみたらどうなのかというのを前にも提案したと思いま

すが、その辺はどうなんでしょうか。少しは私の提言に対して進んでるのかどうなのか、全く考えて

いないよということなのか、ちょっとお聞きしていただいたらと思います。 
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○議長（南  一成議員）  長谷経済課長。 

○経済課長（長谷 満晴君）  今、空き家の仲介協定を結んでいるところは、全日本不動産協会でご

ざいますが、宅建協会のほうは平成２６年に取り組みのほうがちょっと難しいというお話の方は、議

会のほうでもさせていただいております。その後、さらに業者さんおられますので、町内に、働きか

けのほうというふうな御提案いただきまして、この件に関しましても、今の取組の形が、方針、また

方向性が固まった後で、また再度お話のほうさせていただこうということもお伝えさせていただいて

いるとおりでございます。 

○議長（南  一成議員）  落合議員。 

○議員（１番 落合 祥二議員）  この件につきましては、今、町が契約といいますか、そういうふ

うにしていないほうの団体の不動産業者と話をしたら、全然町から話はないよと。それに対して、そ

れは儲からんかもしれんけど、やる気はあるよというような話も聞いてますので、とにかく、そうい

う町内の業者を一応、手続的には、協会柳井支部なら柳井支部を通じてやれば楽でしょうけど、やっ

ぱり田布施町のことですから、先進自治体、島根のほうに見に行ったときも、そういった形で、やっ

ぱり島根県も協会が２つ分かれているけど、ちゃんとそこはそこでその不動産業者に直接当たるなり

しているということでございますので、やっぱりやろうと思えばできますので、ぜひそういうふうに

当たっていただいたらと思います。 

 次の７番、７点目の、全国版空き家・空き地バンクですけども、これは利用はしてるということで

すが、私、たしか昨日だと思うんですが、見たんですよ。ないんですよ、田布施が、何も。多分私何

遍も見たんで、私の見方が悪いわけじゃないと思うんですけれども、ちょっとその辺はどうなんです

か。 

○議長（南  一成議員）  長谷経済課長。 

○経済課長（長谷 満晴君）  株式会社アットホームの、全国版空き家バンクへのホームページのほ

うには掲載はされております。２件ほど物件が載っております。これまで２件少ないんではないかと

いう部分で、お話しいただいていたと思います。いろいろ前任担当者のほうから聞きましたら、当初

は、本町の空き家バンクと同様な数を載せていたんですが、両にらみでやりますと、なかなかそれが

成約までのお問合せと、ちょっとタイムラグが生じてしまって、こちらで、もう進んでいたのに物件

がまだ残っているとか、そういった部分で、ちょっと管理が、まだ１人ではちょっと難しいというこ

とで、動きがあんまりないと言ったら語弊があるんですが、そういった部分はちょっと残して、すぐ

さま町のホームページに載せたらすぐ問合せがあって、動きが早いんですよね。そこと全国版との差

が、ちょっと激しいというところであるわけなんですが、掲載料金も無料ですので、引き続き、活用
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のほうはさせていただこうというふうに思っております。 

○議長（南  一成議員）  落合議員。 

○議員（１番 落合 祥二議員）  それはたまたま私が見たときにはなくて、そうでなくて、その掲

載が早いから、載るときには載ってるんだということですか。 

○議長（南  一成議員）  長谷経済課長。 

○経済課長（長谷 満晴君）  そこのホームページのトップページは、前回も御説明させていただい

たんですが、リンク先がかなりあって、選ぶ箇所によってちょっと、たどり着くか、たどり着かない

かということが起こり得ると思われます。そこは我々がちょっと関与できない部分なので、全国がそ

ういうふうな統一の中でやられてますので、もしあれでしたら、また再度ここのリンク先ですという

のは教えられるというふうに思っております。 

○議長（南  一成議員）  落合議員。 

○議員（１番 落合 祥二議員）  私は直接、全国空き家バンクのそのホームページにアクセスして、

ここにはライフルホームズとアットホームがあって、田布施町はアットホームを利用していると。で、

アットホームを利用してクリック、田布施町のボタンをクリックしたらないんですよ。 

 隣の長門市はいつもあるんです。その辺がちょっとうまくいっているのかなというのが思いました

ので、よくその辺はまたチェックしていただいたらというふうに思います。 

 それと８番目の「ａｋｉｓｏｌ」のホームページに関してですけども、利用しているという回答だ

ったと思うんですけど、これも、「ａｋｉｓｏｌ」で田布施町をクリックすると、お探しのページを見

つけることができませんでしたというふうに出るんです、メッセージが。何遍やってもそうやって出

るんです。この辺も、同様に今回、３月議会の回答の中で、町のホームページのリニューアルに合わ

せ、閲覧しやすいような情報がいっぱい入ったような、空き家バンクのページを作成するよう考えて

いるという回答もあったかと思うんですけども、実際、今のホームページを変えるというのは大変な

作業で、いろいろ大変だろうと思うんですけど、やっぱり自分の課が、よその課でもいろいろ結構、

出てこないんですよ。そういうのがあります。印刷しようと思っても、なかなか難しいのもあります

から、ちょっとこれ関係ないけど、担当課が、実際自分がやってみて本当にいい具合にいくのかどう

かっていうのは、やっぱりチェックされるほうがいいかと思います。その辺はどうでしょう。 

○議長（南  一成議員）  長谷経済課長。 

○経済課長（長谷 満晴君）  町のホームページにつきましては、管轄部局と相談の上、今の形にさ

せていただいているんですが、まだまだ閲覧しやすい見せ方というのは、今後また再度検討のほうさ

せていただくのと、「ａｋｉｓｏｌ」に関していえば、売買物件等は、掲載はされません。不動産業者
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につなぐだけですので、そちらで募るというような手法は取っておりません。ただ、ゼロ円物件につ

きましては、掲載のほうがあるのではなかろうかなと。今募集中のゼロ円物件もございますので、ち

ょっとそこが載ってないっていうことであれば、ちょっと我々のほうもどうなのかなというふうには

感じております。 

○議長（南  一成議員）  落合議員。 

○議員（１番 落合 祥二議員）  とにかくそういう充実したホームページ、空き家バンクに対して

考えているという御回答だったし、そうすべきだと私も思うんですけど、今言ったような、やっぱり

うまいこといかない。今各議員も、タブレット持っていらっしゃるので、ここで例えば、「ａｋｉｓｏ

ｌ」というのをクリックして調べてみたら分かると思いますし、全国空き家・空き地バンクも、アッ

トホームをクリックしたら分かると思うんですが、ちょっとそういう状態なんで、せっかく田布施の

状況を見ようと思ったときに、やっぱり情報を探している方からいえば、ちょっとがっかりするんじ

ゃないかなというふうに思いましたので、あえてお知らせするという意味でお話ししました。 

 今回、令和８年度の政府の、概算要求が全部出まして、一応国土交通省の中で、空き家対策総合支

援事業、空き家再生等推進事業で、７０億８,０００万を一応概算要求したというような資料が見つか

りました。田布施町は空き家に関しては、建設課と経済課に分かれていますが、国は、国土交通省で

両方やってますんで、その辺も、いろいろ今度、組織のことも、田布施は田布施のいろいろ事情があ

りますから、そんなにすぐは難しいというのもあるし、当然庁舎のレイアウトの問題もあるし、その

辺は私もよく分かりますので、ただそういう基本的にはどうなんかという辺は、やっぱり考えていた

だけたらというふうに思っております。その辺はどうでしょうか。 

○議長（南  一成議員）  川添副町長。 

○副町長（川添 俊樹君）  参考にさせていただきます。 

○議長（南  一成議員）  落合議員。 

○議員（１番 落合 祥二議員）  それでは、空き家につきましてはまた、時期は改めて再度質問す

るかと思いますので、またそのときはよろしくお願いいたします。次に移ります。 

 ２番目の「予約型定額乗り合いタクシー のりーね」についての質問です。 

 地域公共交通については、令和４年３月議会から「予約型定額乗り合いタクシー のりーね」が発

足するまで何度も質問しています。「のりーね」の実証運行が本年２月からスタートし、現在の利用登

録者は７０人と聞いています。スタートしてから半年が経過したことから、次についてお尋ねします。 

 １点目、これまで田布施町社会福祉協議会が実施していた買物送迎サービスと比べ、利用者の状況

や利用者の意見はどういう状況でしょうか。 
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 ２点目、予約はスムーズに行われていますか。スマホ等で行う予約専用サイトの利用はどうでしょ

うか。 

 ３点目、「のりーね」と高齢者福祉タクシー、相互にうまく利用されているでしょうか。 

 ４点目、ふるさと納税返礼品の「のりーね」６か月契約プランの反応はどのような状況ですか。 

 ５点目、児童クラブから帰宅する児童の利用状況はどうでしたでしょうか。 

 ６点目、実証運行は利用者の意見を聞いて、よりよい制度にしていくためのものですが、いつまで

行うのですか。 

 ７点目、１日２回まで乗車が可能となっているが、３回以上にならないか。これは先般の昨年１２

月の質問では、町長は４回ぐらいと言われたんですが、いろいろチラシも作ってというのもあって、

そういうのも２回となっていますが、その辺はどうでしょうか。 

 ８点目の月定額運賃だけでなく、１日利用運賃も取り入れるという考えはありませんか。 

 ９点目、町外の病院等に行きたいという要望があると思いますが、この課題を解決するため、複数

自治体への連携などを検討する考えはないでしょうか。 

 以上です。 

○議長（南  一成議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  それではお答えいたします。「のりーね」の実証事業についての御質問でご

ざいます。こちらも３月議会でいろいろ御質問、御提案いただいておりますが、まだ空き家同様、ま

だ進んでいないものもございますが、御容赦いただきたいというふうに思います。 

 それではお答えをいたします。令和７年２月３日に「のりーね」の実証運行を開始し、半年が経過

したことから、先日実際に「のりーね」を利用されている方、また買物送迎サービスを利用されてい

た方で「のりーね」を利用されていない方などを対象としたアンケート調査を実施をいたしました。 

 先日、締切りを終えたばかりでございますので、全ての集計分析はこれからでございます。該当す

る御質問については、８月末での回答状況として捉えていただけたら幸せでございます。また、今後、

全体を通して十分な精査を協議会でも行う予定といたしております。 

 まず１点目の、かつての買物・送迎サービスと比べ、利用者の状況や意見はどうか、との御質問で

ございます。利用者情報といたしましては、利用登録者数は７０名、うち定額制利用移行者は４７名

となっております。２月から７月までの半年間の１日の平均利用者数は２台合わせまして約１７人と

なっております。買い物送迎サービスにおいては令和６年度の実績となりますが、こちらが約３人と

なっておりますので、大幅にその面からみれば増加をしているというふうに思います。アンケートの

結果により、利用者の方の意見としまして、サービス全体の満足度は、回答された方の約７割の方が
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とても満足、満足、２割の方が普通とお答えがあったようでございます。またこれから十分分析は進

めてまいります。 

 ２点目の予約はうまくいっているか。予約専用サイトの利用はどうか。との御質問でございます。

電話での応対やシステムの操作など、順調に受付ができておりますが、予約の重なりなどに対して、

ＡＩの時間設定と予約申込者の希望時間が大きくずれ込み、入力修正を行うことがあり苦慮している

と聞いております。 

 現在、そのあたりの改善をシステム管理業者と相談しているところでございます。予約専用サイト

の利用につきましては、利用者の約６％程度スマホから予約されている状況です。現在、田布施町公

式ＬＩＮＥアカウントから専用予約に移行できる開発を進めており、これにより、ＱＲコードをわざ

わざ読み取らなくて済み、予約通知もお知らせします。ＬＩＮＥの友だち登録の増加と「のりーね」

の電話予約対応の軽減も見込めますので、今後、積極的な活用のため、説明会等も周知していきたい

というふうに思います。 

 次に、３点目の「のりーね」と高齢者福祉タクシー、相互にうまく利用されているかとの御質問で

すが、アンケート結果による御意見の中にも、高齢者福祉タクシー利用制度と組み合わせて利用して

いるとの記述も幾つかございました。利用回数制限の中で、上手に利用されているのではないかと思

っております。 

 次、４点目のふるさと納税返礼品の「のりーね」の６か月契約プランの対応はとの御質問でござい

ます。アンケートの結果による、ふるさと納税で「のりーね」を利用できることを、約８割の方が知

らなかったと答えております。アンケート調査依頼時に、ふるさと納税「のりーね」返礼品チラシを

同封するなど行いましたが、プラン契約にまでは進んでおりませんので、今後十分個別対応もさせて

いただきながら、御紹介のほうさせていただきます。 

 しかしながら、約８割の方がもっと詳しく知りたい、分からない、家族で相談してみたいと回答さ

れていることから、今後は、もっと説明会等でメリット、税制優遇等について詳しく説明を行いなが

ら、遠方に住んでいらっしゃる御家族にも、お知らせいただけるよう工夫を凝らしていきたいという

ふうに思います。 

 ５点目の児童クラブから帰宅する児童の利用はどうだったかとの御質問でございます。今回、夏休

み中の平日に児童クラブからの帰宅便を実証実験として希望者を募り、無料で運行いたしました。期

間中２１世帯、２７人の児童が予約され、１日の平均利用者数は約１１人でございました。現在、利

用された各世帯の感想や御希望をお聞きするアンケートの調査中でございます。その回収後、その結

果を判断材料としながら、次回も継続実施できるか、協議会でも事業者含めて検討していきたいとい
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うふうに思います。 

 ６点目の実証運行は、利用者の意見を聞いて、よりよい制度にしていくためのもの。いつまで行う

のかとの御質問でございますが、今回のアンケート結果やシステム蓄積データから効果の測定、検証

を行いますので、より改善が図られるのであれば、サービス内容の見直し、または新たなサービス内

容を盛り込む協議も行いたいというふうに思います。 

 この実証実験は、１２月までは現行どおりの運行を予定しておりますが、見直しとか変更の内容次

第では、周知の時間が間に合わないようであれば、来年１月までとしたいとも考えております。 

 ７点目の１日２回乗車ではなく、３回以上にならないか。との御質問でございますが、アンケート

結果でも、約３割の方が、そうした要望をされております。しかしながら、この制限は、運行委託業

者との取決めの中で決定しておりますので、こちらの変更は事業者の了解が得られるかどうか、非常

に難しいものがあると思われますが、お話はさせていただきます。町といたしましては、「のりーね」

の利用者が、タクシーを複数回利用した場合は「のりーね」の利用料を割り引きするなどのサービス

実施に向けて、運行委託業者と協議しておりますので、高齢者福祉タクシー利用金助成と併せて、上

限回数を超える際は、ぜひタクシーを利用していただければと考えております。 

 次に、８点目でございますが、月定額運行だけでなくて、１日利用運賃も取り入れる考えはないか

との御質問ですが、アンケート結果では、利用者の１割の方が、そうした要望をされておりますが、

定額制料金は安定した収入となるため、この制度をずっと続けていくためには、安定的な収入に基づ

く、継続運行も大切なことでございますので、今後、広く御意見も聞きながら対応してみたいという

ふうに思います。 

 最後に、９点目の町外の病院等に行きたいという要望があると思うが、この課題を解決する複数自

治体の連携などを検討する考えはないかとの御質問でございますが、アンケート結果でも、約８割ほ

どの方が、町外に行けるよう要望されております。しかし、これは、本町だけでは絶対実施はできま

せん。ほかの市町の地域公共交通に関わる事業者等の了解が必須となりますので、今のところ、近隣

市町との担当者会議において、そうした話も出しているようでございますが、なかなか広域組織での

運行は難しいのではないかという反応があるというのを聞いております。 

 町といたしましては、運行経費に関しましては、国からのフィーダー補助金を活用していくことと

しておりますので、地域間幹線バス系統との接続を今後重視していきたいと考えております。 

 そのため、鉄道利用を含めたバスの乗り継ぎをされる利用者の方に対しては、タクシーの複数回利

用と同様に、「のりーね」の利用料金を割引するなどということを行い、既存の公共交通の利用を高め

ていきたいと考えております。 
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 以上でございます。 

○議長（南  一成議員）  落合議員。 

○議員（１番 落合 祥二議員）  今の町長の回答をお聞きしまして、大分進んできているなという

ふうに思います。町長も以前言われたように、三方よし、三方というのは運行事業者、利用者、町民、

あと町も、その三方よしで決まるものだと。一方、副町長は完璧なものではないんですと、それなり

の制度なんだというふうに、御理解くださいという説明もしておられます。その辺の中でのことです

が、一応私もいろいろお聞きしたこととか、いろんなことで、今回提言ということでお聞きしていた

だいたらと思うんですけども、しっかりやっていただきたいというふうに思っております。 

 それで、買物送迎サービスがあれだけ少なかったとは思わなかったんですが、それに併せ今回の「の

りーね」は１００人ぐらいは利用するかなと思っていましたけども、ちょっと期待薄であったんです

けど、また７０人ということですばらしいことだというふうに思っております。 

 そのへんで、今後も増える可能性というのはＰＲ等も含めてどのように考えていらっしゃいますか。 

○議長（南  一成議員）  長谷経済課長。 

○経済課長（長谷 満晴君）  お答えいたします。 

 利用者の増加に向けては、初年度は７０名ということで達成したのですが、今後、年数重ねるうち

に１００人は登録者数を目標に掲げて、周知のほうをさせていただきたいですが、９月に入りまして

もまた１人２人と登録申し込みがございますので、少しずつではございますが、増えていくのではな

いかというふうに思っております。 

○議長（南  一成議員）  落合議員。 

○議員（１番 落合 祥二議員）  分かりました。 

 次に、２点目の予約システムの関係ですけども、本来なら私はやっぱりその運行会社がやるのがベ

ストだというふうに思うんですが、やっぱりその辺は難しいんでしょうね。その辺はどうですか。 

○議長（南  一成議員）  長谷経済課長。 

○経済課長（長谷 満晴君）  システムの仕組みを見られて、ちょっとなかなかこれを操作するのが

難しいと、ただ単に予約を電話受付ということであれば可能だったと思うんですが、それをあらゆる

入力方法というのがございまして、そこの部分がちょっと業者さんのほうで、できなかった理由では

ないかというふうに考えております。 

○議長（南  一成議員）  落合議員。 

○議員（１番 落合 祥二議員）  タクシーの現状についてちょっとお話しますと、私たまたま１０

時の柳井のほうから帰る最終便で帰ったんですけど、そのときにタクシーは１台しかいないんです。
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私は電話で予約しました。もし、いなかったら家まで歩いて帰らなくちゃいけないので。そういう状

況ですが、そのときタクシーの運転手が言われたのは、私が予約する後に予約された方がおられて、

それは徳山のほうから帰ってこられる方で、本当ならそれを先行って、それから私するんですけど、

私が予約したから私を先にすると、ちょっと待ってもらっているというような状況でした。運転手は

とにかくいないというような状況です。しかし先ほど言うようにタクシーがないとやっぱり私も困る

わけですよ。そういう実際実体験しましたので、さっきの三方よしじゃないけど、タクシー会社がち

ゃんとやっていけるような、今あるタクシー会社がずっと経営をしていただけるような状況は、やっ

ぱり守っていかなくちゃいけないなというふうには思いました。 

 それから、ふるさと納税の「のりーね」については、もうちょっとＰＲをお願いしたいというふう

に思います。時間もあまりないので、回答はいいですけど。 

 それから、北部エリアとか南部エリアと分けてやっているんですけども、今の１日利用運賃とかい

うのは大変、今難しいということと、今お聞きしましたので、回数券とか、そういったものはどうな

のか。先ほどの、高齢者福祉タクシーなんかは、入院したらだめなんですよ。私の知っている方で、   

周東病院に、がんの治療で行くんですけど、行ったら、必ず二、三日は入院せにゃいけんようになっ

ている。だから、それは行くときは使えるけど、入院するから帰りは使えない。当然、柳井からも多

分高齢者福祉は使えるんだろうと思うんですが、周東病院からも、そういった事例もあるということ

は知っておいていただきたいというふうに思います。その辺はどうでしょうか。 

○議長（南  一成議員）  寳城健康保険課長。 

○健康保険課長（寳城 和之君）  高齢者福祉タクシーの入院された方については、基本的にお断り

はさせていただいておりますが、個々の事例等もあると思いますので、そこら辺については内部で検

討させて、業務の改善等つなげられるように検討はしてみたいと思います。 

○議長（南  一成議員）  落合議員。 

○議員（１番 落合 祥二議員）  大変よくやってらっしゃると思うし、サービスもいいと思うんで

す。ただ、そういう気づかないところもあると思うんですよね。そういった面で、ちょっと今提言さ

せてもらいましたけども、それから回数券を出すというのは、先ほどの国交省との関係もあると思う

んですけども、その辺はどうでしょうか。 

○議長（南  一成議員）  川添副町長。 

○副町長（川添 俊樹君）  この件も協議会等で協議しながら決めていきますし、今委託をされてい

る原田さんが当初言われていたのは、運転手に負担がかからないような形というのが、この業務を受

けていただくときの最初の条件だったので、その辺がクリアできて、状況が変われば可能かも分かり
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ませんけど、今時点でご返事はできませんが、貴重なご意見なので、承って協議会のほうでまた協議

させてもらいます。 

○議長（南  一成議員）  落合議員。 

○議員（１番 落合 祥二議員）  ぜひ協議していただいて、先ほど言いましたように、やっぱり今

やっている運行業者が大事ですので、タクシー会社がなくなってしまうと、やっぱりみんなが困りま

すので、よろしくお願いいたします。そのほうも考慮して、よろしくお願いいたします。それと、９

番目に質問しました、複数市町村による公共交通の連携というのは、はっきり言って難しいと思いま

す、かなり。だけど、そういったことも、絶えず、どういいますか、議論の場をつくるということが

大事だと思いますので、ぜひそういったことを投げかけていっていただきたいと思います。複数でや

れば、地方公共交通の計画を、多分つくり直さなくちゃいけないということも出てくると思います。

そういったことも含めて、よろしくお願いできたらというふうに思います。 

 あと、口座振替なんかでやるようになっていますけども、これはどういうんですか、利用する人が、

この月は利用すると思って引き落とされたら、急に入院するようになったとか、いろいろあると思う

んですよね。そりゃあそこまで細かく言えばきりがないんですけど、その口座の引落しに対しての利

用者からの不満というのはないですか。ちょっとお聞きします。 

○議長（南  一成議員）  長谷経済課長。 

○経済課長（長谷 満晴君）  こちらのほうではそういったお声のほうは聞いておりませんし、アン

ケートのほうでも、その辺の回答はあると思われます。ちょっとまだ集計のほうはそこまでできてお

りません。 

○議長（南  一成議員）  落合議員。 

○議員（１番 落合 祥二議員）  まだ集計の途中ということなので、また集計の結果は報告いただ

けると思いますので、その辺はまた楽しみに見させていただいたらというふうに思います。「のりーね」

ができて大変喜んでいらっしゃると思いますし、また利用者も増やしていただきたいというふうに思

うわけでございます。 

 それとちょっと聞き忘れたんですけど、１日当たりの運行回数というのはどのぐらいと思えばいい

んですか。平均の乗車人数というのはどのように生かせばいいんでしょうか。 

○議長（南  一成議員）  長谷経済課長。 

○経済課長（長谷 満晴君）  １便当たりの平均利用者数は１.３人、平均利用回数は１名当たり９.

３回、月当たりです。 

○議長（南  一成議員）  落合議員。 



 

 
 

- 103 - 

○議員（１番 落合 祥二議員）  今のは月当たりですか。分かりました。よりよい制度になるよう

にこれからも頑張っていただきたいということをお願いしまして、私の一般質問を終わります。 

○議長（南  一成議員）  以上で、落合祥二議員の一般質問を終わります。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（南  一成議員）  次に、松田規久夫議員。 

○議員（１０番 松田規久夫議員）  一問一答で３問、いずれも町長よろしくお願いします。 

 それでは早速第１問として、毎年続くだろう暑い夏対策は。 

 学校の夏休み前に雷が鳴って、梅雨が終わり本格的な夏到来となる。ところが今年は梅雨が短く、

夏が１か月も早くやってきた。お盆の前には大雨による災害が、今まで水害に縁のなかった地域で発

生した。お盆の頃の雨を境にして、涼しくなるのが例年なのだが、原稿を書いている８月下旬の今も、

日本の各地は真夏である。従来の夏の季節前１か月、あと１か月の２か月間、夏の期間が長くなった。

来年以降もこの傾向が続きそうで、長期の夏対策が必要と思うのでお尋ねします。 

 町内で発生した熱中症患者数と月別の推移は、把握できていれば年齢構成と屋内・屋外の数は。 

 熱中症予防には適度なエアコン使用が重要と考える。公平に全住民が対象として望ましいが、町の

財政を考慮して生活弱者を対象に、来年度にエアコン向け導入補助を検討したらどうかお尋ねします。 

○議長（南  一成議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  それではお答えをいたします。 

 議員の御質問のとおり、今年の夏は例年に比べて早く始まり、また長期化しております。全国的に

も熱中症による救急搬送が増加しており、町民の健康と安全を守るための対策は、今後ますます重要

になるというふうに認識をいたしております。 

 まず、１点目の熱中症患者の発生件数及び月別推移等についてですが、光地区消防組合の発表によ

りますと、町内の熱中症による搬送者数は７月が２名、８月が４名の６名となっています。前年度は、

７月が５名、８月が７名の１２名でしたので、今年は少なくなっておりますが、これは、皆様が、日

頃から熱中症予防に努められてきたのではないかというふうに受け止めております。また、御質問で

ございますが、年齢構成や屋外、屋内の発生状況については公表がされておりませんので、よろしく

お願いいたします。 

 次に、２点目の家庭用エアコンの補助についてでございます。熱中症予防における冷房環境の重要

性は十分に理解いたしております。御指摘の生活弱者で、生活保護世帯につきましては、制度上、エ

アコン設置費用が保護費として認められております。現在、制度があるということでございます。 

 一方で、生活保護には該当しない、そして経済的に困難な世帯への支援についてでございますが、
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国や県の補助制度を調査もいたしましたが、現時点では該当する補助制度等は確認ができておりませ

ん。このため、補助制度等を設けるためには、町独自の財源で賄う必要がございます。 

 また、制度化をするに当たっては、所得基準や既にエアコン等を持たれている方、また世帯の構成

など、対象者の公平な選定が不可欠であり、仮に所得基準を非課税世帯というふうにしてしまった場

合は、対象世帯は約１,７００件となり、生活保護制度の限度７万３,０００円で、これを基準に補助

することとなりますと、１億２,４００万円の財政負担が見込まれるため、現在、このままの制度では

困難でございます。 

 以上でございます。 

○議長（南  一成議員）  松田議員。 

○議員（１０番 松田規久夫議員）  コロナが発生しまして、国はかなりの数、非課税世帯という生

活保護を含んで、給付金を支給しました。このエアコンについては、非課税世帯、逆に生活保護が逆

差別で優遇されていると。僕は、非課税世帯に個人的に批判を受けるかも分かりませんが、生活保護

世帯は、除かなければならないというふうに考えている人間であります。もし本当に生活費が不足す

るのであれば、積み上げたお金を支給しているわけですから、こっちを見直すのが筋ですよ。ですか

ら、生活保護世帯に給付するお金があるのであれば、課税世帯の少額課税されているので給付金がも

らえないという、非常にこのあたりの層が、僕は生活は苦しいんじゃないかと。課税世帯をどのくら

いの線引きをするかという難しい面はあるかも分かりませんが、こちらのほうへ給付するお金がある

のなら、国は生活保護世帯に給付しなくてお金を回すというのが、今回もまた２万円の分で子どもが

いる世帯とか、非課税世帯とか、何度同じようなことを国は繰り返しているんだろうというふうに、

僕は日本の政治というのは見る目がないなと。 

 例えば、ちょっと話はそれますが、教員の残業問題とか、根本的なところを解決せずに、ですから

こういう状態ですから、日本の地位もどんどん低下しているような状況で、将来を考えたら、孫世代

ぐらいは日本は、もたんのじゃないかというふうな、ちょっと演説になりますがこの辺でやめます。

でないと時間ばっかりたって、本来の質問ができませんし、話が別方向に進んでいっているようです

からやめます。 

 じゃあ追加質問をいたします。またちょっと出だしが、いつもの私の悪い癖で演説風になるんです

が、聞いてください。 

 間違いなく言えるのは、猛暑や豪雨は人間活動による温暖化が影響している。気温の上昇で大気中

に蓄えられる水蒸気量は増大し、一気に雨として降れば豪雨になる。線状降水帯が発生し、大雨とな

れば河川が氾濫し水害となるのは、今や日本のどこでも発生しそうである。重要なのは、気温も水蒸
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気量も温暖化によって平均値が上がっていると認識することだ。温暖化ガス、ＣＯ２の削減策は化石

燃料依存を減らし、再生可能エネルギーなどのクリーンなエネルギーにすること。日本は火力発電を

中止できないし、産業構造も化石燃料依存から急激に脱却できない。世界的に見て原油の需要は減少

していない。天然ガスも消費が拡大している現状を考えれば、温暖化を止めるための気温上昇目標は、

絵に描いた餅と思います。 

 それでは、再質問です。これからが。申し訳ありません。災害発生前後の避難は、自分が一番安心

安全と思う場所へ移動するのが避難で、自宅が安全と思う人は、自宅での退避は避難したと私は考え

ております。高齢者には学校の避難場所は遠いし、快適な場所でもない。そこで、学校体育館のエア

コンについて。防災のみの視点なら、学校ではエアコンのある教室を避難所と使用し、体育館は物資

の仕分け、倉庫として使用すれば、高価なエアコン導入を急ぐ必要はない。児童、生徒、教員、全員

が集合するイベントは、児童、生徒各自の持つ端末を使用し、リモートで各教室で実行すれば解決で

きる。 

 ９月１日の始業式の日、私、子どもと一緒に東小学校へ登校しました。この日は曇りで、多少風も

あって、そんなに暑くなかったんですが、子どもと一緒に歩きながら、今年の夏は暑いから体育館で

始業式があるんじゃろうかね、それともリモートで教室であるのか、どっちがいいかね、なんて話し

ながら学校に歩いていきました。その週の金曜日に、また一緒にどっちであったか気になったから学

校に歩いていって、子どもに聞きますと、みんな集まって体育館で始業式があったと答えてくれまし

た。さすがに金曜日ですから、子どももその週は長い夏休みが終わって、生活リズムが通常の学校が

始まるのと違っとったから、今週は疲れた、えらーちゅうて、子どもが言います。これは自分が現役

として働いとった大人のときに５月の連休明け、それとか、私はＮＴＴでしたが、連続５日間の夏季

休暇を取れとか、そういうふうなんで長く休んだりして、週明けに働いたときにやっぱり働き始めた

午前中ぐらいは全然ペースが上がらん。子ども大人も同じことだろうと思いながら、金曜日はそうい

う思いをして帰ってきました。 

 問題は、体育なんですよ。暑くて屋外のグラウンドが使用できん、熱中症予防のために屋内の体育

館を利用するわけです。水泳のようにＢ＆Ｇスポーツセンターの利用は、体育で通年スポーツセンタ

ーを使用するとなれば小学校は４校ありますし、疑問符がつきそうです。移動ロスとかいろいろ考え

ると、電気代等も考慮せにゃいけんのんですが、やっぱり人命を守る子どもの、大切な熱中症予防の

ために体育館にエアコン設置は、避けて通れんのじゃないかという思いでおりますが、なかなか財政

が厳しいですから、設置は難しいでしょうが、いかがなもんでしょう。 

○議長（南  一成議員）  東町長。 
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○町長（東  浩二君）  学校への質問でございますので、私が答えると非常にいけんかも分かりま

せんが、私への質問なんで。あの、当然おっしゃるように、体育館へのエアコンというのは今、世の

中の流れになっております。補助制度も、文科省も補助つけるよということを言っておりますが、な

かなか、本当にやろうと思うと、莫大なお金がかかるわけで、柳井市もやられましたが、うちも東田

布施小学校に移動式のクーラーつけておるんですが、なかなか、効かないです。あの広い体育館、蒸

し風呂のようなとこへ、扇風機のような簡易式の移動のものを持っていっても、相当朝早くから冷や

したら冷えるのか分からんですが、もう一日中つけとかんと、ということになります。ですから、避

難のときに、今本当にどうかといったら、教室にエアコンがあるから、その辺でもう対応、人命のこ

とが、最優先であれば、あの教室をうまく使ってということも考えられますが、将来的には、あの大

規模改修とかあれば当然設置は進めていかにゃいけんと思いますが、本町の場合、４つ小学校を抱え

ておりますので、中学校もあります。スポーツセンターもあります。そうした大きな施設がたくさん

ありますので、１回にということにはなりませんので、時期的にタイミングを見ながら、やらせてい

ただこうと思いますが、いろいろ、エアコンつけただけならええっちゅうんじゃないらしいんですよ。

やっぱり断熱とか、そうした工事も全部やれというのが条件についているようなうわさも聞きますし、

そうするとエアコンつけて何年か後にはその大規模改造のようなものも、もしかやらなきゃいけんと

なると、建て替えたほうが安いというようなものにもなりかねませんので、その辺国が、どういうふ

うな補助をちゃんとつけてくれて、実態に合ったような形でやっていただけるのかというのを、教育

委員会のほうとも、いつも相談もいたしておりますので、これから予算編成も少ししたら入りますけ

ども、また対応は、考えていきたいというふうに思います。 

○議長（南  一成議員）  松田議員。 

○議員（１０番 松田規久夫議員）  次は熱中症予防についてお聞きしますが、今年のほうが昨年に

比べて絶対的に暑い夏だったんで、人数は多いだろうと思ったら逆に少ないということで、町長が答

弁で言われたように、住民の、その暑さ対策の意識の表れじゃないかという思いでおります。体育館

同様に、今回も教育長の名前を書いてなかったんで、町長また質問に答えにくいかも分かりませんが、

ハインリッヒの法則についてですが、１件の重大な、例えば熱中症でその救急で搬送されたというふ

うな事故があったときには、その背後には、２９件のその軽微な事故と、３００件のヒヤリハットが

存在するという労働災害に関する経験則です。で、熱中症も救急車での搬送や個人病院での治療は少

なくても、背後にはその場での安静したり、あるいは自宅などで休養したりが考えられます。学校に

おいてもこのような事案は、暑い夏でましてや体育をやったりしますんで、夏季における学校現場で

の、その熱中症の予備軍みたいな、こういうふうな事例の把握っていうのはできているんでしょうか。
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お尋ねします。 

○議長（南  一成議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  詳しいデータまでは申されませんが、私も今、城南小学校の周りをずっと

通って朝来るんですが、昼帰ったときも、なかなか外で遊んでいないです。やっぱり基準があってこ

の温度になった、この湿度になったらもう室内でということが、徹底されているというふうに思いま

した。１回、曇った日に校庭にすごい子どもがおって、日頃遊ばれんから、その日は涼しかったんで、

先生から子どもまで出て、遊んでおりましたが、いつもこういう風景ならええなと思ったんですが、

学校も、対応されております。議員おっしゃるように救急車に乗っていくというのは、かなりのレベ

ルですから、今のようなも熱中症指数とか気象情報でもそういった情報を気をつけてくださいとかい

うような時代ですから、かなり気をつけられておられますけども、自分で病院に行かれたり、自分で

経口補水液ですか、そういったものを飲んで、具合が悪くなったけどというのは、かなりいらっしゃ

るんじゃないかなと思いますので、その辺の対応も、学校も十分取っていると思いますので、またこ

の教育委員会とも話をして、総合教育会議もありますので、そういう中で話をさせていただきます。 

○議長（南  一成議員）  松田議員。 

○議員（１０番 松田規久夫議員）  学校の子どもたちに限らず、役場で働く職員も、この建物内で

働けばエアコンがありますんでいいでしょうが、担当によっては外に出る仕事もありますんで、この

辺りの配慮も特に急激に暑くなりましたんで、ここにおられる執行部の方はその辺りの配慮もよろし

くお願いいたします。 

 それでは２問目に移ります。税と社会保障費についてです。日本全国の最低賃金は１,０００円を超

えた。最近は食料品の値上げラッシュが目立ち、特に米貨の急激な値上げで給与の手取りアップの実

感がないと思われます。ちょっと前まで長いデフレが続いていたのに、日本経済の先行きはトランプ

関税もあり、一段のインフレが心配であります。毎年標準世帯をモデルに４０歳代で夫婦と子ども２

人、税と社会保障費負担率の質問を続けております。従来同様の試算条件で住民の負担率をお尋ねし

ます。また、高齢化が進む現在、７５歳の高齢者独り世帯と合わせてお尋ねします。 

○議長（南  一成議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  それでは、お答えいたします。 

 町民の税と社会保障費の負担率についての御質問でございます。試算の条件は昨年と同様に、４０

代の夫婦と子どもさん２人、今回は１３歳と１７歳として計算いたしておりますが、４人世帯で、国

民健康保険加入の給与所得収入者として、年収を３００万円、５００万円、７００万円の３つのパタ

ーンで試算をいたしました。 
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 まず、税の税負担でございますが、昨年と比べ、固定資産税は土地、家屋の平均税額が増額となり

ましたけども、所得税及び個人住民税は、社会保険料控除の増により共に減となり、全体では減額と

なりました。 

 社会保障費については、昨年と比べ、国民健康保険税は税率に変更がなく昨年と同額ですが、国民

年金保険料は増となり、全体では増額となっております。 

 その結果、年収別の負担額及び負担率につきましては、年収３００万円の世帯では、税負担が９万

２,９００円、社会保障負担が７３万４,１４０円で、負担率は２７.６％となり、昨年より０.４％の

増となりました。 

 年収５００万円の世帯では、税負担が２９万４,７００円、社会保障負担が９３万８,４４０円で、

負担率は２４.７％となり、０.３％の増となっております。 

 年収７００万円の世帯では、税負担が５６万６,２００円、社会保障負担が１１１万８,７４０円で、

負担率は２４.１％となり、０.２％の増となっております。 

 また、７５歳の高齢者独り世帯で年金所得者として試算した結果、税負担については、昨年と比べ、

所得税及び個人住民税が社会保険料控除額の増により共に減となり、社会保障負担については、後期

高齢者医療保険料と介護保険料の料率に変更がなく同額であったことから、負担率は年金収入が１１

０万円の場合は、昨年同様の４.２％、２００万円の場合は１０.６％となり、０.１％の減となりまし

た。 

 以上でございます。 

○議長（南  一成議員）  松田議員。 

○議員（１０番 松田規久夫議員）  わずか３００万円、５００万円、７００万円でわずか増えてま

すが、昨年と大差ないというふうな数字が出ていますので、ある面安心いたしました。このモデルケ

ースですが、夫婦と子ども２人、専業主婦が国際比較をするためでもあり、そのモデルケースとなっ

ておるんですが、この層の割合というのは年々低下しておりまして、今やモデルケースとは言えない

といえます。最低賃金も１,０００円を超えましたし、専業主婦である人も壁の問題等で労働時間を短

く調整するなどの人も、毎年のように続いていくんだろうなという気がしております。 

 質問いたしますが、町では５,０００円の商品券、またどうなるか分かりませんが、予定では自民党

はその２万円を給付金として支払うという、そういうふうなお金を、あるいは商品券をもらうと、負

担の数字というのはどの程度低下するのでしょうか。お尋ねします。 

○議長（南  一成議員）  友森税務課長。 

○税務課長（友森 康之君）  お答えします。 
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 町の商品券５,０００円と２万円、こちら２万円の支給というのは、ちょっと今２万円の給付という

のがいろいろ条件が変わってまして、１人当たり２万円と子ども世帯に追加で２万円とか、今ちょっ

と話が非課税世帯のみになるとか、いろんな情報があるんで、２万円というのはどういう条件で試算

したらよろしいでしょうか。 

○議長（南  一成議員）  松田議員。 

○議員（１０番 松田規久夫議員）  いろいろ条件で変わるんでしょうが、いずれにしてもそのわず

か数字は下がるだろうという思いで尋ねたわけですから、明確な回答は要りません。 

 じゃあもう一つ質問をいたします。 

 税と社会保障費をサラリーから差し引いたものが給与の手取り、個人的には保険料や借入金を返済

されているので、もう少しその減っているような人もおられるでしょう。この手取りが可処分所得と

思っていいのですかというのが１つで、もう一つは消費税や自動車税、暫定税率がその話題となって

おりますが、ガソリン税、たばこ税、酒税、相続やその土地取引などの負担する税金、貯金投資など

を考えてみると単純に可処分所得から、その税負担は１０％以上になりそうで両者を合わせて４０％

超え負担となりそうな気がします。税金と社会保険料の２２年度の国民負担率は４８.４％、町では私

が聞いた今回の質問の負担以外に、いろいろ日本国民が負担するような、そういうデータというのを

持っておられますか。もし持っておられないのであれば、最初にお聞きしました可処分所得は私そう

いうふうに思っているんですが、この考えでいいのかどうかというのを教えてもらったらと思います。 

○議長（南  一成議員）  友森税務課長。 

○税務課長（友森 康之君）  お答えします。可処分所得は給与収入から税金とあと社会保険料引い

た残りの金額になりますので、手取りと同じ意味になります。あとデータのお話ですか。消費税、ガ

ソリン税、自動車税というのはこれ国の税金や県の税金とかという負担になりますので、うち税務課

の方ではそういったデータ等は持っておりません。 

○議長（南  一成議員）  松田議員。 

○議員（１０番 松田規久夫議員）  それでは先ほど言いましたが新聞等で出ております２２年度の

国民負担率はその４８.４％ですから、半分ぐらいはなくなるんだっていう、そういう認識になります。 

 じゃあ、最後の３問目に行きます。 

 特定地域づくり事業と題しまして、町内で広く耕作地が続くのは田布施川北側の天神沖にある水田

だろう。圃場整備が終了し、今年は稲の収穫が望める。ところが一辺が１００メートルありそうな水

田に雑草が茂っている。町で一番広い田んぼと思われます。もったいないなぁと自転車で川土手を走

りながら思いました。広すぎて苗の手配や人手が間に合わなかったのか、原因を考えてみたが田植え
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の経験がない自分には想像できませんでした。 

 田布施に限らず地方は高齢化が進んでいる。それ以上のスピードで農業に携わっている人々は高齢

化している。せっかく整備した圃場は次の世代に引継ぎたい。農業の担い手を育て上げるのが今や行

政の重要な仕事ではないのか。地域おこし協力隊員募集も１つの方法だろう。協力隊員を散発的に募

集するより、特定地域づくり事業で移住者を呼び込み将来の担い手候補にできないか。田布施町は消

滅自治体の仲間入りをした。つまり人口の急減に直面している地域なので、過疎法に基づく過疎地域

でなくても、県知事が適切と認めれば、この制度が適用される。事業を研究し、圃場が放棄地となら

ないよう制度を利用しようではないか、お尋ねします。 

○議長（南  一成議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  それではお答えいたします。 

 本町では、御承知のとおり、平成２３年度から実施されております国営緊急農地再編整備事業の区

画整理工事、いわゆる面工事が、予定では来年度には終了いたします。今後は、より一層、持続可能

な力強い農業の実現に向けて取り組んでまいります。 

 圃場整備は耕作放棄地の解消に大いに貢献しておりますが、議員が御質問された不耕作地は、水稲

以外の露地野菜を大規模に生産するため、町に今回企業参入していただいた企業の営農スケジュール

上、土づくりのため計画的に１年１作ほど耕作をされなかったという農業上の作業スケジュールの関

係でございます。そうしたものでございますので、今後は計画に沿って、サツマイモになりますけど

も、作付が行われるというふうに思います。 

 一方、圃場整備田以外では、道路、用排水路の機能がよくない農地も多く、御指摘のとおり、昨今、

高齢化や土地持ち非農家、不在地主の増大によって、管理が行き届かず、荒廃する農地の増加も懸念

されております。耕作放棄地は、雑草の繁茂により土壌の劣化や害虫の発生、また農地を含めた周辺

への悪影響が引き起こされます。農業委員会におかれましても、定期的に注意喚起を行われ、近隣住

民の方からの苦情がある場合は、個別での維持管理のお願いもさせていただいるというふうに聞いて

おります。 

 農業の担い手育成につきましては、これまでどおり、効率的かつ持続的な農業経営を確立していく

集落農業法人への支援、高度土地利用農業の展開、水田汎用化による生産拡大、経営の合理化を目指

す企業の参入を目指しております。先日、３社と町内に企業参入の締結式を行わさせていただきまし

た。今後も、そうした企業の参入を推進をしてまいります。 

 また、新規就農者の発掘、育成に関しましては、現在、地域おこし協力隊がアグリカルチャー隊員

として活動しております。御提案にもありますように、募集中の後任の隊員にも農業従事の実践を通
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して技術力、経営ノウハウを培ってもらい、町といたしましては、集落営農法人の次期経営者として

就業を目指し、活動していただくことを期待をいたしております。 

 次に、特定地域づくり事業で移住者を呼び込めないか、また将来の担い手候補にできないかとの御

提案でございます。この事業は、令和２年６月に地域人口の急減に対処するための特定地域づくり事

業の推進に関する法律が施行され、人口が減少している地域において、労働力は不足しているものの、

事業者単位で見ると仕事の繁忙期、閑散期の差が大きく、年間を通じてフルタイムの仕事を用意でき

ないといった課題を解決するため、複数の事業者が組合員となった特定地域づくり事業協同組合をつ

くり、地域の様々な事業の仕事を組み合わせることで、年間を通じた仕事を創出しようという仕組み

でございます。これにより安定的な給与や社会保障等の雇用環境を整え、Ｕターン者や移住者、地元

若者等を呼び込み、人手不足を解消し、地域社会の維持や地域経済の活性化を図ることを目的とされ

ております。 

 本町の、雇用が可能な大規模農業経営体においては、現在のところ農繁期の人手不足等の対策とし

ては、機械化、省力化で農作業が平準化するよう対応しております。また、作物の組み合わせにより、

年間を通じた仕事の創出に努めており、農閑期をつくらない経営を目指しております。しかしながら、

他産業との連携を通じて、農業のみならず地域産業の担い手の確保の一つの手法ではございますので、

参考にしていきたいと考えております。ありがとうございます。 

○議長（南  一成議員）  松田議員。 

○議員（１０番 松田規久夫議員）  私は、この特定地域づくり事業というのは過疎地域が適用で、

それ以外は適用にならない、だから過疎債が使えるところしか、だめなんだというふうに当初は思っ

ていました。だからいつも思うのは、過疎になってから手を打ったんじゃ遅いと。だから子どもたち

にとっては生活の弱者にとって要保護と準要保護があるように、過疎についても過疎と準過疎債みた

いな同じように使えるようなものがあるといいなというふうに、このときも田布施、人口もちょっと

ずつ減っているので、今は手を打たんと過疎になってからじゃどねいにもならないよなというふうに

思いながら、ですから何年前ぐらいですか、３年ぐらい前ですか、ちょっと思った記憶があるんです

が、最近、質問の中にも書きましたけども、人口急減自治体も知事の認可があれば認められるという

ことですから、私が今回、天神沖で稲をつくっていないところは町長が答弁の中で、サツマイモの事

業者さんが入るように言われましたんで、ですから岩国市のデナリファームさんがその整備された田

んぼに入られるんだというふうに答弁を聞きながら思ったところです。 

 答弁の中にも特定地域づくり事業共同組合をつくりっていう、これをつくるには協定結んだのは３

社ですけども、４社以上の人が組合を造る必要があります。ですから私、思ったのは、３社の方以外
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に、例えば観光協会とか一番いいのは人手不足の介護施設、ですからたぶせ苑なんかが、特にこの３

社プラス１社で、この共同組合忙しい時期、暇な時期、暇な時期にその所得増を図るためにダブルワ

ークをしましょうという、そういう狙いもあるわけですよ。だから、共同組合をつくっている人が忙

しければ手伝ってね、うちはちょっと手が空いてるから、誰か働く場をつくってくれんねっていうふ

うにお互いに連絡を取り合ってやったら、この地域づくり共同組合を核にして、都会からの移住者を

呼び込んだりかなりの人数が呼び込めるんじゃないかと思います。その３社ですが、MAIランド（山口

市）、くにきよ園芸（和木町）、デナリファーム（岩国市）、MAIランドは米生産、リタイア農家の受け

皿として整備された田んぼ、ですからあの天神沖なんかが田布施の中でも一番大きな田んぼじゃない

かというふうな、あそこには３区画ぐらい今雑草が生えている田んぼがありますが、これをやられる

んかなという町長の答弁を聞いて思いました。くにきよ園芸さんは花の苗で、地域の遊休施設を借り

受けてやられるという。デナリファームはサツマイモ、整備された田んぼで各事業所を新設し、地域

から雇用するということなんですが、町は協定を結びましたが、自然相手の事業ですから、よいこと

ばっかりあるとは限りません。町民はその事業の成功と継続をみんな望んでいるでしょうが、失敗も

考えられます。事業を撤退する場合は、町はどのようになっているのか。あるいはそこで働く雇用に

ついては、協定を結んだ町にも何か責任が発生するのか、このあたりをお尋ねします。 

○議長（南  一成議員）  長谷経済課長。 

○経済課長（長谷 満晴君）  お答えいたします。 

 議員御質問のとおり、今回企業農業参入ということで３社と協定を結びました。この協定では、特

に制約だとか何かペナルティーがあるとか、そういったものではなく、農業の振興に努めていただく

こととと、地域への環境保全、地域振興、また雇用確保における地元優先とか、そういった部分を目

指していただきたいというところで、田布施町の地域社会と調和をお願いするというものとなってお

ります。 

○議長（南  一成議員）  松田議員。 

○議員（１０番 松田規久夫議員）  地域振興とその人手確保で、田布施町は少子高齢化が進んでお

ります。ぜひとも町として特定地域づくり事業共同組合、これの設立に向けて、ここではダブルワー

クが可能ですので、ある程度の就任も確保できるでしょうし、これに入ってくる共同組合は僕まだ勉

強不足の面がありますから、正確には言えないのですが、人件費の補助で人件費の削減が事業者には

図れるんじゃないかという気がしますので、この制度を大いに研究してもらって、田布施町もこの共

同組合山口県にも何か所かできているようですから、ぜひとも田布施町もつくってもらってせっかく

整備した圃場が耕作放棄地とならないように、努力してもらいたいと思います。 
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以上で、私の質問を終わります。 

○議長（南  一成議員）  以上で、松田規久夫議員の一般質問を終わります。 

 ここで暫時休憩します。再開を１１時とします。１１時再開します。 

午前１０時５１分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前１１時００分再開 

○議長（南  一成議員）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 次に、守田達也議員。 

○議員（４番 守田 達也議員）  守田でございます。最後の質問者となります。いつもですと、落

合議員が最後が多かったらしいですが、よろしくお願いいたします。 

 今日は、２問ほど質問をさせていただきます。いずれも答弁は町長でお願いいたします。 

 まず、質問事項の１として、安全防災対策についてです。９月１日が防災の日でしたので、今回の

質問事項としました。近年の異常気象による水害のリスクや、今後３０年以内に発生する確率が８０％

と想定されている南海トラフ地震、また、昨日も話がありましたけども、国東半島沖からの周防大島

にかけての活断層の存在など、いつ発生するか予測できない自然災害に対して、安全の確保や防災対

策について、もちろん自分の生命、命は自分で守ることが前提ではありますが、やはり、共助、公助

が必要となります。町では地域防災計画を４００ページにわたって作成をされています。全ての項目

について、きめ細かく記載されており、大変な作業であったなというふうに感じております。 

 そこで、今回はより具体的な内容について、本町として現在どのように取り組んでいるのかお伺い

をいたします。 

 そこで質問です。 

 質問の１として、今年はテントやキッチンカーなどを導入されましたが、現在の防災用資機材の確

保は万全でしょうかお聞きします。 

 質問の２として、全地域に自主防災組織が整備されましたが、昨年度は、城南地区で小学校も含め

て大がかりな訓練をされたと聞いております。そこで、他の地域においても、より実践形式の訓練や

講習会、研修会などを実施したらどうかと思いますが、お考えをお聞きします。 

 質問の３として、この問題が一番大事なことかと思いますが、災害発生時の高齢者や障害者など、

要配慮者に対してどう対応されるのかお聞きします。 

 質問の４として、避難所となる公民館や体育館など、実際の対応マニュアルはあるのでしょうかお

聞きします。 
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 質問５として、防災無線が聞き取りにくい地域が多くあります。見直し、更新の予定はないのでし

ょうか。また、当面の対応はどのように考えておられるのかお聞きします。 

 質問の６として、実際に大規模な災害、この地区であれば、地震とか、それに伴う津波が一番確率

が高いなと思いますが、災害が発生した場合、職員自身の安否の確認も必要かと思います。そこで、

職員対象の安否確認システムを導入したらどうかと思いますが、お考えをお聞きします。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（南  一成議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  それではお答えをいたします。 

 まず１点目の、防災資機材の確保状況についてでございますが、災害時における防災資機材の整備

は、迅速かつ的確な初動対応において、町民の生命、財産を守るために極めて重要と認識をいたして

おります。 

 町では、山口県地震津波被害想定の最大想定避難数を基礎として、必要な防災資機材の整備を計画

的に進めております。 

 現在、町が保有しております資機材としては、簡易ベッド１,０１６台、段ボールベッド５５台、簡

易トイレ１０基、自動ラップ式トイレ３７基、マンホールトイレ１５基、パーテーション型テント２

５０張、簡易テント５６張、非常食については、５５０食分のアルファー米等を町内の１２か所の避

難所や、各地域単位で１１か所ある備蓄倉庫等に分散備蓄しております。 

 今後も、大規模災害に備え、現有備蓄品の点検を行うとともに、備蓄物資の品目の拡大・充実を図

ってまいります。 

 次に、２点目の全地域に自主防災組織が整備されたが、より実践形式の訓練や講習会等についての

御質問でございます。現在町内全域の５地域に自主防災組織が結成されております。各地域の自主防

災会の皆様には日頃から地域防災力の向上に、大変御尽力をいただいており、お礼を申し上げます。

今年度は、田布施町自主防災組織連絡協議会で協議を行った結果、各地域の災害想定に合った訓練や

研修会等を各自主防災会で実施するということとなっております。 

 町といたしましても、各自主防災会の避難訓練や研修等が有意義なものとなるよう、専門的な知識

を有する自主防災アドバイザーの講師派遣のあっせんや、町と自主防災会、消防団による合同避難ル

ート訓練の実施、また、町が保有します防災資機材の使用方法の説明会等、各自主防災会と情報共有

を密に行い、今後も連携しながら各自主防災会が行う訓練が、有意義なものとなるように支援してま

いります。 

 次に、３点目の高齢者や障害者などの要配慮者に対する対応についてでございますが、町では現在、
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高齢者や障害により単独での避難行動が困難と想定される要支援者に対して、個別避難計画を立て、

災害発生時に具体的な支援ができるよう整備を進めているところでございます。 

 現在、この計画策定に向け関係課で協議を行っており、今後、各関係機関や団体と具体的な運用方

法について協議を進めてまいります。 

 続いて４点目は、避難所となる公民館や体育館など、実際の対応マニュアルについての質問でござ

います。 

 町では令和元年度に田布施町避難所運営マニュアルを作成しております。 

 このマニュアルは、避難所の開設、閉鎖手順や避難者の受入れ、管理などの一般的な記載に加え、

どの避難所でも要支援者のニーズに一定程度は応えられるよう、要配慮者の特性や求められる配慮項

目について記載をいたしております。 

 また、一次避難所の設営や運営については、毎年見直しを行っております災害対応マニュアルに基

づき、避難所の設営や運営を行うことになっております。 

 しかしながら、南海トラフ地震など、大規模災害時には、職員またはその家族の大半が被災者とな

り、発災当日では、参集困難者が７０％と想定もされております。 

 町としては、計画どおりの参集が見込まれない場合には、各自主防災会に避難所の運営をお願いす

ることして、今想定をして計画をいたしております。 

 そのためには、県が作成している地域住民による自主的な避難所運営ガイドラインに基づき、各公

民館単位での避難所運営マニュアルを準備していくことが必要でございます。 

 今年度中には、町と各自主防災会とで運営マニュアルの作成を行い、作成後は運営マニュアルを一

次避難所の各公民館などに常備し、非常時には、その場におられる方でも、当面の避難所運営ができ

るように対応してきたいというふうに思います。 

 また、二次避難所につきましても、関係機関等と早期に協議し、こうした運営マニュアルを作成し

ていくことを検討しております。 

 次に５点目の防災無線が聞き取りにくい地域が多い、改修したらどうか、また、当面の対応方法は

との御質問でございますが、山間部や風向き、また、地形の影響を受け、防災行政無線の聞き取りが

しにくい地域があるということは、ある程度町でも把握をいたしております。しかし、防災行政無線

は屋外の音声による伝達で、限界もございます。また、田布施町は非常に山が多いということで、開

けた一定の地域ではございませんので、どうしても山びこのように聞こえてしまうということ、あま

り音響を大きくすると反響してしまうということで、苦情が大変たくさんございますので、現在のと

ころ増設といったものは考えておりません。 



 

 
 

- 116 - 

 そのため、各地域の消防団が、山間部など聞き取りにくい地域を中心に避難指示等の呼びかけをす

ることとなっております。また、本当の非常時の際には、モーターサイレンの一斉吹鳴を行って、全

町民の方に危機が迫っているということをお知らせするということも考えております。 

 また、消防団の協力等につきましては、消防団分団長会議で聞き取りにくい地域、場所などを情報

共有しており、有事の際には即対応していただけることになっております。 

 また、田布施メール配信サービスや、田布施町ＬＩＮＥ公式アカウント及び各テレビのｄボタンで

田布施町の情報や避難指示など、リアルタイムで確認ができますので、町民の皆様には様々なツール

を御利用いただけるよう周知していきたいというふうに思います。 

 最後に６点目の災害発生時の町職員に対する、安否確認システムの導入についてでございます。議

員御指摘の職員向けの安否確認システムの導入につきましては、大規模災害発生時に職員の安全を迅

速に把握し、初動体制を構築、確保するという観点から、大変重要な課題の一つと認識いたしており

ます。 

 しかしながら、現時点では、システムの導入費、職員数に応じた利用料など、財政的な負担が大き

くなると想定され、費用対効果の面において導入は難しいのが現状でございます。 

 また、現状の職員の大規模災害時等における勤務態勢は、田布施町業務継続計画、ＢＣＰと言われ

ておりますが、これに基づき遂行していくこととしておりまして、通信機器の破損等により連絡がで

きない場合は、参集して安否確認を行うこととしております。 

 なお、通信機器が使用できない場合は、各所属長または災害対策本部に安否連絡を入れることとな

っております。 

 以上でございます。 

○議長（南  一成議員）  守田議員。 

○議員（４番 守田 達也議員）  ありがとうございます。まず、質問の１の資機材の件ですが、こ

の指針といいますか、基準、基礎となるのはやはり山口県の地震、津波、被害想定の最大想定の避難

数を基礎として集められたと、導入されていると言われておりましたが、今ある機材等は、これで満

足はされているんですか。 

○議長（南  一成議員）  森総務課長。 

○総務課長（森   清君）  まずは山口県の地震津波想定被害を基準にということは、今、田布施

町地域防災計画では２,２００人の方が避難される、在宅避難も含めて。そのうち避難所が、１,４６

３人だと思います。それの計画に基づいて今、備蓄計画というのを考えております。今、それで充足

しているのかと言われれば、まだまだ足りません。国からのプッシュ型というのも８品目あるんです
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けれど、これ大体３日から４日ぐらい、発災してから、来ると想定してますんで、やはり３日ぐらい

のものは備蓄しておきたいと思っていますが、まだまだそこまで行ってないのが実情でございますの

で、先ほど町長の答弁ありましたけど、実際点検していきながら、充実していきたいというふうには

考えております。 

○議長（南  一成議員）  守田議員。 

○議員（４番 守田 達也議員）  まだまだ足りない部分がたくさんあるようでございます。ぜひ、

いつ起こるか分からない災害となると思いますので、ぜひ、計画的に準備をしていただけたらという

ふうに思います。今年、キッチンカーを導入されておりますけども、災害が起きなければ、その使用

はないわけです。それを活用するといいますか、もったいないと思いますので、どういった活用の方

法を考えておられるのかお願いします。 

○議長（南  一成議員）  森総務課長。 

○総務課長（森   清君）  このキッチンカーについては、３月議会でも議決いただいて購入する、

今回も財産の取得として上程していますけれど、基本的に大規模災害が起こったときには、温かい食

事を避難所に提供するということで、大体１日に３００から４００食というのを考えてまして、その

ための災害協定を、キッチンカーを借りられる方に災害協定を結んでいきたいというふうに思ってい

ます。今の御質問、平時にどうするのかという御質問だと思います。こちらについては、またちょっ

と最終日の常任委員会、それぞれ常任委員会協議会ですか、その中で経済課長のほうから御説明させ

ていただきたいと思っています。 

○議長（南  一成議員）  守田議員。 

○議員（４番 守田 達也議員）  分かりました。それから２問目の質問なんですが、自主防災組織

が整備されたということですが、先ほどの答弁で、今年度は各自主組織で訓練や、各地区の災害想定

に合った訓練や研修等を、各自主防災会で実施していただくということのようです。ということなん

ですが、私がこれまで参加した訓練では、各自治体の班単位で、避難場所へ集合して、人数の確認だ

けで終わったのが多かったなというふうに記憶しております。ですから時間的には、わずか５分か１

０分くらいで解散をしていたというのを覚えておりますけども、昨年、実施された各地区の訓練の参

加人数とか、その参加率等が分かれば教えていただけたらと思います。 

○議長（南  一成議員）  森総務課長。 

○総務課長（森   清君）  昨年は、９月１日に田布施防災訓練ｉｎ城南という形で、９月１日に

開催させていただきました。参加人数は６００名というところで、そのときの避難訓練の参加者とい

うのでいいますと、ちょっと人数把握できてないんですけど、集計上１３％の方が参加されたという
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ふうに報告を受けています。またその後１１月２４日には、麻郷地区の避難訓練がありました。その

参加者は１,１０９名、うち、要支援者、要配慮者は２７名と聞いております。 

 麻里府地区については２６８名の参加があったというふうに聞いているところでございます。 

○議長（南  一成議員）  守田議員。 

○議員（４番 守田 達也議員）  ありがとうございます。この人数が、多いのか少ないのか、ちょ

っとすぐには分かりませんけども、私には参加者が少ないんじゃないかなということで、出たくても

出られない人もおられましょうし、これまでやってこられた訓練については、形だけといいますか、

やったという実績を残すだけで、あまり意味がないのではないかというふうに感じております。先ほ

ども言いますように、避難場所に集合して、人数、何人集合したよ、じゃあ、解散と。そういう内容

が多かったもんですから、先ほど言いましたように、あまり意味がないのかなと思いました。参加者

を増やすためには、自治会で、これは自治会の中で検討する内容かもしれませんけども、私が思うの

は、最近は自治会の行事がほとんどなくなっております。ですので、やはり訓練や何かその行事等、

機会を通じて、並行して自治会内のふれあいや親睦を深めるためにも、定期的にこうした訓練や研修

会など実施すれば、より意味のある取組であると考えますが、そうした内容を、自治会に働きかけは

できないかということですが、ぜひ、自治会連絡協議会等で、そうした話を出していただけたらと思

いますが、いかがでしょうか。 

○議長（南  一成議員）  森総務課長。 

○総務課長（森   清君）  まず、避難訓練、昨年も町の主催でやらさせていただきました。そう

いう中で今議員、意味のないっておっしゃいましたけど、私は十分意味のある訓練だと思っています。

その人数、ちょっとあの分母が分からないんで、どのぐらいのパーセンテージが分からないというの

はちょっと申し訳ないですけど、そういった中、昨年は、麻郷、麻里府と訓練させていただいて、同

時に、同時刻職員の参集訓練もやっています。また、災害、いろんな災害を想定して指示が出せるよ

うな不予状況に応じたシミュレーションの訓練、町の職員もやっています。そういうところもちょっ

と御理解いただきたいと思っていますし、集まるだけではなくその先にというお話の問いだと思いま

す。でいえば、田布施町では、出前講座、防災とか、いろんな出前講座、消防もやっています。そう

いう組み合わせも考えられるんじゃないかなと思っていますので、そこについては、今年５月に田布

施町自主防災連絡協議会というのを立ち上げていますので、またそういう協議会の中にでもお話をし

ていきたいというふうには思っております。 

○議長（南  一成議員）  守田議員。 

○議員（４番 守田 達也議員）  協議会のほうで、そういった話をしていただくということでござ



 

 
 

- 119 - 

いますので、よろしくお願いをいたします。 

 町内一斉ではないっちゅうことですね。訓練は、それぞれ各地区で日にちが設定をされて、訓練を

されているということですので、そういった意味では、自治会がいろいろ考えて、先ほどの出前講座

ではございませんけども、そういったものも取り入れられるのかなというふうに感じました。 

 質問の３ですが、要配慮者に対しての対応という質問ですけども、やはり、この問題は非常にシビ

アな対応を取らざるを得ないといいますか、個人情報とか、プライバシーの問題も出てくるかなとい

うふうに思います。この対応については、民生委員さんとか、自治会長さんの、自治会の役員さんに

対しても協力依頼等は検討されているのでしょうか。 

○議長（南  一成議員）  森総務課長。 

○総務課長（森   清君）  ありがとうございます。要配慮者、要支援者、避難行動がなかなか難

しいということのお問合せではないかと思っています。そういった中、田布施町では、令和５年９月

の議会で、個別避難計画に関する条例を議決いただいています。これまで個別避難計画というのは、

障害のある方、介護のある方、高齢者という方、個別避難計画つくってくださいよという方が手を挙

げて、町がプランつくってました。それは今３８名、これ福祉のほうの部署なんですけど、いらっし

ゃいます。令和５年９月の議会の条例によって、逆手挙げ方式、障がいのある方、介護の人、高齢者

はもう自力で６５歳以上もできるので、除いて、町長が認める、自ら避難することは困難な人という

条件にしまして、今、約６００人の名簿対象がいらっしゃいます。この名簿対象の方に個別避難計画

をつくります。逆につくってほしくないという拒否ができるようになっている。そういう今条例にな

っています。先ほど町長答弁ございましたけど、先ほど議員が言われましたけど、個人情報の関係と

か、そのリスクも結構あるんで、どういう形で開示していくのか。支援してもらえる方にお知らせす

るのかというところを、今ちょっと慎重に、関係課と議論をしています。 

 もう一点、ちょっとお伝えしておきたいと思うのは、施設の要配慮者という方もいらっしゃると思

います。そういう方については、今国では、水防法とか、土砂災害の防止法ということで、利用され

る施設は、避難確保計画、また訓練をしないといけないと、これ今義務化されているんです。これ、

町のホームページにも載せていますが、そういうところの計画の策定の支援とか、訓練のことなどに

ついて、町は周知していますので、引き続きその啓発ということもやっていきたいというふうには考

えています。 

○議長（南  一成議員）  守田議員。 

○議員（４番 守田 達也議員）  ありがとうございます。くれぐれも、そういった漏れがないとい

いますか、対応をしていただけたらと思います。やはり先ほど言いましたように、民生委員さんとか、
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自治会長さん、やはりその地区の一番よく御存じの方でもおられると思います。そういった個人情報

も含めて、対応をしていただくよう一体となって、町と一体となって、そういった取り組みをすれば

一番いいのかなというふうに考えておりますので、よろしくお願いいたします。それから４番目の質

問で、避難所のマニュアル。先ほどの答弁では、ほとんどできているということですが、各公民館単

位での避難所運営マニュアルを整備していくことが必要だというふうに答えられております。ぜひ、

いざというときに、皆さんが、どなたが対応されても、そのマニュアルを見れば、ちゃんと対応でき

るというふうな内容をつくっていただけたらと思います。 

 それから質問の５番目、防災無線の件なんですが、当面、そういった増設とか、そういったことは

考えていないということで、これは当然予算との関係もあると思います。ということで、その対応に

ついては、サイレンを鳴らすとか、消防団のほうで回っていただくというふうな話もございましたけ

ども、大きな、災害が発生した場合には、例えば地震が来たときには、道路が寸断をするとか、車が

通れないということも考えられます。そうした場合には、やはり上空からの確認とか、発信とか、今

はやりのドローンを活用するのも一つの手段と思いますが、そういった導入の予定はないのでしょう

か。お願いします。 

○議長（南  一成議員）  森総務課長。 

○総務課長（森   清君）  ありがとうございます。今のドローンのお話でいえば、情報が伝達し

ないということからのドローンのお話だと思います。そういうことも十分考えられることだと思いま

す。やっていけることは当然やっていく上で、ドローンが飛ばせるのかどうかっていうのも、少しち

ょっと考えないといけないですけど、町では、この１１月９日でしたか、県に要請して、今の麻里府

公民館から馬島に物資の輸送訓練というのをやります。これ県内田布施町だけやるんですけど、その

訓練等でドローン協会等とか、ドローンを持っている企業とも協定結んでいきたいというふうに今思

っていますので、協定１個だけ結んでいますけど、そういう事業者とも、やっていくとなればそうい

うとこと連携していくということになっています。町が購入するかどうかについては、購入する今予

定はございません。ただ資格を持っているものは数名います。 

 以上です。 

○議長（南  一成議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  消防のほうでは、ドローン、最新式のドローンを、入れてくれて全部情報

が飛んでくるようになっておりますので、今度、東消防のほうが、新しくなると、そういったような

機器の訓練をするようにしております。町ではございませんが、消防のほうで買っております。 

○議長（南  一成議員）  守田議員。すいません。マイクを持ってやってください。議事録が聞き
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取りにくいってことなんで、すいません。 

○議員（４番 守田 達也議員）  すいません。ちょっと声が小さかったですか。すいません。あり

がとうございました。 

 次の質問ですが、町職員に対する安否の確認、これについては、今のところ、そういったシステム

は導入はする考えはないと。当然予算も、絡んでくることです。それはそのとおりだと思いますが、

やはり、災害が発生した場合には、町の職員が先頭となって対応されることになると思いますが、ま

ずは職員の安全確保、最優先ですが、いち早く、対策本部を立ち上げるためにも、職員の状況をまず

把握する必要があるというふうに思います。実際に災害が起きた場合には、電話とか、スマホがつな

がりにくくなったりということもあるかと思います。先ほどの答弁では、歩いて、役場のほうに来る

とかそういった話もありましたけども、そういった、異常時のときの職員全体を対象にした、訓練は

されているのでしょうか。そしてまた頻度、それ辺はどうでしょうか。 

○議長（南  一成議員）  森総務課長。 

○総務課長（森   清君）  まず、職員の安否確認というところで、先ほど町長の答弁でございま

したけど、田布施町の現行ＢＣＰ、発災当日、職員の参集困難者というのが、まずお知らせすると７

０％、７割の人が来れないと想定しています。発災後３日で４０％って今想定しているところです。

参集、先ほどおっしゃったように、歩いてくるか自転車か分からないですけど、来るときにはＢＣＰ

ではそういう道路の状況とか施設の状況、被害状況を災害対策本部に報告するというのも職員の義務

の一つになっています。そういった中、まず、町長も副町長も被災しているということもあるんで、

仮に町長不在の場合は、副町長その職務代理します。副町長も不在の場合は、長を職務する代理の職

員の順位というのがあります。例えば、その次、私なんですけど、そういう順位によって災害対策本

部を立ち上げるというふうになっているというところでございます。今そういう訓練どうしてるかと

いいますと、先ほど言いましたけど１１月２４日には、地区の避難訓練に合わせて災害対策本部の立

会い訓練とか、状況のシミュレーション訓練やっています。大体年１回は、やっていきたい、やって

きていると思いますし、やっていきたいというふうには思っています。 

○議長（南  一成議員）  守田議員。 

○議員（４番 守田 達也議員）  ありがとうございました。非常に、これもいつ起こるか分からな

い案件ですので、最後になりますけども、災害が発生をしたときに、実際その場で冷静に対応するこ

とは大変難しいのではないかと思います。本当にパニックになったりということも考えられます。や

はり日頃からの訓練や意識づけが大事になると思います。被害を最小限に抑えるためにも、ぜひ対応

のほうをよろしくお願いをいたします。 
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 以上で１問目を終わりたいと思います。 

 それでは続いて２問目ですけども、ふるさと納税についてです。この制度は、２００８年からスタ

ートしているようですが、ふるさとへのお礼や協力したい、応援したい、そうした思いを寄附の形で

実現できる。受け取る自治体にとっても大変貴重な財源となっております。一方、返礼品に対し過剰

な競争や運営業者のポイントが問題視され、本来の趣旨から逸脱しているとのことから、来月からポ

イント付与が禁止されるとの報道もありました。そうした中で全国で見ますと、中には年間１００億

円以上の寄附が集まる自治体もあるようです。大変羨ましい限りではございますが、それはそれとし

て、本町ではどのような取組をされているのかお伺いします。 

 質問の１として、最近の町への納税額、寄附額の推移はどのようになっているでしょうかお聞きし

ます。 

 質問の２として、大変な労力が必要、大変苦労されているというふうにお聞きをしておりますが、

その中で業務の外部委託や職員の増員を検討されたらどうかというのをお聞きしたいと思います。 

 ３番目として、活用事業は現在福祉や子育て、その他、町の活性化のために使用されておりますけ

ども、その中で、来年度統合される柳井、田布施農工の生徒さんに対して、何か記念の事業等を検討

されてはどうかと考えますけども、いかがでしょうか。 

 ４番目として、現在田布施には、ふるさと大使の方が３名おられます。せっかくですので、様々な

場所でＰＲ活動等を、今も当然されているとは思いますけども、そうしたことも、お願いできないか

という、さらに、町長自ら積極的にアピールする場に参加をする考えはないのかお伺いをします。 

 それから５番目として、現状納税額が減少している中で課題とか、増やすための現在検討している

ことがあればお聞きをします。 

 以上よろしくお願いします。 

○議長（南  一成議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  お答えをいたします。 

 まず１点目の、近年のふるさと納税の寄附額の推移でございますが、令和４年度が４,１２０万円、

令和５年度が３,３０２万円、令和６年度は１,８０１万円となっており、令和３年までは増加してお

りましたが、近年は今申し上げましたように減少傾向となっています。 

 ２点目の、外部委託や職員の増員の検討についてでございますが、現在５つのふるさと納税ポータ

ルサイトと契約いたしておりまして、返礼品の登録や問合せ等の対応の運営を外部委託をいたしてお

ります。 

 ３点目の活用事業に来年統合となる柳井高校、田布施農工高校の生徒に対して記念となる事業を検
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討してはどうかと御質問でございますが、大変いい御質問でございますが、統合となる柳井高校、田

布施農工高校は県立高校であり、様々な地域から人が集まっていきますので、現在の制度では大変難

しいかなと思いますが、また議員からこうしたらいいというのがあれば検討しないわけではございま

せん。 

 ４点目は、ふるさと大使の活用や私自らのトップセールスを進める考えはないかとの御質問でござ

います。ふるさと大使等によるＰＲで一定の効果はあると考えますが、返礼品のＰＲに関しては、各

ポータルサイトで用意されている広告契約を活用することが最も費用対効果が高いと考えております。

他市町のふるさと納税担当者からも、各ポータルサイトの広告が最も費用対効果が高いと聞いており

まして、今後も情報収集し、そうした利用の効率的な手法を模索してまいります。 

 最後の御質問の、納税額を増やすために現在の課題や検討していることはあるかということでござ

いますが、近年、寄附額が減少してきた要因の１つ目は、人気の品目でございましたパン類が小麦価

格等の物価高騰に起因するお得感というものが減少してきたことが１つ。もう一点は、２つ目は、総

務省による返礼品地場産品基準の厳格化に伴い、非常にパンを含めて基準が厳しくなってまいりまし

たので、該当しないとされたものもたくさん出てきて、そういう品目も減少してきたことも影響いた

しております。これらの対策として、本年４月１日から市場シェアが２割程度ある新規ポータルサイ

トを開設したこと、新規返礼品の開拓、山口県共通返礼品の設定と取扱いの開始でございます。この

うち、山口県共通返礼品につきましては、山口県の各市町と昨年１１月から協議を行い、複数の品目

で総務省の認定を受けておりまして、現在各ポータルサイトへ出品の準備を進めているところでござ

います。 

 以上でございます。 

○議長（南  一成議員）  守田議員。 

○議員（４番 守田 達也議員）  ありがとうございます。質問の中で、答弁で、職員を増やすこと

に対する答弁は入ってないようですが、これは当然、難しい問題だとは思いますけども、どうでしょ

うか、この辺は。 

○議長（南  一成議員）  川添副町長。 

○副町長（川添 俊樹君）  言われるように、確かに何十億円とかいう寄附を集めている対象の市町

は、１０人体制とかそういう体制でやっておりますけども、今、うちの状況を見ますと体制もですけ

ども、仕組みづくりで、ある程度の品目を検討しながら、職員でやれるべきことと民間でやれるべき

ことがあるような今イメージを持っていますんで、その辺で仕組みをある程度はっきりして、それで

も職員が足りないというのであれば、おっしゃるように採用してやっていく方法も一つあると思いま
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すけれども、むやみやたらにある一定の目的がない状態で職員をというのはちょっと難しいので、そ

の辺の、はっきりした明確な仕組みづくりを含めた目的ができた時点で、再度職員については、どう

いう体制をとるかということで検討させていただきたいというふうに思います。 

○議長（南  一成議員）  守田議員。 

○議員（４番 守田 達也議員）  ありがとうございます。あんまり時間がなくなりました。 

 質問の３の、新しい高校がスタートするということで、記念の事業については今、現在の制度では

難しいというふうなお答えだったんですが、この制度というのは、すいません、どういった制度にな

るんでしょうか。 

○議長（南  一成議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  そもそもこのふるさと納税というのは、田布施町を応援するということで

すが、柳井高校は柳井市でありますので、うちにお金をいただいても、柳井高校のほうに持っていく

とか、田布施農工高校も、岩国とか、周南の子がたくさん来ますので、その子にって言われても、田

布施町出身の子だけというわけにもいきませんし、町内の学校であるということであれば、農工高校

を支援していくというものはあるか分かりませんが、今申し上げましたのは、ふるさと納税は、田布

施町とか市区町村の限定というものがありますので、それが広くなるとどうか分かりませんが、ちょ

っと今、町のほうではそういったアイデアを持っておりませんので、また、議員さんからも、こうし

たらいいんじゃないかというのがあれば、お聞きしてみたいというふうに思います。 

○議長（南  一成議員）  守田議員。 

○議員（４番 守田 達也議員）  これは、逆に私はやってほしい。何かを、形として、やっていた

だきたい。というのも、先ほど町長のほうからありましたように、ほかの市町から、たくさんの生徒

さんが、この田布施に来られるわけです。逆に言ったら、社会人になって、高校生のときに、ふるさ

と田布施、そういうこともやってもらったなということで、思い出して、逆に納税をしていただける

と。そういった思いも込めて、質問をさせていただきました。ぜひ何か、考えていただけたらという

ふうに思います。 

 それから、最後になると思います。課題とか、納税額を増やすために、今、先ほどの質問にもあり

ましたけども、「のりーね」返礼品が「のりーね」の利用権があるというふうな話がありましたけども、

これを取り入れた、何か理由とか、利点、そうした推しがあるのでしょうか。何かその辺のところを

お聞きしたいと思います。お願いします。 

○議長（南  一成議員）  川添副町長。 

○副町長（川添 俊樹君）  現在のふるさと納税で、いろんな市町が返礼品を出していらっしゃいま
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すけれども、デパートとか、カタログショッピングみたいな、いわゆる海産物とか、お肉とか焼酎と

か、結局そういったのが本来、菅元総理が考えられたふるさと納税は、多分そんなんじゃないんじゃ

ないかと。それが今の、当初の制度設計するときの、菅さんが考えられたふるさと納税とは、ちょっ

と違う形で多分発展をしてきてます。それを、逆にいえば、「のりーね」というのは、例を挙げれば、

おじいさん、おばあさんが田布施町にいて、よその市町で活躍されている、高額の納税をされている

方が少しでも市町の役に立つために、親孝行を含めて、そういう形で寄附をしていただければ、それ

が、本来制度設計をされた趣旨に近い、ふるさと納税じゃないかというのが、田布施町の売りとして

いいんじゃないかというのと、パンという少額の寄附が割と田布施町多いんですよ。よその市町みた

いに何十万円のゴルフセットがあったり、お肉の何万円というのはなかなかないんで、それに比較す

ると、７万とか１４万とか半年で、１年のセットで、そういう寄附がいただけるというのは高額にな

ります。町にとって高額の商品というのは、やっぱり必要な商品なんで、その２つを踏まえて、でき

たら売りにしたいということで、宣伝が足りないという、先ほどからありましたけども、事あるごと

にいろいろ言っているんですけど、なかなか御理解がしてもらえないというのはあるのかも分かりま

せん。あの制度が若干ちょっと、高齢の方には理解しがたいところもあったりするんで、その辺は何

とか分かりやすい形で御説明をして、御理解していただければというふうに思っています。 

○議長（南  一成議員）  守田議員。 

○議員（４番 守田 達也議員）  ありがとうございました。今お話を聞いて、なるほどなというふ

うに思います。本来の、趣旨に合ったこの返礼品って、これも一つの田布施の特徴といいますか、そ

ういうふうになればいいなと思っております。いずれにしても、この制度は、やっぱり地道な取り組

みが必要になってくると考えます。県との連携も含めて、より多くの方々に応援していただくよう、

頑張っていただきたい、お願いして、質問を終わりたいと思います。ありがとうございました。 

○議長（南  一成議員）  以上で守田達也議員の一般質問を終わります。 

 これをもって一般質問を終わります。 

────────────・────・──────────── 

日程第３．議案第５０号 

日程第４．議案第５１号 

日程第５．議案第５２号 

日程第６．議案第５３号 

日程第７．議案第５４号 

日程第８．議案第５５号 
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日程第９．議案第５６号 

日程第１０．議案第５７号 

日程第１１．議案第５８号 

日程第１２．議案第５９号 

日程第１３．議案第６０号 

日程第１４．議案第６１号 

日程第１５．議案第６２号 

日程第１６．議案第６３号 

○議長（南  一成議員）  日程第３、議案第５０号令和６年度田布施町歳入歳出決算の認定につい

てから、日程第１６、議案第６３号財産の取得について（中央南防災倉庫）まで１４件を一括議題と

いたします。 

 議案の朗読は省略します。 

 提案理由の説明を求めます。東町長。 

○町長（東  浩二君）  それでは、本定例会に提出いたしました１４議案の概要について、御説明

を申し上げます。 

 まず、議案第５０号は、令和６年度田布施町一般会計及び特別会計３件の歳入歳出決算について、

先に監査委員の審査を受けましたので、地方自治法第２３３条第３項の規定により、その意見をつけ

て議会の承認をお願いするものでございます。 

 令和６年度決算の概要でございますが、まず、子育て支援として、第２子以降の保育料の無償化、

児童手当の拡充に新たに取り組むとともに、高校生までの医療費の無償化、おむつ定期便事業を引き

続き実施してまいりました。 

 また、物価高騰対策として、国からの物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金や地方特例交付金

を活用し、低所得世帯等に対し物価高騰重点支援給付金を支給するとともに、町民税の定額減税、学

校給食費の無償化を実施をいたしました。 

 さらに、防災減災施策として、麻里府公民館の移転整備事業などを実施するとともに、行政デジタ

ル化の推進施策として、田布施町ＬＩＮＥ公式アカウントを活用した情報発信や議会タブレットの運

用に取り組んでまいりました。 

 その他主な建設事業として、老朽化した大平飲料水供給施設の整備事業、平生町学校給食事務受託

に伴う給食センター設備整備事業、スポーツセンター第１体育館の大規模改修事業を実施をいたしま

した。 
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 それでは、一般会計の決算状況について、御説明をいたします。 

 まず、歳入総額は７２億５,２１８万９,３７１円で、前年度に比べ２億２,７６５万７,３０６円、

３％の減でございます。 

 また、歳出総額は７０億１,３４２万７,１７１円で、前年度に比べ２億５,２１３万５,２７６円、

３.５％の減でございます。 

 歳入から歳出を差し引いた形式収支は、２億３,８７６万２,２００円の黒字であり、形式収支から

翌年度に繰り越すべき財源５,３１１万９,７１８円を差し引いた実質収支は、１億８,５６４万２,４

８２円でございます。 

 次に、歳入歳出の主要項目について御説明をいたします。 

 まず、歳入についてでございますが、町税は、定額減税により個人町民税が減となったものの、法

人税割額の増により、前年度に比べ４,７７９万６,０３５円の増収となりました。 

 地方特例交付金は、定額減税減収補填特例交付金により、前年度に比べ６,６４８万７,０００円の

増額でございます。 

 地方交付税は、国税の増収に伴う普通交付税の追加交付があったことなどから、前年度に比べ６,

５５６万２,０００円の増額でございます。 

 国庫支出金につきましては、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の皆減などにより、

前年度に比べ２億８,６４５万６,８６８円の減額でございます。 

 繰入金は、財政基金繰入金の減により、前年度に比べ１億２,８１１万６,０００円の減額でござい

ます。 

 なお、財政基金の年度末残高は、前年度に比べ１億円程度の増額となっております。 

 町債は、保健センター整備事業の完了に伴う防災拠点施設等整備事業債の減などにより、前年度に

比べ１億２,７０６万３,０００円の減額でございます。 

 続きまして、歳出についてでございますが、前年度に比べて減額となった主な要因は、保健センタ

ー整備事業及び城南住宅建替事業の完了等によるものでございます。 

 なお、令和６年度中に実施した諸事業、行政事務の内容は、お手元に配付しております決算書及び

事務執行状況概要等の附属資料のとおりでございます。 

 続きまして、国民健康保険、介護保険及び後期高齢者医療の各特別会計についてでございますが、

その決算状況は、それぞれの決算書等のとおりでございます。 

 なお、歳入歳出決算等審査意見書において、監査委員から指摘を受けました事項は、各課に検討さ

せ、改善を図るよう指示をいたしております。 
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 各会計の決算について、慎重なる御審議をいただき、認定をお願いをいたします。 

 次に、議案第５１号は、令和６年度田布施町下水道事業会計決算認定及び利益の処分についてでご

ざいます。先に監査委員の審査を受けましたので、地方公営企業法第３０条第４項の規定により、そ

の意見をつけて議会の認定をお願いするものでございます。 

 また、決算の結果生じた利益の処分について、議決も求めるものでございます。 

 次に、議案第５２号は、令和６年度田布施・平生水道企業団水道事業会計決算の認定についてでご

ざいます。 

 本議案は、田布施・平生水道企業団規約第１２条第２項の規定に基づき、令和６年度田布施・平生

水道企業団水道事業会計の決算を議会に提出するものでございます。 

 同規定では、企業団が解散した後は、柳井地域広域水道企業団がその業務を承継し、決算について

は関係町において、監査委員の審査を経た上で、その意見を付して議会の認定を受けることとされて

おります。 

 このことから、本決算について監査委員の審査及び意見書を踏まえ、議会の認定をお願いするもの

でございます。 

 次に、議案第５３号は、令和７年度田布施町一般会計補正予算第３号でございます。 

まず、歳入でございますが、地方特例交付金と普通交付税、繰越金については、数値の確定に伴う補

正でございます。 

 国庫支出金は、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金や障害児通所支援事業費補助金の増など

により、増額補正でございます。 

 県支出金は、やまぐち農業担い手の経営発展支援事業の計上などにより、増額補正でございます。 

 諸収入は、後期高齢者医療広域連合への療養給付費負担金の過年度精算などにより、増額補正でご

ざいます。 

 町債は、河川施設整備事業債の増などにより、増額補正といたしております。 

 次に歳出でございますが、各費目において、異動等による人件費の補正をいたしております。 

 その他、各費目の主な内容でございますが、まず、総務費は、物価高騰対応重点支援給付金の不足

額給付分の増や、避難所の生活環境の改善として、ラップ式トイレ用外幕テントの購入費の計上、法

令に基づく繰越金の一部の財政基金への積み立てなどにより、増額補正でございます。 

 民生費は、障害児通所支援事業において、児童発達支援、放課後等デイサービス等の給付費の増な

どにより、増額補正でございます。 

 農林水産業費は、担い手の再編により、規模拡大に取り組む法人等に対し、施設・機械の導入費を
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補助するやまぐち農業担い手の経営発展支援事業や馬島船着場の堆積土の浚渫工事費の計上などによ

り、増額補正でございます。 

 土木費は、江崎川の改修工事費の計上などにより、増額補正でございます。 

 教育費は、東田布施小学校の会議室空調設備の更新工事費の計上などにより、増額補正でございま

す。 

 以上により、歳入歳出それぞれ２億４４９万円を追加補正し、予算総額を７３億３,７４８万４,０

００円とするものでございます。 

 次に、議案第５４号は、田布施町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）でございます。主な補

正内容は、前年度精算とそれに伴う国民健康保険事業基金の調整でございます。 

 次に、議案第５５号は、田布施町介護保険特別会計補正予算（第１号）でございます。主な補正の

内容は、前年度精算とそれに伴う介護給付費準備基金の調整でございます。 

 次に、議案第５６号は、令和７年度田布施町下水道事業会計補正予算（第２号）でございます。 

 まず、収入について、雨水処理にかかる一般会計からの負担金を増額するものです。 

 支出につきましては、雨水の工事請負費を増額し、消費税を抜いた金額で収支のバランスを図るた

めに、会計処理として雑支出を増額するものです。 

 次に議案第５７号は、職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正についてでございます。地

方公務員の育児休業等に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴い、育児または介護と仕事の両

立支援に関する整備を行うため、関係条例を整理するものでございます。 

 次に議案第５８号は、職員の育児休業等に関する条例の一部改正についてでございます。地方公務

員の育児休業等に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴い、育児部分休業に関する整備を行う

ため、関係条例を整理するものでございます。 

 次に議案第５９号は、田布施町旅費条例の全部改正についてでございます。これは、国家公務員等

の旅費に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴い、条例の構成や用語の整理も含め、本町の実

情に即した適正な旅費支給となるよう、所要の改正を行うため、本案を提出するものであります。 

 次に議案第６０号は、田布施町使用料及び手数料条例の一部改正についてでございます。内容は、

これまで定めておりませんでした、スポーツセンターゲートボール場の使用料を定めようとするもの

であります。なお、額につきましては近隣の使用料に合わせようとするものでございます。 

 次に議案第６１号は、田布施町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制

定についてでございます。子ども・子育て支援法等の一部を改正する法律の施行による児童福祉法の

一部改正に伴い、乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める必要があるため、本案を
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提出するものでございます。 

 次に、議案第６２号は、字の区域の変更についてでございます。 

 国営南周防土地改良事業麻郷奥換地区の換地処分に伴い、字の区域の変更を必要とするため、地方

自治法第２６０条第１項の規定に基づき、議会の議決を求めるものでございます。 

 次に議案第６３号は、中央南防災倉庫を購入することにつきまして、議会の議決に付すべき契約及

び財産の取得または処分に関する条例第３条の規定に基づき、議会の議決をお願いするものでござい

ます。 

 取得いたしますのは、軽量鉄骨製の倉庫１棟でございます。これは、国の新しい地方経済・生活環

境創生交付金地域防災緊急整備型の補助金を活用して、防災資機材及び防災備蓄品の保管場所として

利用するため、整備をするものでございます。 

 取得につきましては、３業者による指名競争入札を行い、株式会社公司と１,０７５万５,２５０円

で契約しようとするものでございます。補助金は５３７万７,０００円を見込んでおります。 

 以上、本定例会に御提案申し上げました議案１４件について、その概要を御説明いたしましたが、

詳細につきましては、御質問に応じ、私及び関係参与から説明をいたしますので、よろしく御審議を

賜り、議決いただきますようお願い申し上げまして、提案理由といたします。 

○議長（南  一成議員）  提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。議案第５０号、質疑はありませんか。 

〔なしと呼ぶ者あり〕 

○議長（南  一成議員）  質疑はなしと認めます。 

 議案第５１号、質疑はありませんか。 

〔なしと呼ぶ者あり〕 

○議長（南  一成議員）  質疑なしと認めます。 

 議案第５２号、質疑はありませんか。 

〔なしと呼ぶ者あり〕 

○議長（南  一成議員）  質疑なしと認めます。 

 議案第５３号、質疑はありませんか。 

〔なしと呼ぶ者あり〕 

○議長（南  一成議員）  なしと認めます。 

 議案第５４号、質疑はありませんか。 

〔なしと呼ぶ者あり〕 
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○議長（南  一成議員）  なしと認めます。 

 議案第５５号、質疑はありませんか。高見議員。 

○議員（６番 高見 英夫議員）  今説明のときにサイドブックをずっと見ていたんですけども、こ

の５５号が、５４号から５６号に５５号抜けていたんですけど。 

○議長（南  一成議員）  画面の下を見てください。上が５４号、下が５５号。１ページに２つ載

っています。よろしいですか。 

 そのほか質疑ありませんか。 

〔なしと呼ぶ者あり〕 

○議長（南  一成議員）  なしと認めます。 

 議案第５６号、質疑はありませんか。 

〔なしと呼ぶ者あり〕 

○議長（南  一成議員）  なしと認めます。 

 議案第５７号、質疑はありませんか。 

〔なしと呼ぶ者あり〕 

○議長（南  一成議員）  なしと認めます。 

 議案第５８号、質疑はありませんか。 

〔なしと呼ぶ者あり〕 

○議長（南  一成議員）  なしと認めます。 

 議案第５９号、質疑はありませんか。 

〔なしと呼ぶ者あり〕 

○議長（南  一成議員）  なしと認めます。 

 議案第６０号、質疑はありませんか。 

〔なしと呼ぶ者あり〕 

○議長（南  一成議員）  なしと認めます。 

 議案第６１号、質疑はありませんか。 

〔なしと呼ぶ者あり〕 

○議長（南  一成議員）  なしと認めます。 

 議案第６２号、質疑はありませんか。 

〔なしと呼ぶ者あり〕 

○議長（南  一成議員）  なしと認めます。 
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 議案第６３号、質疑はありませんか。 

〔なしと呼ぶ者あり〕 

○議長（南  一成議員）  なしと認めます。 

 これで質疑は終わります。 

 ここでお諮りします。議案第５０号及び議案第５１号並びに議案第５２号については、議長を除く

１１人の委員で構成する決算審査特別委員会を設置し、これに付託して審査にしたいと思います。御

異議ありませんか。 

〔異議なしと呼ぶ者あり〕 

○議長（南  一成議員）  異議なしと認めます。したがって、本件については、議長を除く１１人

の委員で構成する決算審査特別委員会を設置し、これに付託することに決定しました。 

 ただいま設置されました決算審査特別委員会の委員の選任については、委員会条例第７条第４項の

規定により、タブレットに記載しております名簿のとおり指名したいと思います。御異議ありません

か。 

〔異議なしと呼ぶ者あり〕 

○議長（南  一成議員）  異議なしと認めます。すいません。名簿が今出ました。したがって、決

算審査特別委員会はお手元に配付しました名簿のとおり選任することに決定いたしました。 

 それでは、決算審査特別委員会を直ちに開催し、委員長、副委員長の互選をお願いします。 

 ここで暫時休憩します。 

午後０時１６分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後０時２３分再開 

○議長（南  一成議員）  それでは、休憩を取り消し会議を再開します。 

 先ほどの休憩中に決算審査特別委員会が開会され、委員長に西本篤史議員、副委員長に内山昌晃議

員が選出されましたので御報告します。 

 次に、議案第５３号から議案第６３号までの１１件は、会議規則第３９条第１項の規定により、タ

ブレットの記載の議案付託区分表のとおり、所管の委員会に付託します。 

────────────・────・──────────── 

○議長（南  一成議員）  これで本日の日程は全部終了しました。 

 本日はこれで散会します。 

（ベル） 
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午後０時２４分散会 

────────────────────────────── 
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 会議の経過を記載して、その相違ないことを証するため、ここに署名する。 
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午前９時０６分開議 

（ベル） 

○議長（南  一成議員）  これから本日の会議を開きます。 

 議事日程は、お手元に配付のとおりです。 
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────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名 

○議長（南  一成議員）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定により、西本篤史議員、落合祥二議員を指名いたし

ます。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．議案第５０号 

日程第３．議案第５１号 

日程第４．議案第５２号 

日程第５．議案第５３号 

日程第６．議案第５４号 

日程第７．議案第５５号 

日程第８．議案第５６号 

日程第９．議案第５７号 

日程第１０．議案第５８号 

日程第１１．議案第５９号 

日程第１２．議案第６０号 

日程第１３．議案第６１号 

日程第１４．議案第６２号 

日程第１５．議案第６３号 

日程第１６．陳情第２号 

日程第１７．陳情第３号 

○議長（南  一成議員）  日程第２、議案第５０号令和６年度田布施町歳入歳出決算の認定について

から、日程第１７、陳情第３号物価高騰地域支援対策費を活用した学校給食費支援に関する陳情まで、

１６件を一括議題といたします。まず、委員会の審査の経過及び結果の報告を求めます。西本決算審

査特別委員長。 

○決算審査特別委員長（西本 篤史議員）  それでは、決算審査特別委員会の報告を申し上げます。 

 去る９月１１日の本会議において、当委員会に付託されました議案第５０号及び議案第５１号及び

議案第５２号の３件について、９月１２日に審査を行いましたので、その経過と結果について御報告

申し上げます。 
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 議案について執行部に説明を求め、質疑採決の結果、お手元に配付の審査報告書のとおり、議案第

５０号及び議案第５１号並びに議案第５２号は全会一致で、原案のとおり認定すべきものと決定いた

しました。 

 以上をもちまして、本委員会の報告といたします。 

○議長（南  一成議員）  次に、西本総務文教委員長。 

○総務文教委員長（西本 篤史議員）  それでは、総務文教委員会の報告を申し上げます。 

 去る９月１１日の本会議において、当委員会に付託されました議案第５３号及び議案第５７号から

議案第６０号、議案第６３号の６件、継続審査となっております陳情３号について、９月１９日に審

査を行いましたので、その経過と結果について御報告申し上げます。 

 初めに、議案第５３号令和７年度田布施町一般会計補正予算（第３号）議定について、９月１７日

に経済厚生委員長から予備審査の経過と結果について御報告があり、審査の結果、経済厚生委員会で

は原案のとおり、全会一致で可決されました。 

 本委員会で主な質疑は、歳入の地方交付税の減額理由について、雑入の地域交流館施設利用協力金

の増額について、歳出では総務管理費・財産管理費の町有地等整備工事について、同じく総務管理費・

財政調整費の財政基金積立金について、総務費・企画費の物価高騰地域支援対策費の消防・防災用の

備品について、民生費・児童福祉費の保育所費委託料、こども誰でも通園制度施行的事業について、

衛生費、上水道の給水事業費、水質検査委託料について、農林水産費・漁協費の漁協機能保全工事（馬

島）について、公共施設のＬＥＤ化について等で質疑を終了し、討論なく、採決の結果、本件は全会

一致で原案とおり可決すべきものと決定しました。 

 次に、議案第５７号職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正についてであります。質疑も

なく、採決の結果、本件は全会一致で原案のとおり可決すべきものと決定しました。 

 次に、議案第５８号職員の育児休業等に関する条例の一部改正についてであります。主な質疑は職

員の部分休業の取扱いについてで、質疑を終了し、討論なく、採決の結果、本件は全会一致で原案の

とおり可決すべきものと決定しました。 

 次に、議案第５９号田布施町旅費条例の全部改正についてであります。主な質疑は定額支給から実

費支給の全部改正に伴う交通費・宿泊費等の内容についてで、質疑を終了し、討論なく、採決の結果、

本件は全会一致で原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

 次に、議案第６０号田布施町使用料及び手数料条例の一部改正についてであります。主な質疑は過

去のゲートボール場の運用状況についてで、質疑を終了し、討論なく、採決の結果、本件は全会一致

で原案のとおり可決すべきものと決定しました。 
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 次に、議案第６３号、財産の取得について（中央南防災倉庫）であります。主な質疑は中央南防災

倉庫の規模についてで、質疑を終了し、討論なく、採決の結果、本件は全会一致で原案のとおり可決

すべきものと決定しました。 

 次に、陳情第３号物価高騰地域支援対策費を活用した学校給食費支援に関する陳情であります。本

委員会では、町外の小学校に通学している方を対象にした場合、事務の作業量も増えてくる。全国的

に見ると市町村独自でやっているところもあるが、それは申請主義の形で実施している。本町で実施

した場合、給食のない学校については上限を定めるなど、作業も増え、中学校によっては、弁当のと

ころもあり、学校への申請ができないなど課題がある。学校給食法の１１条の関係等を考えると学校

という単位で外すことで、ほかのことにもいろいろ影響すると思われる等の理由により不採択とする

ものと決定しました。 

 以上をもちまして、本委員会の報告を終わります。 

○議長（南  一成議員）  次に、内山経済厚生委員長。 

○経済厚生委員長（内山 昌晃議員）  経済厚生委員会の報告を申し上げます。 

 去る９月１１日の本会議において、当委員会に付託されました議案第５４号から議案第５６号、議

案第６１号及び議案第６２号の５件、継続審査となっております陳情第２号について、９月１７日に

審査を行いましたので、その経過と結果について御報告を申し上げます。 

 議案第５４号令和７年度田布施町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）議定について。議案第

５５号令和７年度田布施町介護保険特別会計補正予算（第１号）議定について、議案第５６号令和７

年度田布施町下水道事業会計補正予算（第２号）議定について。議案第６１号田布施町乳児等通園支

援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について。議案第６２号、字の区域の変更に

ついて（国営南周防土地改良事業「麻郷奥換地」）の５件であります。 

 ５件とも、質疑なく、討論なく採決の結果、本件は全会一致で、原案のとおり可決すべきものと決

定いたしました。 

 次に陳情第２号、「公的部門で働く労働者の賃上げを求める意見書」の採択を求める陳情書について

であります。 

 本委員会では、賃金の面で最低賃金も上がっている中で、国もいろいろ検討されており、その動向

を見ないといけない。今回出された陳情書は賃金のことがメインで書かれているが、気になるのが物

価の格差というものが検討されていない。 

 東京都と田舎、特に山口県とでは物価の格差がかなり大きいと思われる。そういった面も考えると、

全国一律でと陳情書には書いてあるが、かなり無理があるように思われる。そういった面も考慮する
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べきではないか等の理由により不採択とするものと決しました。 

 以上をもちまして、本委員会の報告を終わります。 

○議長（南  一成議員）  これから各委員長報告に対する質疑を行います。質疑ありませんか。高見

議員。 

○議員（６番 高見 英夫議員）  議案の５７、５８、５９号に関してです。 

 委員会では、旅費条例について、私は職員団体の職員組合の…… 

○議長（南  一成議員）  高見議員、すみません。起立してください。起立で報告してください。 

○議員（６番 高見 英夫議員）  あ、そうですか。 

 職員組合の了解について問いましたが、それはないということでした。しかし、考えてみますと、

この３つの議案というのは、勤務時間、休暇、それから育児休業、旅費、これは、みな職員の勤務条

件に関することです。 

 御存じのように、地方公務員法の５５条には、「当局は、職員団体から職員の給与、勤務時間その他

勤務条件に関し、及びこれに附帯して、社交的又は厚生的活動を含む適法な活動に係る事項に関し、

適法な交渉の申入れがあった場合においては、その申入れに応ずべき地位に立つものとする」と書い

てありますから、職員団体から申入れがあれば、当然交渉を経て、そして条例として、ここに上程さ

れるものだというふうに理解しています。最終的には条例で決めるというのは当然でありますが。 

 そういう意味で、この問題については、当然職員団体と職員の要望でもあると思いますし、交渉し

ておられるというふうに思っておったんですが、そうではないということを委員会で聞きまして、や

はりこれはいかがなものかと思っております。 

 旅費にしても育児休業等にしても、職員が一番活用するものでありますから、職員のいろいろな都

合、働きやすい職場という点では、職員団体の意見を当然に聞いていただきたい。 

 今後は、そういうふうに法にのっとって、職員団体からの申入れがあるときには、きちんとされる

のかどうかをお聞きしたいと思います。 

○議長（南  一成議員）  西本議員。 

○総務文教委員長（西本 篤史議員）  今、高見議員が質疑されましたけれども、先日の委員会の中で

質疑の場がございました。また討論の場もございました。その場で本来言うべきものでありまして、

この場で答えるのはちょっと無理かなと思いますので、そのように御理解ください。 

○議長（南  一成議員）  よろしいですか。議会のルールでございます。高見議員。 

○議員（６番 高見 英夫議員）  質疑と言われたから質問をしたわけです。委員会で聞き落としてお

った、不十分であったから聞いたんですけれども、そういうことも本会議ではできないんでしょうか。 
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○議長（南 一成議員）  私はそのときに委員会に出席しておりましたけれども、その質問をされまし

た。執行部も回答されました。今言うように職員組合とは直接交渉はしてないということを私の耳で

聞きました。 

 だから、そのことを再度質問されるからそういうことになるんですね。それではないことで質疑さ

れるのでしたら結構です。高見議員。 

○議員（６番 高見 英夫議員）  質問したらそのとおりです。しかし今回はですね。 

○議長（南  一成議員）  今回じゃなくてですね、そのときに言ってもらわなければ。 

○議員（６番 高見 英夫議員）  ちょっと発言を最後まで聞いてください。５７号と５８号について

は、そのとき質問をしておりませんでした。旅費条例の５９号については質問し回答を得ました。で

すから、５７号と５８号については今回が初めてですし、それからまた私が質問したのはですね、今

後どういうふうにされるおつもりかということをお聞きした新しい質問です。 

○議長（南  一成議員）  それもですね、委員会のときに話してください。委員長報告ですから、委

員長が報告したことに対する質問です。委員長の報告に疑義があれば、今言うように質疑してもらい

たい。委員長の報告に対する質疑です。分かりますか。それが議会のルールです。手を挙げてくださ

い。何遍も言いましたよ。そろそろ学習してください。高見議員。 

○議員（６番 高見 英夫議員）  はい、失礼しました。ということは委員会で質問してなかったら、

この場では質問は委員長報告についてだけしかできないということなんでしょうか。 

○議長（南  一成議員）  そのとおりです。 

○議員（６番 高見 英夫議員）  分かりました。では討論の場でまたお話ししたいと思います。 

○議長（南  一成議員）  松田議員。 

○議員（１０番 松田規久夫議員）  ちょっと休憩。ちょっと休憩を取ってください。 

○議長（南  一成議員）  ちょっと休憩しましょう。 

午前９時１５分 休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前９時１６分 再開 

○議長（南  一成議員）  それでは休憩を解きまして本会議を再開します。そのほか質疑はございま

せんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（南  一成議員）  質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。議案第５０号から陳情第３号までの間、討論はありませんか。高見議員。
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賛成の討論でしょうか。何号ですか。高見議員。 

○議員（６番 高見 英夫議員）  先ほど言いました５７号と５８号についてはですね、私当然だと思

っておりまして、賛成をしました。 

 ５９号についてもですね、質問をし、回答を得た上で賛成をしました。しかし、委員会のときに賛

成はしましたが、やはりよくよく考えてみますとですね、この問題はこのまま賛成するわけにはいか

ないと思って、委員会のときには賛成をしましたが、本会議で反対するのは心苦しいんですけれども、

申し訳ないんですけれども、やはり職員の勤務条件に関することは、職員組合との交渉を経て、その

一定の合意を得て条例案としてここに出されると、それがやはりルールであると思いますし、今後は

そうしていただきたいということを申し上げたいと思います。 

○議長（南  一成議員）  はい、ちょっと休憩します。 

午前９時１９分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前９時２３分再開 

○議長（南  一成議員）  それじゃあ休憩を解きまして本会議に入りたいと思います。 

 ほかに討論ありますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（南  一成議員）  よろしいですね。はい、それではこれで討論……。討論ありますか。（発言

する者あり） 

 休憩します。 

午前９時２４分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前９時２４分再開 

○議長（南  一成議員）  休憩を解きまして。また、本会議に入ります。討論はありますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（南  一成議員）  よろしいですか。これで討論を終わります。 

 これから議案第５０号令和６年度田布施町歳入歳出決算の認定について採決します。 

 議案第５０号に対する委員長の報告は認定です。委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は

起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（南  一成議員）  起立全員です。したがって、議案第５０号は委員長の報告のとおり認定さ
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れました。 

 次に、議案第５１号令和６年度田布施町下水道事業会計決算認定及び利益の処分についてを採決し

ます。議案第５１号に対する委員長の報告は認定です。委員長の報告のとおり決定することに賛成の

方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（南  一成議員）  起立全員です。したがって、議案第５１号は委員長の報告のとおり認定さ

れました。 

 次に、議案第５２号令和６年度田布施・平生水道企業団水道事業会計決算の認定についてを採決し

ます。議案第５２号に対する委員長の報告は認定です。委員長の報告のとおり決定することに賛成の

方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（南  一成議員）  起立全員です。したがって、議案第５２号は委員長の報告のとおり認定さ

れました。 

 次に、議案第５３号令和７年度田布施町一般会計補正予算（第３号）議定についてを採決します。

本件に対する委員長の報告は可決です。委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起立願いま

す。 

〔賛成者起立〕 

○議長（南  一成議員）  起立全員です。したがって、議案第５３号は委員長の報告のとおり可決さ

れました。 

 次に、議案第５４号令和７年度田布施町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）議定についてを

採決します。本件に対する委員長の報告は可決です。委員長の報告のとおり決定することに賛成の方

は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（南  一成議員）  起立全員です。したがって、議案第５４号は委員長の報告のとおり可決さ

れました。 

 次に、議案第５５号令和７年度田布施町介護保険特別会計補正予算（第１号）議定についてを採決

します。本件に対する委員長の報告は可決です。委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起

立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（南  一成議員）  起立全員です。したがって、議案第５５号は委員長の報告のとおり可決さ
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れました。 

 次に、議案第５６号令和７年度田布施町下水道事業会計補正予算（第２号）議定についてを採決し

ます。本件に対する委員長の報告は可決です。委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起立

願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（南  一成議員）  起立全員です。したがって、議案第５６号は委員長の報告のとおり可決さ

れました。 

 次に、議案第５７号職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正についてを採決します。本件

に対する委員長の報告は可決です。委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（南  一成議員）  起立全員です。したがって、議案第５７号は委員長の報告のとおり可決さ

れました。 

 次に、議案第５８号職員の育児休業等に関する条例の一部改正についてを採決します。本件に対す

る委員長の報告は可決です。委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（南  一成議員）  起立全員です。したがって、議案第５８号は委員長の報告のとおり可決さ

れました。 

 次に、議案第５９号田布施町旅費条例の全部改正についてを採決します。本件に対する委員長の報

告は可決です。委員長の報告のとおりに決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（南  一成議員）  起立多数です。したがって議案第５９号は委員長のとおり可決されました。 

 次に、議案第６０号田布施町使用料及び手数料条例の一部改正についてを採決します。本件に対す

る委員長の報告は可決です。委員長の報告のとおり決定することに賛成のかたは起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（南  一成議員）  起立全員です。したがって、議案第６０号は委員長の報告のとおり可決さ

れました。 

 次に、議案第６１号田布施町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定

についてを採決します。本件に対する委員長の報告は可決です。委員長の報告のとおり決定すること

に賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 
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○議長（南  一成議員）  起立全員です。したがって議案第６１号は委員長の報告のとおり可決され

ました。 

 次に、議案第６２号字の区域の変更について（国営南周防土地改良事業「麻郷奥換地区」）を採決し

ます。本件に対する委員長の報告は可決です。委員長の報告のとおり決定することに賛成の方は起立

願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（南  一成議員）  起立全員です。したがって議案第６２号は委員長の報告のとおり可決され

ました。 

 次に、議案第６３号財産の取得について（中央南防災倉庫）を採決します。本件に対する委員長の

報告は可決です。委員長の報告どおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（南  一成議員）  起立全員です。したがって、議案第６３号は委員長の報告のとおり可決さ

れました。 

 次に、日程第１６、陳情第２号「公的部門ではたらく労働者の賃上げを求める意見書」の採決を求

める陳情書を採決します。（発言する者あり） 

○議長（南  一成議員）  休憩します。 

午前９時３１分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前９時４４分再開 

○議長（南  一成議員）  それでは、本会議を再開します。 

 次に、日程第１６、陳情書第２号「公的部門ではたらく労働者の賃上げを求める意見書」の採択を

求める陳情書を採択します。本件に委員長の報告は不採択です。陳情第２号「公的部門ではたらく労

働者の賃上げを求める意見書」の採択を求める陳情書を採択することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（南  一成議員）  起立少数です。したがって、陳情第３号は不採択といたします。 

 次に、日程第１７、陳情第３号物価高騰地域支援対策費を活用した学校給食費支援に関する陳情を

採決します。本件に対する委員長の報告は不採択です。陳情第３号物価高騰地域支援対策費を活用し

た学校給食費支援に関する陳情を採決します。このことについて賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（南  一成議員）  起立少数です。したがって、陳情第３号は不採択とすることに決定いたし
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ました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１８．議案第６４号 

○議長（南  一成議員）  財産の取得について（キッチンカー）を議題とします。 

 議案の朗読は省略します。 

 提案理由の説明を求めます。東町長。 

○町長（東  浩二君）  それでは、議案第６４号、キッチンカーの購入に関しまして、議会の議決に

付すべき契約及び財産の取得、又は処分に関する条例第３条の規定に基づき本案を提出いたします。 

 取得いたしますのは、１.５トン積載車トラックをベース車両としたキッチンカー１台でございます。

これは新しい地方経済・地方環境創生交付金の地域防災緊急整備型の補助金を活用して、災害時に避

難所等、必要な場所に迅速に移動し、安全かつ温かい食事等を必要な場所に提供できるように、また、

突発的な災害に適切に対応できるようにしようとするものでございます。 

 これは、国の方針でございますが、また、平時には事業者への起業の支援やイベント等に活用する

ということも国が示しておりますので、そういった使い方も当然地方活力の育成に向けて寄与するも

のと考えておりますので、そういう使い方もぜひ検討したいというふうに思います。 

 取得につきましては、７月１６日に実施いたしました公募型プロポーザルにより、オオシマ自工株

式会社様と１,１１３万２,０００円で契約しようとするもので、補助金は５５６万６,０００円を見込

んでおります。 

 詳細につきましては、御質問に応じまして、私及び関係参与から御説明いたしますので、よろしく

御審議賜り、議決いただきますようお願い申し上げまして、提案理由といたします。 

○議長（南  一成議員）  これから、質疑を行います。質疑ありませんか。西本議員。 

○議員（２番 西本 篤史議員）  ちょっと、御質問します、先日、委員会でもキッチンカーの御説明

をいただきました。今後の維持管理費、先日の話では８ナンバーであってそんなにかからないという

ことでございました。 

 あと、キッチンカーの使用頻度です。年間通じてイベントが何回あるのか、貸出しにしても、まだ

計画段階で全然先が見えていない状態です。そこで、１,０００万円投資、投資というか、補助金もあ

りますけども、かなり町の財政に負担になるんじゃないかと思うんです。貸し出してから使用料とか、

その辺で回収できればいいんですけども、その辺の見込みもないような状態で、本当に必要なのかと

いうちょっと疑問が残りますので、その辺をお願いします。 

○議長（南  一成議員）  東町長。 
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○町長（東  浩二君）  先日の委員会でも申し上げましたが、やはり災害のときに必要なもの、その

ときなくて困って泣くのは町民でございます。私はそういうものを提供する責任がございますので、

あらゆる災害に迅速かつ、やっぱり暖かい食べ物、東日本、熊本でもそういったものが行われますが、

その間が１週間とか１か月くらいの全くそういった民間の活動が始まらないという期間がございます

ので、そういった間にちゃんと対応できるものを持つということは、今、国も進めておりますが、災

害に対する備えということでやっております。 

 今後もいろいろ出てきたら、備えに行ってみたいというふうに思います。 

 今回は国がもう締切りを決めまして、いついつまでに申し込めば採用しますけれども、それ以後過

ぎれば、採用しませんということでございましたので、いろんな議会とか、商工会のほうにもお話が

できるいとまは全くございませんでしたが、私の判断で町として必要ということで、費用は、やはり

ものを買えば、当然維持はかかりますので、それであがなおうとは思っておりません。それを使えと

いう国の方針がございますので、そういう起業支援ってことにも使っていきたいというふうには思い

ますが、御理解いただきたいというふうに思います。 

○議長（南  一成議員）  西本議員。 

○議員（２番 西本 篤史議員）  御説明いただきました。 

 災害時、先日も議員研修で災害の関係行きました。大規模災害のとき４日、最初から４日までに初

期対応、これが大事であるということを聞きました。その辺災害に使うのは当然なんですけども、そ

の災害のときに職員さんとか、ボランティアの方とか、そういう誰が使うのかという計画をちゃんと

立てて運用していただきたいと思いますが、どうでしょう。 

○議長（南  一成議員）  東町長。 

○町長（東  浩二君）  やはり、町の職員も限りがありますので、避難所の運営なり、災害の応急対

応、うちの規模では大きなものが来ると、なかなか手が回りませんので、地域の方々、自主防災の方々、

避難所運営も何千人という方が、もしか避難されると、この人数でお世話することは絶体でませんの

で、地域の方々と今、総務課長のほうが一生懸命、地域とこういった連携をしましょうということを

始めております。そういったものがあります。 

 特にキッチンカーというのは、今申し上げたましたように、１日、２日、３日というのは備蓄の食

料がありますからいいんですが、そればかり、食べるというのはやっぱり人間少し経つと、うどんが

食べたくなる、カレーが食べたくなる、温かいものがですね。備蓄というのは、少し温かいものが若

干ございますが、本当に体が温まるようなものは提供するような仕組みになっておりませんので、キ

ッチンカーのように加熱ができるようなもの、給食センターで作ったものを、運んでそこで温めて出
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すというのを機動的に回れるということは非常に、まあ運べばいいというんだったら食事は食事なん

でしょうが、やはり温かいとか、やっぱりいろんな、なかなか固いものが食べられない、軟らかいも

のがいい、子どもさんも受ける。きめ細かい災害対応も必要と思いますので、今からどう使うかとい

うのは、若干経済課でまとめておりますけども、それが、早く車が来るまでには具体化して、また議

会の皆さんにも御報告していきたいと思いますし、もっといいものがあれば、もっといい使い方をし

ようというふうにも考えております。 

○議長（南  一成議員）  そのほか、高月議員。 

○議員（５番 高月 義夫議員）  今、御提案いただいているのが１.５トン車を提案いただいておりま

す。 

 いろいろ調べるのに多いのは軽四、または１トン車なんです。１.５トン車というのは、なかなかな

い。どうして、この１.５トン車を選ばれたのかっていう理由を、ちょっと。値段も１トン車より１.

５トン車のほうがかなり高くなります。その辺をちょっと教えていただけたらと思います。 

○議長（南  一成議員）  長谷経済課長。 

○経済課長（長谷 満晴君）  お答えいたします。 

 車種選定につきましては、保健所等の衛生基準で給排水タンクが今４０リッター、８０リッター、

２００リッターというのが基準がございまして、２００リッターですと車内で仕込みができます。そ

れと複数品目のメニューが提供できます。 

 調理工程も、２工程以上できます。 

 一方、４０、８０になると制限がかかります。仕込みも別のところで行わなければならない。そう

なりますと、公民館でできますよねというのは保健所は認めません。衛生基準で。特定の仕込みがで

きるところでやらなければクリアができない。 

 しかも、４０リッタータンクですと１工程まで。揚げる、盛りつけるで２工程ですので、そういう

のもできない。そういった部分がありまして、使い勝手という部分で１.５トン車クラスでないと２０

０リッターの積載というのは給排水、給水・排水でそのタンクを積めるところが、かなり難しいとい

うふうな部分が判明しましたので、そちらのほうを採用させていいただいているというところでござ

います。 

○議長（南  一成議員）  高月議員。 

○議員（５番 高月 義夫議員）  そういう理由という今、お話でした。 

 要は、災害のときは、そうだと思うんですけど、一般のとき、どういうふうな使い方をするのかと

いうところでいくと、大体は多く使われているのは水道直結でやられているところが多いです。キッ
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チンカーというのは。 

 タンクを据えられているところもあるとは思うんですけれども、全てが割高のほうに振れていって

いるのかなという気がするんです。 

 実は、議会に提案があったときには、もう使い方はどういう運用をするかっていうのは決まって、

随分前にこういうキッチンカーを購入したいというお話がありましたので、出てくるのかなと思って

いたんですけれども、これ今検討中だということなんです。検討中で議会にどう判断しろとおっしゃ

られるのかなというところが一番引っかかっておりました。その運用が決まっていないのに、じゃ、

物だけ先に買っておこうかというような、国の補助金というお話も今町長からありましたけれども、

何か割り切れないところがあるなということなんです。いろんな声というのは、町民の皆さんからも

いただいております。一番運用をどうされるのかなというのをすごく気にされておられました。 

 切実なことを言えば、各公民館に軽トラ１台ずつあったほうがありがたいよねというお話も実はあ

るんです。そういうふうなところで、どう議会で判断すればいいのかという条件が出そろっていない

というのが一番判断に難しいとこだというふうに思うんです。 

 災害のときには、確かにあったほうがいいというのはよく分かります。ただ、平時の運用が決まっ

ていない。どういうふうにやるのかというのが決まっていない代替というのは、どうすればいいのか

なというようなとこです。 

 その辺が、運用が決まってから議会に出されるまで、日にちがもつのかどうなのかというのは、私

もその辺は工程的なものはよく分かりません。 

 ただ、議会で判断する上では、そういったものを、ぜひ提示していただきたいなというふうに思う

んですけど、いかがでございましょう。 

○議長（南  一成議員）  長谷経済課長。 

○経済課長（長谷 満晴君）  委員会、協議会のほうでも運用のたたき台はできておりますとお答えさ

せていただいております。ただ、細かなルールはできていませんということで、経済課では平時の運

用のみについて、今、検討させていただきますし、これから議会の議員の皆様方の意見を勘案しなが

ら、細部の運用を早期に詰めてまいりたいと思っておりますし、１点、災害時は先ほど申しましたル

ールというのはもう度外視です、むしろ。平時だけ厳格なルールを守ってくださいというふうなこと

ですので、御了承いただきたいというふうに思っています。 

○議長（南  一成議員）  高月議員。 

○議員（５番 高月 義夫議員）  それでは、今、大体のひな型ができているんであれば、議会のほう

に出していただいたらと思うんでけれども、いかがでございましょうか。 
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○議長（南  一成議員）  長谷経済課長。 

○経済課長（長谷 満晴君）  まだ、内部で、それをもんでおりませんので。経済課の中で策定案をつ

くっておりますので、ちょっと、もうしばらくお時間をいたただければというふうに思っております。 

○議長（南  一成議員）  ちょっと休憩します。 

午前 ９時５９分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前１０時０３分再開 

○議長（南  一成議員）  それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。 

 高月議員。 

○議員（５番 高月 義夫議員）  ありがとうございました。そういう思いというのが議員に伝わって

くれば判断ができるようなことなんです。以前、スタートアップで貸し出しというようなお話もござ

いました。ちょっと心配しておりました。今、聴いた話を議事録じゃないかな。 

 今、お聞きしましたけれども、城南ではホタル祭りなんかも町の職員の皆さんが出てくださって、

いろんなものをやっていただいております。 

 そういう各地イベントで使うことを中心にお考えいただければ本当にありがたいなというふうに思

っております。今の副町長のお話の中で、ぜひとも民業圧迫にならないというのを前提にいろいろ考

えていただければ、ありがたいなということは特にお願いしておきたいと思います。よろしくお願い

いたします。ありがとうございます。 

○議長（南  一成議員）  そのほか質疑ありませんか。瀨石議員。 

○議員（７番 瀨石 公夫議員）  この地域防災緊急整備型というんで、このようなキッチンカーを整

備されるんだろうと思うわけで、こっちのほうは説明受けたんで分かるんですが、新聞に大きく載っ

ていた平生町が何か移動式のトイレとかいうのをやっていて、そういうのも防災の関係でこれと同じ

補助ですか、それとキッチンカーとか移動式トイレとか給水車とかどういうものが、防災に関して、

あるか、もしかあれじゃったら教えていただきたい。 

○議長（南  一成議員）  長谷経済課長。 

○経済課長（長谷 満晴君）  今回地域防災緊急整備型で取得が可能な主な車両か資機材の例としまし

ては、トイレカー、トイレトレーラー、簡易トイレ、キッチンカー、キッチンコンテナー、炊き出し

用資機材を含めた、そういったものが主となっております。 

 トイレカーは全国で２３１台、キッチンカーは４７台の採択を受けているという内閣府のほうから

調査結果が出ております。 
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○議長（南  一成議員）  瀨石議員。 

○議員（７番 瀨石 公夫議員）  それなら移動式のトイレとキッチンカー、補助の対象というのは。 

○議長（南  一成議員）  長谷経済課長。 

○経済課長（長谷 満晴君）  トイレトレーラー、簡易トイレ、またキッチンコンテナで、先ほど申し

ませんでしたけれど、簡易ベッドとか、お風呂の簡易温泉施設というかそういったものもあると思い

ますが、余り例は少ないというふうに聞いております。 

○議長（南  一成議員）  瀨石議員。 

○議員（７番 瀨石 公夫議員）  分かりました。平生もこれと一緒のような形で、今の移動トイレを

購入されたということですね。やっぱりこれも１,０００万円とか結構するんですか。 

○議長（南  一成議員）  長谷経済課長。 

○経済課長（長谷 満晴君）  トイレカーだけとは分からないんですが、平生町は３４５万円の採択額

となっております。 

○議長（南  一成議員）  瀨石議員。 

○議員（７番 瀨石 公夫議員）  平生町には、この移動式のトイレがあるということで、田布施には

キッチンカーが、これから購入されるという計画ですが、お互いに助け合いながら利用されて、今後

平生町とも協議をされて、お願いしたいということで以上です。 

○議長（南  一成議員）  そのほか質疑ありませんか。守田議員。 

○議員（４番 守田 達也議員）  このキッチンカー購入については私のほうも大災害とか起きたとき

には必ず必要になるということで賛成なんですけども、一、二点お伺いしたいと思います。 

 金額ですが、１,１００万円ちょいですが、これ車は新車だったですかね、中古でしたか、この辺ち

ょっと教えていただきたいのと、あと、自治会の例えば１日だけ行事があるときに貸出しは可能にな

るのかどうかということと、あと、一番大事になるのが衛生面です。もし、例えば食中毒がその行事

があったときに、そういうことが起きた場合には大変なことになると思いますので、その辺のところ

も十分考えていただきたいなというふうに思います。 

○議長（南  一成議員）  長谷経済課長。 

○経済課長（長谷 満晴君）  当初より、新車では、社会情勢の流通がちょっと乱れているということ

で、１年では調達は無理だというところもございましたので、中古車を想定しておりまして、中古車

で調達をしております。 

 運用につきましては、自治会というか、そこで、そういった食事提供というか飲食をメインでやら

れている団体のような方々を想定しておりますが、ちょっとそこは今現在ではもっと幅広にというこ
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ともあり得るのかもしれませんが、ちょっとそのあたりでございます。 

 あとは、衛生、食中毒については、それぞれ食品衛生の営業許可を保健所のほうに届け出る中で、

しっかりとそれを守っていただくということは、どなたであっても例外ではないと思います。 

○議長（南  一成議員）  守田議員。 

○議員（４番 守田 達也議員）  ありがとうございました。 

○議長（南  一成議員）  そのほか、よろしいでしょうか。落合議員。 

○議員（１番 落合 祥二議員）  座ってよかったですよね。 

○議長（南  一成議員）  いや、立ってください。 

○議員（１番 落合 祥二議員）  タブレットが私らのところであるので、ちょっと調べてみましたと

ころ、氷見市というところが、行政がキッチンカー貸出し要件というのが書いてありまして、その貸

出しの対象となる事業は５つありまして、１つは、各種イベント等において、氷見市の特産品等ＰＲ

を行う事業とか、２番目に、各種イベント等において氷見市の特産品等を販売する事業、３番目に、

新商品の試験販売を行う事業、４番目に、市内の児童・幼児等に対する食育の普及・啓発に関する事

業。５番目に、地域の収穫祭等の食文化の伝承に関する事業、というのが書いてあって、貸与規定と

いうのも一応つくっておられるみたいなんですが、まあ、そんな感じにイメージになるんではないか

なと思うんですが、その辺はいかがでしょうか。 

○議長（南  一成議員）  川添副町長。 

○副町長（川添 俊樹君）  今のを、落合議員も委員会のほうでもお聞きをいたしましたけれども、車

両の購入目的が氷見市ですか、どういう目的で購入されて今の要綱をつくられたかというのを把握で

きていませんので、その辺を調べて、同じような防災の関係で、そこまで行けるのなら、参考にさせ

ていただきたいというふうに思います。 

○議長（南  一成議員）  よろしいですか。その他よろしいでしょうか。なければ、これで質疑を終

わります。お謀りします。 

 ただいま議題となっています議案第６４号は、会議規則第３９条第３項の規定により委員会付託を

省略したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（南  一成議員）  異議なしと認めます。したがって、議案第６４号は委員会付託を省略する

ことに決定いたしました。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（南  一成議員）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 議案第６４号財産の取得について（キッチンカー）を採決します。 

 本件は原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（南  一成議員）  起立全員です。したがって、議案第６４号は原案のとおり可決することに

決定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１９．議案第６５号 

○議長（南  一成議員）  日程第１９、議案第６５号教育長の任命について議題といたします。 

 教育長には本件の審議が終了するまで退席をお願いします。 

〔教育長 鳥枝 浩二君退席〕 

○議長（南  一成議員）  ちょっと休憩します。 

午前１０時１３分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前１０時１５分再開 

○議長（南  一成議員）  それでは休憩前に引き続き会議を開きます。 

 議案の朗読は省略します。提案理由の説明を求めます。東町長。 

○町長（東  浩二君）  それでは、議案第６５号は教育長の任命についてでございます。 

 本案は、鳥枝浩二教育長の任期が本年９月３０日をもって満了することに伴い、引き続き同氏を任

命いたしたく地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第１項の規定に基づき、議会の同意を

お願いするものでございます。 

 同氏には令和２年４月から教育長をお願いいたしておりますが、教育、学術、文化に優れた識見を

お持ちでございます。そして、また、業績も極めて高く評価されており本町の教育長として適任であ

ると考え御提案するものでございます。 

 慎重なる御審議を賜り、御同意いただきますようお願い申し上げまして、提案理由といたします。 

○議長（南  一成議員）  これで提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（南  一成議員）  なしと認めます。これで質疑を終わります。 

────────────・────・──────────── 
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日程第２０．議案第６６号 

○議長（南  一成議員）  日程第２０、議案第６６号教育委員会委員の任命について、を議題としま

す。 

 議案の朗読は省略します。 

 提案理由の説明を求めます。東町長。 

○町長（東  浩二君）  それでは、議案第６６号教育委員会委員の任命についてでございます。 

 本案は、尾﨑雅一氏の任期が本年１０月１９日をもって満了することに伴い、引き続き同氏を委員

に任命いたしたく、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第２項の規定に基づき議会の同

意をお願いするものでございます。 

 同氏は令和３年１０月から教育委員会委員として重責を果たされるとともに、町文化財審議委員と

して社会教育の振興にも御尽力いただいております。本町の教育委員会委員として適任であると考え、

御提案するものでございます。 

 慎重なる御審議を賜り、同意いただきますようお願い申し上げまして、提案理由といたします。 

○町長（東 浩二君）  これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（南  一成議員）  なしと認めます。これで質疑を終わります。 

 お諮りします。ただいま議題となっております議案第６５号及び議案第６６号は会議規則第３９条

第３項の規定により委員会付託を省略したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（南  一成議員）  異議なしと認めます。したがって、議案第６５号及び議案第６６号は委員

会付託を省略することに決定しました。 

 これから、議案第６５号教育長の任命についてを討論します。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（南  一成議員）  討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 議案第６５号教育長の任命についてを採決します。本件を同意することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（南  一成議員）  起立全員です。したがって、議案第６５号は同意することに決定いたしま

した。 

 しばらくお待ちください。 

〔教育長 鳥枝 浩二君 復席〕 
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○議長（南  一成議員）  これから、議案第６６号教育委員会委員の任命について討論を行います。

討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（南  一成議員）  討論なしと認め、これで討論終わります。 

 議案第６６号教育委員会委員の任命についてを採決します。本件を同意することに賛成の方は起立

願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（南  一成議員）  起立全員です。したがって議案６６号は同意することに決定いたしました。 

────────────・────・──────────── 

日程第２１．議員派遣について 

○議長（南  一成議員）  次に、日程第２１、議員派遣についてを議題とします。 

 お諮りします。会議規則第１２９条の規定によりタブレットに掲載しました議員派遣についてのと

おり委員を派遣したいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（南  一成議員）  異議なしと認めます。よって、ただいまのとおり議員派遣することに決定

しました。 

 お諮りします。議員派遣は決定しましたが、後日日程等の変更がある場合は変更の決定につきまし

て、議長に委任されたいと思いますがよろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（南  一成議員）  異議なしと認めます。よって、日程等の変更の決定は議長に委任されまし

た。これで、本日の日程は全部終了いたしましたが、ここで、教育長が再任されましたので、一言御

挨拶をお願いします。鳥枝教育長。 

○教育長（鳥枝 浩二君）  ただ今は、再任の同意をいただきありがとうございます。微力ではありま

すが、本町の教育の充実・発展に尽力してまいる所存ですので、引き続き、議員の皆様方のご支援と

ご理解を賜りますよう、どうぞよろしくお願いいたします。 

────────────・────・──────────── 

○議長（南  一成議員）  以上で、会議を閉じます。 

 令和７年第７回田布施町議会定例会を閉会します。 

（ベル） 

午前１０時２１分閉会 
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